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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末装置であって、
　第一の参照信号を用いて測定する第一の測定と第二の参照信号を用いて測定する第二の
測定を行う測定部と、
　測定報告イベントのトリガに対する条件の情報を受信する受信部と、
　測定の結果を含んだ測定報告を転送する送信部と、を備え、
　前記測定報告イベントのトリガに対する条件の情報は、第一の測定報告のイベントのト
リガ条件の情報と、第二の測定報告のイベントのトリガ条件の情報を含み、
　前記第一の測定報告のイベントのトリガ条件の情報は、前記第一の参照信号に関する測
定報告のイベントのトリガに対する条件の評価に用いられるトリガ量を指定する第一の情
報を含み、
　前記第二の測定報告のイベントのトリガ条件の情報は、前記第二の参照信号に関する測
定報告のイベントのトリガに対する条件の評価に用いられるトリガ量を指定する第二の情
報を含み、
　前記送信部は、前記第一の測定報告のイベントのトリガ条件と前記第二の測定報告のイ
ベントのトリガ条件とのうち当該第二の測定報告のイベントのトリガ条件を満たした場合
に、当該第二の測定報告を送信し、
　前記第二の参照信号は、ＣＳＩ－ＲＳである、
　端末装置。
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【請求項２】
　前記送信部は、前記第一の測定報告のイベントのトリガ条件と前記第二の測定報告のイ
ベントのトリガ条件とのうち当該第一の測定報告のイベントのトリガ条件を満たした場合
に、当該第一の測定報告を送信する
　請求項１に記載の端末装置。
【請求項３】
　前記第一の情報は、ＲＳＲＰまたはＲＳＲＱを示す情報である
　請求項１に記載の端末装置。
【請求項４】
　前記第一の参照信号は、ＣＲＳである
　請求項１に記載の端末装置。
【請求項５】
　前記第二の情報は、ＲＳＲＰを示す情報である
　請求項１に記載の端末装置。
【請求項６】
　基地局装置であって、
　測定報告イベントのトリガに対する条件の情報を送信する送信部と、
　測定の結果を含んだ測定報告を受信する受信部と、を備え、
　前記測定報告イベントのトリガに対する条件の情報は、第一の参照信号を用いた測定に
対する第一の測定報告のイベントのトリガ条件の情報と、第二の参照信号を用いた測定に
対する第二の測定報告のイベントのトリガ条件の情報を含み、
　前記第一の測定報告のイベントのトリガ条件の情報は、前記第一の参照信号に関する測
定報告のイベントのトリガに対する条件の評価に用いられるトリガ量を指定する第一の情
報を含み、
　前記第二の測定報告のイベントのトリガ条件の情報は、前記第二の参照信号に関する測
定報告のイベントのトリガに対する条件の評価に用いられるトリガ量を指定する第二の情
報を含み、
　前記受信部は、前記第一の測定報告のイベントのトリガ条件と前記第二の測定報告のイ
ベントのトリガ条件とのうち当該第二の測定報告のイベントのトリガ条件を満たした場合
に、当該第二の測定報告を受信し、
　前記第二の参照信号は、ＣＳＩ－ＲＳである、
　基地局装置。
【請求項７】
　前記受信部は、前記第一の測定報告のイベントのトリガ条件と前記第二の測定報告のイ
ベントのトリガ条件とのうち当該第一の測定報告のイベントのトリガ条件を満たした場合
に、当該第一の測定報告を受信する、
　請求項６に記載の基地局装置。
【請求項８】
　前記第一の情報は、ＲＳＲＰまたはＲＳＲＱを示す情報である
　請求項６に記載の基地局装置。
【請求項９】
　前記第一の参照信号は、ＣＲＳである
　請求項６に記載の基地局装置。
【請求項１０】
　前記第二の情報は、ＲＳＲＰを示す情報である
　請求項６に記載の基地局装置。
【請求項１１】
　端末装置の通信方法であって、
　第一の参照信号を用いて測定する第一の測定と第二の参照信号を用いて測定する第二の
測定を行うステップと、
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　測定報告イベントのトリガに対する条件の情報を受信するステップと、
　測定の結果を含んだ測定報告を転送するステップと、を有し、
　前記測定報告イベントのトリガに対する条件の情報は、第一の測定報告のイベントのト
リガ条件の情報と、第二の測定報告のイベントのトリガ条件の情報を含み、
　前記第一の測定報告のイベントのトリガ条件の情報は、前記第一の参照信号に関する測
定報告のイベントのトリガに対する条件の評価に用いられるトリガ量を指定する第一の情
報を含み、
　前記第二の測定報告のイベントのトリガ条件の情報は、前記第二の参照信号に関する測
定報告のイベントのトリガに対する条件の評価に用いられるトリガ量を指定する第二の情
報を含み、
　前記転送するステップでは、前記第一の測定報告のイベントのトリガ条件と前記第二の
測定報告のイベントのトリガ条件とのうち当該第二の測定報告のイベントのトリガ条件を
満たした場合に、当該第二の測定報告を送信し、
　前記第二の参照信号は、ＣＳＩ－ＲＳである、
　通信方法。
【請求項１２】
　基地局装置の通信方法であって、
　測定報告イベントのトリガに対する条件の情報を送信するステップと、
　測定の結果を含んだ測定報告を受信するステップと、を有し、
　前記測定報告イベントのトリガに対する条件の情報は、第一の参照信号を用いた測定に
対する第一の測定報告のイベントのトリガ条件の情報と、第二の参照信号を用いた測定に
対する第二の測定報告のイベントのトリガ条件の情報を含み、
　前記第一の測定報告のイベントのトリガ条件の情報は、前記第一の参照信号に関する測
定報告のイベントのトリガに対する条件の評価に用いられるトリガ量を指定する第一の情
報を含み、
　前記第二の測定報告のイベントのトリガ条件の情報は、前記第二の参照信号に関する測
定報告のイベントのトリガに対する条件の評価に用いられるトリガ量を指定する第二の情
報を含み、
　前記受信するステップでは、前記第一の測定報告のイベントのトリガ条件と前記第二の
測定報告のイベントのトリガ条件とのうち当該第二の測定報告のイベントのトリガ条件を
満たした場合に、当該第二の測定報告を受信し、
　前記第二の参照信号は、ＣＳＩ－ＲＳである、
　通信方法。
【請求項１３】
　端末装置に実装される集積回路であって、
　第一の参照信号を用いて測定する第一の測定と第二の参照信号を用いて測定する第二の
測定を行う機能と、
　測定報告イベントのトリガに対する条件の情報を受信する機能と、
　測定の結果を含んだ測定報告を転送する機能と、を実装し、
　前記測定報告イベントのトリガに対する条件の情報は、第一の測定報告のイベントのト
リガ条件の情報と、第二の測定報告のイベントのトリガ条件の情報を含み、
　前記第一の測定報告のイベントのトリガ条件の情報は、前記第一の参照信号に関する測
定報告のイベントのトリガに対する条件の評価に用いられるトリガ量を指定する第一の情
報を含み、
　前記第二の測定報告のイベントのトリガ条件の情報は、前記第二の参照信号に関する測
定報告のイベントのトリガに対する条件の評価に用いられるトリガ量を指定する第二の情
報を含み、
　前記転送する機能は、前記第一の測定報告のイベントのトリガ条件と前記第二の測定報
告のイベントのトリガ条件とのうち当該第二の測定報告のイベントのトリガ条件を満たし
た場合に、当該第二の測定報告を送信し、
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　前記第二の参照信号は、ＣＳＩ－ＲＳである、
　集積回路。
【請求項１４】
　基地局装置に実装される集積回路であって、
　測定報告イベントのトリガに対する条件の情報を送信する機能と、
　測定の結果を含んだ測定報告を受信する機能と、を実装し、
　前記測定報告イベントのトリガに対する条件の情報は、第一の参照信号を用いた測定に
対する第一の測定報告のイベントのトリガ条件の情報と、第二の参照信号を用いた測定に
対する第二の測定報告のイベントのトリガ条件の情報を含み、
　前記第一の測定報告のイベントのトリガ条件の情報は、前記第一の参照信号に関する測
定報告のイベントのトリガに対する条件の評価に用いられるトリガ量を指定する第一の情
報を含み、
　前記第二の測定報告のイベントのトリガ条件の情報は、前記第二の参照信号に関する測
定報告のイベントのトリガに対する条件の評価に用いられるトリガ量を指定する第二の情
報を含み、
　前記受信する機能は、前記第一の測定報告のイベントのトリガ条件と前記第二の測定報
告のイベントのトリガ条件とのうち当該第二の測定報告のイベントのトリガ条件を満たし
た場合に、当該第二の測定報告を受信し、
　前記第二の参照信号は、ＣＳＩ－ＲＳである、
　集積回路。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端末装置、および、基地局装置に関する。
　本願は、２０１４年３月２０日に、日本に出願された特願２０１４－０５８１９５号に
基づき優先権を主張し、その内容をここに援用する。
【背景技術】
【０００２】
　セルラー移動通信の無線アクセス方式および無線ネットワーク（以下、「Long Term Ev
olution （LTE）」、または、「Evolved Universal Terrestrial Radio Access : EUTRA
」と称する。）が、第三世代パートナーシッププロジェクト（3rd Generation Partnersh
ip Project: 3GPP）において検討されている。ＬＴＥでは、基地局装置（基地局）をｅＮ
ｏｄｅＢ（evolved NodeB）、端末装置（移動局、移動局装置、端末）をＵＥ（User Equi
pment）とも称する。ＬＴＥは、基地局装置がカバーするエリアをセル状に複数配置する
セルラー通信システムである。単一の基地局装置は複数のセルを管理してもよい。
【０００３】
　ＬＴＥは、周波数分割複信（Frequency Division Duplex: FDD）および時分割複信（Ti
me Division Duplex: TDD）に対応している。ＦＤＤ方式を採用したＬＴＥをＦＤ－ＬＴ
ＥまたはＬＴＥ　ＦＤＤとも称する。ＴＤＤは、上りリンク信号と下りリンク信号を周波
数分割多重することによって、少なくとも２つの周波数帯域において全二重通信を可能に
する技術である。ＴＤＤ方式を採用したＬＴＥをＴＤ－ＬＴＥまたはＬＴＥ　ＴＤＤとも
称する。ＴＤＤは、上りリンク信号と下りリンク信号を時分割多重することによって、単
一の周波数帯域において全二重通信を可能にする技術である。ＦＤ－ＬＴＥおよびＴＤ－
ＬＴＥの詳細は、非特許文献１に開示されている。
【０００４】
　また、基地局装置は、端末装置に対して、基地局装置と端末装置との間において既知の
信号である参照信号（ＲＳ；Reference Signalとも呼称される）を送信できる。この参照
信号は、信号やチャネルの復調やチャネル状態のレポートなどの様々な目的のために、複
数の参照信号を送信できる。例えば、セル固有参照信号は、セルに固有の参照信号として
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、全ての下りリンクサブフレームにおいて送信される。また、例えば、端末固有参照信号
は、端末装置に固有の参照信号として、その端末装置に対するデータ信号がマッピングさ
れるリソースにおいて送信される。参照信号の詳細は、非特許文献１に開示されている。
【０００５】
　３ＧＰＰにおいて、小セル（Small Cell）の導入が検討される。小セルとは、セルを構
成する基地局装置の送信電力が小さく、従来のセル（マクロセル）に比べてカバレッジの
小さなセルの総称である。例えば、小セルを高周波数帯で適用することで、高密度に小セ
ルを配置することが可能となり、面積あたりの周波数利用効率を向上させる効果がある。
小セルの導入検討では、低消費電力化やセル間干渉低減などの様々な目的のために、基地
局装置を停止の状態に切り替える技術が検討されている。詳細は、非特許文献２に開示さ
れている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】3rd Generation Partnership Project; Technical Specification Grou
p Radio Access Network; Evolved Universal Terrestrial Radio Access (E-UTRA); Phy
sical Channels and Modulation (Release 11), 3GPP TS 36.211 V11.5.0 (2014-01).
【非特許文献２】3rd Generation Partnership Project; Technical Specification Grou
p Radio Access Network; Small cell enhancements for E-UTRA and E-UTRAN - Physica
l layer aspects (Release 12), 3GPP TR 36.872 V12.1.0 (2013-12).
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、基地局装置を停止の状態に切り替えた場合において、同期信号や参照信
号の送信も停止され、端末装置は停止の状態の基地局装置を発見することが困難となる。
このような状況において、停止の状態の基地局装置に端末装置が接続する際に多くの準備
時間が掛かってしまうため、伝送効率を大幅に劣化させる要因となる。
【０００８】
　本発明は、上記問題を鑑みてなされたものであり、信号その他の情報の伝送効率を向上
させることができる基地局装置、端末装置、通信システム、通信方法および集積回路を提
供する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　（１）本発明に係る実施形態の端末装置は、第一の参照信号を用いて測定する第一の測
定と第二の参照信号を用いて測定する第二の測定を行う測定部と、測定報告イベントのト
リガに対する条件の情報を受信する受信部を備え、前記測定報告のイベントのトリガに対
する条件の情報は、第一の測定報告のイベントのトリガ条件の情報と、第二の測定報告の
イベントのトリガ条件の情報を含み、前記第一の測定報告のイベントのトリガ条件の情報
は、前記第一の参照信号に関する測定報告のイベントのトリガに対する条件を評価するた
めに用いられるトリガ量を指定する第一の情報を含み、前記第二の測定報告のイベントの
トリガ条件の情報は、前記第二の参照信号に関する測定報告のイベントのトリガに対する
条件を評価するために用いられるトリガ量を指定する第二の情報を含む。
【００１０】
　（２）また、本発明に係る他の実施形態の端末装置において、測定の結果を含んだ測定
メッセージを転送する送信部を備え、前記測定メッセージは、前記第一の測定報告がトリ
ガされた場合に前記第一の測定の結果を含み、前記第二の測定報告がトリガされた場合に
前記第二の測定の結果を含む。
【００１１】
　（３）また、本発明に係る他の実施形態の端末装置において、前記第一の情報は、ＲＳ
ＲＰまたはＲＳＲＱを示す情報である。
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【００１２】
　（４）また、本発明に係る他の実施形態の端末装置において、前記第一の参照信号は、
ＣＲＳである。
【００１３】
　（５）また、本発明に係る他の実施形態の端末装置において、前記第二の情報は、ＲＳ
ＲＰを示す情報である。
【００１４】
　（６）また、本発明に係る他の実施形態の端末装置において、前記第二の参照信号は、
ＣＳＩ－ＲＳである。
【００１５】
　（７）また、本発明に係る他の実施形態の基地局装置は、測定報告イベントのトリガに
対する条件の情報を送信する送信部を備え、前記測定報告のイベントのトリガに対する条
件の情報は、第一の参照信号を用いた測定に対する第一の測定報告のイベントのトリガ条
件の情報と、第二の参照信号を用いた測定に対する第二の測定報告のイベントのトリガ条
件の情報を含み、前記第一の測定報告のイベントのトリガ条件の情報は、前記第一の参照
信号に関する測定報告のイベントのトリガに対する条件を評価するために用いられるトリ
ガ量を指定する第一の情報を含み、前記第二の測定報告のイベントのトリガ条件の情報は
、前記第二の参照信号に関する測定報告のイベントのトリガに対する条件を評価するため
に用いられるトリガ量を指定する第二の情報を含む。
【００１６】
　（８）本発明に係る実施形態の基地局装置であって、測定の結果を含んだ測定メッセー
ジを受信する受信部を備え、前記測定メッセージは、前記第一の測定報告がトリガされた
場合に前記第一の測定の結果を含み、前記第二の測定報告がトリガされた場合に前記第二
の測定の結果を含む。
【００１７】
　（９）また、本発明に係る他の実施形態の基地局装置において、前記第一の情報は、Ｒ
ＳＲＰまたはＲＳＲＱを示す情報である。
【００１８】
　（１０）また、本発明に係る他の実施形態の基地局装置において、前記第一の参照信号
は、ＣＲＳである。
【００１９】
　（１１）また、本発明に係る他の実施形態の基地局装置において、前記第二の情報は、
ＲＳＲＰを示す情報である。
【００２０】
　（１２）また、本発明に係る他の実施形態の基地局装置において、前記第二の参照信号
は、ＣＳＩ－ＲＳである。
【００２１】
　（１３）また、本発明に係る他の実施形態の端末装置の通信方法は、第一の参照信号を
用いて測定する第一の測定と第二の参照信号を用いて測定する第二の測定を行うステップ
と、測定報告イベントのトリガに対する条件の情報を受信するステップを有し、前記測定
報告のイベントのトリガに対する条件の情報は、第一の測定報告のイベントのトリガ条件
の情報と、第二の測定報告のイベントのトリガ条件の情報を含み、前記第一の測定報告の
イベントのトリガ条件の情報は、前記第一の参照信号に関する測定報告のイベントのトリ
ガに対する条件を評価するために用いられるトリガ量を指定する第一の情報を含み、前記
第二の測定報告のイベントのトリガ条件の情報は、前記第二の参照信号に関する測定報告
のイベントのトリガに対する条件を評価するために用いられるトリガ量を指定する第二の
情報を含む。
【００２２】
　（１４）また、本発明に係る他の実施形態の基地局装置の通信方法は、測定報告イベン
トのトリガに対する条件の情報を送信するステップを有し、前記測定報告のイベントのト



(7) JP 6523250 B2 2019.5.29

10

20

30

40

50

リガに対する条件の情報は、第一の参照信号を用いた測定に対する第一の測定報告のイベ
ントのトリガ条件の情報と、第二の参照信号を用いた測定に対する第二の測定報告のイベ
ントのトリガ条件の情報を含み、前記第一の測定報告のイベントのトリガ条件の情報は、
前記第一の参照信号に関する測定報告のイベントのトリガに対する条件を評価するために
用いられるトリガ量を指定する第一の情報を含み、前記第二の測定報告のイベントのトリ
ガ条件の情報は、前記第二の参照信号に関する測定報告のイベントのトリガに対する条件
を評価するために用いられるトリガ量を指定する第二の情報を含む。
　（１５）また、本発明に係る他の実施形態の端末装置に実装される集積回路は、第一の
参照信号を用いて測定する第一の測定と第二の参照信号を用いて測定する第二の測定を行
う機能と、測定報告イベントのトリガに対する条件の情報を受信する機能を実装し、前記
測定報告のイベントのトリガに対する条件の情報は、第一の測定報告のイベントのトリガ
条件の情報と、第二の測定報告のイベントのトリガ条件の情報を含み、前記第一の測定報
告のイベントのトリガ条件の情報は、前記第一の参照信号に関する測定報告のイベントの
トリガに対する条件を評価するために用いられるトリガ量を指定する第一の情報を含み、
前記第二の測定報告のイベントのトリガ条件の情報は、前記第二の参照信号に関する測定
報告のイベントのトリガに対する条件を評価するために用いられるトリガ量を指定する第
二の情報を含む。
　（１６）また、本発明に係る他の実施形態の基地局装置に実装される集積回路は、測定
報告イベントのトリガに対する条件の情報を送信する機能を実装し、前記測定報告のイベ
ントのトリガに対する条件の情報は、第一の参照信号を用いた測定に対する第一の測定報
告のイベントのトリガ条件の情報と、第二の参照信号を用いた測定に対する第二の測定報
告のイベントのトリガ条件の情報を含み、前記第一の測定報告のイベントのトリガ条件の
情報は、前記第一の参照信号に関する測定報告のイベントのトリガに対する条件を評価す
るために用いられるトリガ量を指定する第一の情報を含み、前記第二の測定報告のイベン
トのトリガ条件の情報は、前記第二の参照信号に関する測定報告のイベントのトリガに対
する条件を評価するために用いられるトリガ量を指定する第二の情報を含む、集積回路。
　
【発明の効果】
【００２３】
　この発明によれば、信号その他の情報の通信において、伝送効率を向上させることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本実施形態の無線通信システムの概念図である。
【図２】本実施形態の無線フレームの概略構成を示す図である。
【図３】本実施形態のスロットの構成を示す図である。
【図４】本実施形態の下りリンクサブフレームにおける物理チャネルおよび物理信号の配
置の一例を示す図である。
【図５】本実施形態の上りリンクサブフレームにおける物理チャネルおよび物理信号の配
置の一例を示す図である。
【図６】本実施形態のスペシャルサブフレームにおける物理チャネルおよび物理信号の配
置の一例を示す図である。
【図７】本実施形態の端末装置１の構成を示す概略ブロック図である。
【図８】本実施形態の基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。
【図９】ＤＲＳの配置の一例を示す図である。
【図１０】ＤＲＳの配置の一例を示す図である。
【図１１】ＤＲＳの配置の一例を示す図である。
【図１２】ＤＲＳの設定に対するリソースエレメントの指定の一例を示す図である。
【図１３】測定のモデルを示す図である。
【発明を実施するための形態】
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【００２５】
　以下、本発明の実施形態について説明する。
【００２６】
　本実施形態では、端末装置は、複数のセルが設定される。端末装置が複数のセルを介し
て通信する技術をセルアグリゲーション、キャリアアグリゲーション、またはデュアルコ
ネクティビティと称する。端末装置に対して設定される複数のセルのそれぞれにおいて、
本発明が適用されてもよい。また、設定された複数のセルの一部において、本発明が適用
されてもよい。端末装置に設定されるセルを、サービングセルとも称する。
【００２７】
　キャリアアグリゲーションにおいて、設定された複数のサービングセルは、１つのプラ
イマリーセル（ＰＣｅｌｌ）と１つまたは複数のセカンダリーセル（ＳＣｅｌｌ）とを含
む。プライマリーセルは、初期コネクション構築（initial connection establishment）
プロシージャが行なわれたサービングセル、コネクション再構築（connection re-establ
ishment）プロシージャを開始したサービングセル、または、ハンドオーバプロシージャ
においてプライマリーセルと指示されたセルである。ＲＲＣコネクションが構築された時
点、または、後に、セカンダリーセルが設定されてもよい。
【００２８】
　デュアルコネクティビティとは、ＲＲＣ接続（ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ）状態で、
非理想的バックホール（non-ideal backhaul）によって接続される少なくとも二つの異な
るネットワークポイント（マスター基地局装置とセカンダリー基地局装置）から提供され
る無線リソースを所定の端末装置が消費するオペレーションである。
【００２９】
　デュアルコネクティビティにおいて、少なくともＳ１－ＭＭＥ（Mobility Management 
Entity）に接続され、コアネットワークのモビリティアンカーの役割を果たす基地局装置
をマスター基地局装置（Master eNB）と称される。また、端末装置に対して追加の無線リ
ソースを提供するマスター基地局装置ではない基地局装置をセカンダリー基地局装置と称
される。マスター基地局装置に関連されるサービングセルのグループをマスターセルグル
ープ（Master Cell Group）、セカンダリー基地局装置に関連されるサービングセルのグ
ループをセカンダリーセルグループ（Secondary Cell Group）と称される。
【００３０】
　本実施形態の無線通信システムは、ＦＤＤ（Frequency Division Duplex）またはＴＤ
Ｄ（Time Division Duplex）方式が適用される。セルアグリゲーションの場合には、複数
のセルの全てに対してＴＤＤ方式が適用されてもよい。また、セルアグリゲーションの場
合には、ＴＤＤ方式が適用されるセルとＦＤＤ方式が適用されるセルが集約されてもよい
。ＴＤＤが適用されるセルとＦＤＤが適用されるセルとが集約される場合に、ＴＤＤが適
用されるセルに対して本発明を適用することができる。
【００３１】
　ＴＤＤが適用される複数のセルがアグリゲートされる場合には、半二重（half-duplex
）ＴＤＤ方式または全二重（full-duplex）ＴＤＤ方式が適用できる。
【００３２】
　端末装置は、端末装置によってキャリアアグリゲーションがサポートされているバンド
の組合せを示す情報を、基地局装置に送信する。端末装置は、バンドの組合せのそれぞれ
に対して、異なる複数のバンドにおける前記複数のサービングセルにおける同時送信およ
び受信をサポートしているかどうかを指示する情報を、基地局装置に送信する。
【００３３】
　本実施形態において、“Ｘ／Ｙ”は、“ＸまたはＹ”の意味を含む。本実施形態におい
て、“Ｘ／Ｙ”は、“ＸおよびＹ”の意味を含む。本実施形態において、“Ｘ／Ｙ”は、
“Ｘおよび／またはＹ”の意味を含む。
【００３４】
　図１は、本実施形態の無線通信システムの概念図である。図１において、無線通信シス



(9) JP 6523250 B2 2019.5.29

10

20

30

40

50

テムは、端末装置１Ａ～１Ｃ、および基地局装置３を具備する。以下、端末装置１Ａ～１
Ｃを端末装置１という。
【００３５】
　本実施形態の物理チャネルおよび物理信号について説明する。
【００３６】
　図１において、端末装置１から基地局装置３への上りリンクの無線通信では、上りリン
ク物理チャネルが用いられる。上りリンク物理チャネルは、上位層から出力された情報を
送信するために使用できる。上りリンク物理チャネルは、ＰＵＣＣＨ（Physical Uplink 
Control Channel）、ＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared Channel）、ＰＲＡＣＨ（Phy
sical Random Access Channel）などを含む。
【００３７】
　ＰＵＣＣＨは、上りリンク制御情報（Uplink Control Information: UCI）を送信する
ために用いられる物理チャネルである。上りリンク制御情報は、下りリンクのチャネル状
態情報（Channel State Information: CSI）、ＰＵＳＣＨリソースの要求を示すスケジュ
ーリング要求（Scheduling Request: SR）、下りリンクデータ（Transport block, Downl
ink-Shared Channel: DL-SCH）に対するＡＣＫ（acknowledgement）／ＮＡＣＫ（negativ
e-acknowledgement）を含む。ＡＣＫ／ＮＡＣＫを、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ、ＨＡＲＱフィー
ドバック、または、応答情報とも称する。
【００３８】
　ＰＵＳＣＨは、上りリンクデータ（Uplink-Shared Channel: UL-SCH）を送信するため
に用いられる物理チャネルである。また、ＰＵＳＣＨは、上りリンクデータと共にＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫおよび／またはチャネル状態情報を送信するために用いられてもよい。また、
ＰＵＳＣＨはチャネル状態情報のみ、または、ＨＡＲＱ－ＡＣＫおよびチャネル状態情報
のみを送信するために用いられてもよい。
【００３９】
　ＰＲＡＣＨは、ランダムアクセスプリアンブルを送信するために用いられる物理チャネ
ルである。ＰＲＡＣＨは、端末装置１が基地局装置３と時間領域の同期をとることを主な
目的とする。その他に、ＰＲＡＣＨは、初期コネクション構築（initial connection est
ablishment）プロシージャ、ハンドオーバプロシージャ、コネクション再構築（connecti
on re-establishment）プロシージャ、上りリンク送信に対する同期（タイミング調整）
、およびＰＵＳＣＨリソースの要求を示すためにも用いられる。
【００４０】
　図１において、上りリンクの無線通信では、上りリンク物理信号が用いられる。上りリ
ンク物理信号は、上りリンク参照信号（Uplink Reference Signal: UL RS）などを含む。
上りリンク参照信号は、ＤＭＲＳ（Demodulation Reference Signal）、ＳＲＳ（Soundin
g Reference Signal）などが用いられる。ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送
信に関連する。ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨと時間多重される。基地局装置
３は、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの伝搬路補正を行なうためにＤＭＲＳを使用する。以
下、ＰＵＳＣＨとＤＭＲＳを共に送信することを、単にＰＵＳＣＨを送信すると称する。
以下、ＰＵＣＣＨとＤＭＲＳを共に送信することを、単にＰＵＣＣＨを送信すると称する
。なお、上りリンクのＤＭＲＳは、ＵＬ－ＤＭＲＳとも呼称される。ＳＲＳは、ＰＵＳＣ
ＨまたはＰＵＣＣＨの送信に関連しない。基地局装置３は、上りリンクのチャネル状態を
測定するためにＳＲＳを使用する。
【００４１】
　図１において、基地局装置３から端末装置１への下りリンクの無線通信では、下りリン
ク物理チャネルが用いられる。下りリンク物理チャネルは、上位層から出力された情報を
送信するために使用できる。下りリンク物理チャネルは、ＰＢＣＨ（Physical Broadcast
 Channel）、ＰＣＦＩＣＨ（Physical Control Format Indicator Channel）、ＰＨＩＣ
Ｈ（Physical Hybrid automatic repeat request Indicator Channel）、ＰＤＣＣＨ（Ph
ysical Downlink Control Channel）、ＥＰＤＣＣＨ（Enhanced Physical Downlink Cont
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rol Channel）、ＰＤＳＣＨ（Physical Downlink Shared Channel）、ＰＭＣＨ（Physica
l Multicast Channel）などを含む。
【００４２】
　ＰＢＣＨは、端末装置１で共通に用いられるマスターインフォメーションブロック（Ma
ster Information Block: MIB, Broadcast Channel: BCH）を報知するために用いられる
。ＭＩＢは、４０ms間隔で更新できる。ＰＢＣＨは１０ｍｓ周期で繰り返し送信される。
具体的には、SFN mod 4 = 0を満たす無線フレームにおけるサブフレーム０においてＭＩ
Ｂの初期送信が行なわれ、他の全ての無線フレームにおけるサブフレーム０においてＭＩ
Ｂの再送信（repetition）が行なわれる。ＳＦＮ（system frame number）は無線フレー
ムの番号である。ＭＩＢはシステム情報である。例えば、ＭＩＢは、ＳＦＮを示す情報を
含む。
【００４３】
　ＰＣＦＩＣＨは、ＰＤＣＣＨの送信に用いられる領域（ＯＦＤＭシンボル）を指示する
情報を送信するために用いられる。
【００４４】
　ＰＨＩＣＨは、基地局装置３が受信した上りリンクデータ（Uplink Shared Channel: U
L-SCH）に対するＡＣＫ（ACKnowledgement）またはＮＡＣＫ（Negative ACKnowledgement
）を示すＨＡＲＱインディケータ（ＨＡＲＱフィードバック、応答情報）を送信するため
に用いられる。例えば、端末装置１がＡＣＫを示すＨＡＲＱインディケータを受信した場
合は、対応する上りリンクデータを再送しない。例えば、端末装置１がＮＡＣＫを示すＨ
ＡＲＱインディケータを受信した場合は、対応する上りリンクデータを再送する。単一の
ＰＨＩＣＨは、単一の上りリンクデータに対するＨＡＲＱインディケータを送信する。基
地局装置３は、同一のＰＵＳＣＨに含まれる複数の上りリンクデータに対するＨＡＲＱイ
ンディケータのそれぞれを複数のＰＨＩＣＨを用いて送信する。
【００４５】
　ＰＤＣＣＨおよびＥＰＤＣＣＨは、下りリンク制御情報（Downlink Control Informati
on: DCI）を送信するために用いられる。下りリンク制御情報を、ＤＣＩフォーマットと
も称する。下りリンク制御情報は、下りリンクグラント（downlink grant）および上りリ
ンクグラント（uplink grant）を含む。下りリンクグラントは、下りリンクアサインメン
ト（downlink assignment）または下りリンク割り当て（downlink allocation）とも称す
る。
【００４６】
　下りリンクグラントは、単一のセル内の単一のＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いら
れる。下りリンクグラントは、該下りリンクグラントが送信されたサブフレームと同じサ
ブフレーム内のＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる。上りリンクグラントは、単
一のセル内の単一のＰＵＳＣＨのスケジューリングに用いられる。上りリンクグラントは
、該上りリンクグラントが送信されたサブフレームより４つ以上後のサブフレーム内の単
一のＰＵＳＣＨのスケジューリングに用いられる。
【００４７】
　ＤＣＩフォーマットには、ＣＲＣ（Cyclic Redundancy Check）パリティビットが付加
される。ＣＲＣパリティビットは、Ｃ－ＲＮＴＩ（Cell-Radio Network Temporary Ident
ifier）、または、ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩ（Semi Persistent Scheduling Cell-Radio Net
work Temporary Identifier）でスクランブルされる。Ｃ－ＲＮＴＩおよびＳＰＳ　Ｃ－
ＲＮＴＩは、セル内において端末装置を識別するための識別子である。Ｃ－ＲＮＴＩは、
単一のサブフレームにおけるＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨを制御するために用いられる。
ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩは、ＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨのリソースを周期的に割り当てる
ために用いられる。
【００４８】
　ＰＤＳＣＨは、下りリンクデータ（Downlink Shared Channel: DL-SCH）を送信するた
めに用いられる。
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【００４９】
　ＰＭＣＨは、マルチキャストデータ（Multicast Channel: MCH）を送信するために用い
られる。
【００５０】
　図１において、下りリンクの無線通信では、以下の下りリンク物理信号が用いられる。
下りリンク物理信号は、同期信号（Synchronization signal: SS）、下りリンク参照信号
（Downlink Reference Signal: DL RS）などを含む。
【００５１】
　同期信号は、端末装置１が下りリンクの周波数領域および時間領域の同期をとるために
用いられる。同期信号は無線フレーム内の所定のサブフレームに配置される。例えば、Ｔ
ＤＤ方式において、同期信号は無線フレーム内のサブフレーム０、１、５、６に配置され
る。ＦＤＤ方式において、同期信号は無線フレーム内のサブフレーム０と５に配置される
。
【００５２】
　下りリンク参照信号は、端末装置１が下りリンク物理チャネルの伝搬路補正を行なうた
めに用いられる。下りリンク参照信号は、端末装置１が下りリンクのチャネル状態情報を
算出するために用いられる。下りリンク参照信号は、端末装置１が自装置の地理的な位置
を測定するために用いられる。
【００５３】
　下りリンク参照信号は、ＣＲＳ（Cell-specific Reference Signal）、ＰＤＳＣＨに関
連するＵＲＳ（UE-specific Reference Signal）、ＥＰＤＣＣＨに関連するＤＭＲＳ（De
modulation Reference Signal）、ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ（Non-Zero Power Chanel State
 Information - Reference Signal）、ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ（Zero Power Chanel State I
nformation - Reference Signal）、ＣＳＩ－ＩＭ（Channel State Information - Inter
ference Measurement）、ＭＢＳＦＮ　ＲＳ（Multimedia Broadcast and Multicast Serv
ice over Single Frequency Network Reference signal）、ＰＲＳ（Positioning Refere
nce Signal）、ＮＣＴ　ＣＲＳ（New Carrier Type Cell-specific Reference Signal）
、そしてＤＲＳ（Discovery Reference Signal、発見信号（Discovery Signal））などを
含む。
【００５４】
　ＣＲＳは、サブフレームの全帯域で送信される。ＣＲＳは、ＰＢＣＨ／ＰＤＣＣＨ／Ｐ
ＨＩＣＨ／ＰＣＦＩＣＨ／ＰＤＳＣＨの復調を行なうために用いられる。ＣＲＳは、端末
装置１が下りリンクのチャネル状態情報を算出するために用いられてもよい。ＰＢＣＨ／
ＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨ／ＰＣＦＩＣＨは、ＣＲＳの送信に用いられるアンテナポートで
送信される。
【００５５】
　ＰＤＳＣＨに関連するＵＲＳは、ＵＲＳが関連するＰＤＳＣＨの送信に用いられるサブ
フレームおよび帯域で送信される。ＵＲＳは、ＵＲＳが関連するＰＤＳＣＨの復調を行な
うために用いられる。
【００５６】
　ＰＤＳＣＨは、ＣＲＳまたはＵＲＳの送信に用いられるアンテナポートで送信される。
ＤＣＩフォーマット１Ａは、ＣＲＳの送信に用いられるアンテナポートで送信されるＰＤ
ＳＣＨのスケジューリングに用いられる。ＤＣＩフォーマット２Ｄは、ＵＲＳの送信に用
いられるアンテナポートで送信されるＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる。
【００５７】
　ＥＰＤＣＣＨに関連するＤＭＲＳは、ＤＭＲＳが関連するＥＰＤＣＣＨの送信に用いら
れるサブフレームおよび帯域で送信される。ＤＭＲＳは、ＤＭＲＳが関連するＥＰＤＣＣ
Ｈの復調を行なうために用いられる。ＥＰＤＣＣＨは、ＤＭＲＳの送信に用いられるアン
テナポートで送信される。
【００５８】
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　ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳは、設定されたサブフレームで送信される。ＮＺＰ　ＣＳＩ－Ｒ
Ｓが送信されるリソースは、基地局装置が設定する。ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳは、端末装置
１が下りリンクのチャネル状態情報を算出するために用いられる。端末装置１は、ＮＺＰ
　ＣＳＩ－ＲＳを用いて信号測定（チャネル測定）を行なう。
【００５９】
　ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳのリソースは、基地局装置３が設定する。基地局装置３は、ＺＰ　
ＣＳＩ－ＲＳをゼロ出力で送信する。つまり、基地局装置３は、ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳを送
信しない。基地局装置３は、ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳの設定したリソースにおいて、ＰＤＳＣ
ＨおよびＥＰＤＣＣＨを送信しない。
【００６０】
　ＣＳＩ－ＩＭのリソースは、基地局装置３が設定する。ＣＳＩ－ＩＭのリソースは、Ｚ
Ｐ　ＣＳＩ－ＲＳのリソースの一部と重複（オーバーラップ）して設定される。すなわち
、ＣＳＩ－ＩＭのリソースは、ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳと同等の特徴を有し、基地局装置３は
、ＣＳＩ－ＩＭとして設定されたリソースではゼロ出力で送信する。つまり、基地局装置
３は、ＣＳＩ－ＩＭを送信しない。基地局装置３は、ＣＳＩ－ＩＭの設定したリソースに
おいて、ＰＤＳＣＨおよびＥＰＤＣＣＨを送信しない。あるセルにおいてＮＺＰ　ＣＳＩ
－ＲＳが対応するリソースにおいて、端末装置１は、ＣＳＩ－ＩＭとして設定されたリソ
ースで干渉を測定することができる。
【００６１】
　ＭＢＳＦＮ　ＲＳは、ＰＭＣＨの送信に用いられるサブフレームの全帯域で送信される
。ＭＢＳＦＮ　ＲＳは、ＰＭＣＨの復調を行なうために用いられる。ＰＭＣＨは、ＭＢＳ
ＦＮ　ＲＳの送信用いられるアンテナポートで送信される。
【００６２】
　ＰＲＳは、端末装置が、自装置の地理的な位置を測定するために用いられる。
【００６３】
　ＮＣＴ　ＣＲＳ（ＴＲＳ）は、所定のサブフレームにマッピングできる。例えば、ＮＣ
Ｔ　ＣＲＳは、サブフレーム０および５にマッピングされる。また、ＮＣＴ　ＣＲＳは、
ＣＲＳの一部と同様の構成を用いることができる。例えば、リソースブロックのそれぞれ
において、ＮＣＴ　ＣＲＳがマッピングされるリソースエレメントの位置は、アンテナポ
ート０のＣＲＳがマッピングされるリソースエレメントの位置と同じにすることができる
。また、ＮＣＴ　ＣＲＳに用いられる系列（値）は、ＰＢＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣ
ＨまたはＰＤＳＣＨ（ＲＲＣシグナリング）を通じて設定された情報に基づいて決定でき
る。ＮＣＴ　ＣＲＳに用いられる系列（値）は、セルＩＤ（例えば、物理レイヤセル識別
子）、スロット番号などのパラメータに基づいて決定できる。ＮＣＴ　ＣＲＳに用いられ
る系列（値）は、アンテナポート０のＣＲＳに用いられる系列（値）とは異なる方法（式
）によって決定できる。
【００６４】
　下りリンク物理チャネルおよび下りリンク物理信号を総称して、下りリンク信号と称す
る。上りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理信号を総称して、上りリンク信号と称
する。下りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理チャネルを総称して、物理チャネル
と称する。下りリンク物理信号および上りリンク物理信号を総称して、物理信号と称する
。
【００６５】
　ＢＣＨ、ＭＣＨ、ＵＬ－ＳＣＨおよびＤＬ－ＳＣＨは、トランスポートチャネルである
。媒体アクセス制御（Medium Access Control: MAC）層で用いられるチャネルをトランス
ポートチャネルと称する。ＭＡＣ層で用いられるトランスポートチャネルの単位を、トラ
ンスポートブロック（transport block: TB）またはＭＡＣ　ＰＤＵ（Protocol Data Uni
t）とも称する。ＭＡＣ層においてトランスポートブロック毎にＨＡＲＱ（Hybrid Automa
tic Repeat reQuest）の制御が行なわれる。トランスポートブロックは、ＭＡＣ層が物理
層に渡す（deliver）データの単位である。物理層において、トランスポートブロックは
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コードワードにマップされ、コードワード毎に符号化処理が行なわれる。
【００６６】
　基地局装置３から端末装置１に対する制御情報のシグナリング（通知、報知）の方法と
して、ＰＤＣＣＨを通じたシグナリングであるＰＤＣＣＨシグナリング、ＲＲＣ層（レイ
ヤー）を通じたシグナリングであるＲＲＣシグナリング、および、ＭＡＣ層（レイヤー）
を通じたシグナリングであるＭＡＣシグナリングなどが用いられる。また、ＲＲＣシグナ
リングは、端末装置１に固有の制御情報を通知する専用のＲＲＣシグナリング（Dedicate
d RRC signaling）と、基地局装置３に固有の制御情報を通知する共通のＲＲＣシグナリ
ング（Common RRC signaling）とが用いられる。なお、以下の説明において、単にＲＲＣ
シグナリングと記載した場合は、ＲＲＣシグナリングは専用のＲＲＣシグナリングおよび
／または共通のＲＲＣシグナリングである。
【００６７】
　以下、本実施形態の無線フレーム（radio frame）の構成について説明する。
【００６８】
　図２は、本実施形態の無線フレームの概略構成を示す図である。無線フレームのそれぞ
れは、１０ｍｓ長である。図２において、横軸は時間軸である。また、無線フレームのそ
れぞれは２つのハーフフレームから構成される。ハーフフレームのそれぞれは、５ｍｓ長
である。ハーフフレームのそれぞれは、５のサブフレームから構成される。サブフレーム
のそれぞれは、１ｍｓ長であり、２つの連続するスロットによって定義される。スロット
のそれぞれは、０．５ｍｓ長である。無線フレーム内のｉ番目のサブフレームは、（２×
ｉ）番目のスロットと（２×ｉ＋１）番目のスロットとから構成される。つまり、１０ｍ
ｓ間隔のそれぞれにおいて、１０個のサブフレームが利用できる。
【００６９】
　サブフレームは、下りリンクサブフレーム（第１のサブフレーム）、上りリンクサブフ
レーム（第２のサブフレーム）、スペシャルサブフレーム（第３のサブフレーム）などを
含む。
【００７０】
　下りリンクサブフレームは下りリンク送信のためにリザーブされるサブフレームである
。上りリンクサブフレームは上りリンク送信のためにリザーブされるサブフレームである
。スペシャルサブフレームは３つのフィールドから構成される。該３つのフィールドは、
ＤｗＰＴＳ（Downlink Pilot Time Slot）、ＧＰ（Guard Period）、およびＵｐＰＴＳ（
Uplink Pilot Time Slot）である。ＤｗＰＴＳ、ＧＰ、およびＵｐＰＴＳの合計の長さは
１ｍｓである。ＤｗＰＴＳは下りリンク送信のためにリザーブされるフィールドである。
ＵｐＰＴＳは上りリンク送信のためにリザーブされるフィールドである。ＧＰは下りリン
ク送信および上りリンク送信が行なわれないフィールドである。なお、スペシャルサブフ
レームは、ＤｗＰＴＳおよびＧＰのみによって構成されてもよいし、ＧＰおよびＵｐＰＴ
Ｓのみによって構成されてもよい。
【００７１】
　単一の無線フレームは、少なくとも下りリンクサブフレーム、上りリンクサブフレーム
、およびスペシャルサブフレームから構成される。
【００７２】
　本実施形態の無線通信システムは、５ｍｓと１０ｍｓの下りリンク‐上りリンク・スイ
ッチポイント周期（downlink-to-uplink switch-point periodicity）をサポートする。
下りリンク‐上りリンク・スイッチポイント周期が５ｍｓの場合には、無線フレーム内の
両方のハーフフレームにスペシャルサブフレームが含まれる。下りリンク‐上りリンク・
スイッチポイント周期が１０ｍｓの場合には、無線フレーム内の最初のハーフフレームの
みにスペシャルサブフレームが含まれる。
【００７３】
　以下、本実施形態のスロットの構成について説明する。
【００７４】
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　図３は、本実施形態のスロットの構成を示す図である。本実施形態では、ＯＦＤＭシン
ボルに対してノーマルＣＰ（normal Cyclic Prefix）が適用される。なお、ＯＦＤＭシン
ボルに対して拡張ＣＰ（extended Cyclic Prefix）が適用されてもよい。スロットのそれ
ぞれにおいて送信される物理信号または物理チャネルは、リソースグリッドによって表現
される。下りリンクにおいて、リソースグリッドは、周波数方向に対する複数のサブキャ
リアと、時間方向に対する複数のＯＦＤＭシンボルによって定義される。上りリンクにお
いて、リソースグリッドは、周波数方向に対する複数のサブキャリアと、時間方向に対す
る複数のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルによって定義される。サブキャリアまたはリソースブロ
ックの数は、セルの帯域幅に依存する。１つのスロットを構成するＯＦＤＭシンボルまた
はＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数は、ノーマルＣＰの場合は７であり、拡張ＣＰの場合は６
である。リソースグリッド内のエレメントのそれぞれをリソースエレメントと称する。リ
ソースエレメントは、サブキャリアの番号とＯＦＤＭシンボルまたはＳＣ－ＦＤＭＡシン
ボルの番号とを用いて識別される。
【００７５】
　リソースブロックは、ある物理チャネル（ＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨなど）のリソー
スエレメントにマッピングするために用いられる。リソースブロックは、仮想リソースブ
ロックと物理リソースブロックが定義される。ある物理チャネルは、まず仮想リソースブ
ロックにマップされる。その後、仮想リソースブロックは、物理リソースブロックにマッ
プされる。１つの物理リソースブロックは、時間領域において７個の連続するＯＦＤＭシ
ンボルまたはＳＣ－ＦＤＭＡシンボルと周波数領域において１２個の連続するサブキャリ
アとから定義される。ゆえに、１つの物理リソースブロックは（７×１２）個のリソース
エレメントから構成される。また、１つの物理リソースブロックは、時間領域において１
つのスロットに対応し、周波数領域において１８０ｋＨｚに対応する。物理リソースブロ
ックは周波数領域において０から番号が付けられる。また、同一の物理リソースブロック
番号が対応する、１つのサブフレーム内の２つのリソースブロックは、物理リソースブロ
ックペア（ＰＲＢペア、ＲＢペア）として定義される。
【００７６】
　以下、サブフレームのそれぞれにおいて送信される物理チャネルおよび物理信号につい
て説明する。
【００７７】
　図４は、本実施形態の下りリンクサブフレームにおける物理チャネルおよび物理信号の
配置の一例を示す図である。基地局装置３は、下りリンクサブフレームにおいて、下りリ
ンク物理チャネル（ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、
ＰＤＳＣＨ）、および／または下りリンク物理信号（同期信号、下りリンク参照信号）を
送信できる。なお、ＰＢＣＨは無線フレーム内のサブフレーム０のみで送信される。なお
、下りリンク参照信号は周波数領域および時間領域において分散するリソースエレメント
に配置される。説明の簡略化のため、図４において下りリンク参照信号は図示しない。
【００７８】
　ＰＤＣＣＨ領域において、複数のＰＤＣＣＨが周波数、時間、および／または空間多重
されてもよい。ＥＰＤＣＣＨ領域において、複数のＥＰＤＣＣＨが周波数、時間、および
／または空間多重されてもよい。ＰＤＳＣＨ領域において、複数のＰＤＳＣＨが周波数、
時間、および／または空間多重されてもよい。ＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨおよび／またはＥ
ＰＤＣＣＨは周波数、時間、および／または空間多重されてもよい。
【００７９】
　図５は、本実施形態の上りリンクサブフレームにおける物理チャネルおよび物理信号の
配置の一例を示す図である。端末装置１は、上りリンクサブフレームにおいて、上りリン
ク物理チャネル（ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、ＰＲＡＣＨ）、および上りリンク物理信号（
ＵＬ－ＤＭＲＳ、ＳＲＳ）を送信してもよい。ＰＵＣＣＨ領域において、複数のＰＵＣＣ
Ｈが周波数、時間、空間および／またはコード多重される。ＰＵＳＣＨ領域において、複
数のＰＵＳＣＨが周波数、時間、空間および／またはコード多重されてもよい。ＰＵＣＣ
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ＨおよびＰＵＳＣＨは周波数、時間、空間および／またはコード多重されてもよい。ＰＲ
ＡＣＨは単一のサブフレームまたは２つのサブフレームにわたって配置されてもよい。ま
た、複数のＰＲＡＣＨが符号多重されてもよい。
【００８０】
　ＳＲＳは上りリンクサブフレーム内の最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを用いて送信され
る。つまり、ＳＲＳは上りリンクサブフレーム内の最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに配置
される。端末装置１は、単一のセルの単一のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにおいて、ＳＲＳと
、ＰＵＣＣＨ／ＰＵＳＣＨ／ＰＲＡＣＨとの同時送信を制限できる。端末装置１は、単一
のセルの単一の上りリンクサブフレームにおいて、該上りリンクサブフレーム内の最後の
ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを除くＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを用いてＰＵＳＣＨおよび／また
はＰＵＣＣＨを送信し、該上りリンクサブフレーム内の最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを
用いてＳＲＳを送信することができる。つまり、単一のセルの単一の上りリンクサブフレ
ームにおいて、端末装置１は、ＳＲＳと、ＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨとを送信すること
ができる。なお、ＤＭＲＳはＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨと時間多重される。説明の簡略
化のため図５においてＤＭＲＳは図示しない。
【００８１】
　図６は、本実施形態のスペシャルサブフレームにおける物理チャネルおよび物理信号の
配置の一例を示す図である。図６において、ＤｗＰＴＳはスペシャルサブフレーム内の１
番目から１０番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルから構成され、ＧＰはスペシャルサブフレー
ム内の１１番目と１２番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルから構成され、ＵｐＰＴＳはスペシ
ャルサブフレーム内の１３番目と１４番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルから構成される。
【００８２】
　基地局装置３は、スペシャルサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨ
ＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ、同期信号、および、下りリンク参照信
号を送信してもよい。基地局装置３は、スペシャルサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて、
ＰＢＣＨの送信を制限できる。端末装置１は、スペシャルサブフレームのＵｐＰＴＳにお
いて、ＰＲＡＣＨ、およびＳＲＳを送信してもよい。つまり、端末装置１は、スペシャル
サブフレームのＵｐＰＴＳにおいて、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、およびＤＭＲＳの送信を
制限できる。
【００８３】
　図７は、本実施形態の端末装置１の構成を示す概略ブロック図である。図示するように
、端末装置１は、上位層処理部１０１、制御部１０３、受信部１０５、送信部１０７、お
よび送受信アンテナ１０９を含んで構成される。また、上位層処理部１０１は、無線リソ
ース制御部１０１１、サブフレーム設定部１０１３、スケジューリング情報解釈部１０１
５、および、チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告制御部１０１７を含んで構成される。また
、受信部１０５は、復号化部１０５１、復調部１０５３、多重分離部１０５５、無線受信
部１０５７、およびチャネル測定部１０５９を含んで構成される。また、送信部１０７は
、符号化部１０７１、変調部１０７３、多重部１０７５、無線送信部１０７７、および上
りリンク参照信号生成部１０７９を含んで構成される。
【００８４】
　上位層処理部１０１は、ユーザの操作等により生成された上りリンクデータ（トランス
ポートブロック）を、送信部１０７に出力する。また、上位層処理部１０１は、媒体アク
セス制御（MAC: Medium Access Control）層、パケットデータ統合プロトコル（Packet D
ata Convergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制御（Radio Link Control: RLC）層
、無線リソース制御（Radio Resource Control: RRC）層の処理を行なう。上位層処理部
１０１は、キャリアアグリゲーションを行う場合、セルのアクティベーション／デアクテ
ィベーションを行うために物理層の制御を行う機能及び上りリンクの送信タイミングを管
理するために物理層の制御を行う機能を備えている。上位層処理部１０１は、受信部１０
５で計算する測定の指示、および、受信部１０５で計算された測定結果を報告（転送）す
るか否かを判断する機能を備えている。
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【００８５】
　上位層処理部１０１が備える無線リソース制御部１０１１は、自装置の各種設定情報の
管理をする。また、無線リソース制御部１０１１は、上りリンクの各チャネルに配置され
る情報を生成し、送信部１０７に出力する。
【００８６】
　上位層処理部１０１が備えるサブフレーム設定部１０１３は、基地局装置３により設定
される情報に基づいて、基地局装置３および／または基地局装置３とは異なる基地局装置
におけるサブフレーム設定を管理する。例えば、サブフレーム設定は、サブフレームに対
する上りリンクまたは下りリンクの設定である。サブフレーム設定は、サブフレームパタ
ーン設定（Subframe pattern configuration）、上りリンク－下りリンク設定（Uplink-d
ownlink configuration）、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定（Uplink reference configur
ation）、下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定（Downlink reference configuration）、およ
び／または、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定（transmission direction configuration）を含む
。サブフレーム設定部１０１３は、サブフレーム設定、サブフレームパターン設定、上り
リンク－下りリンク設定、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設
定、および／または、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定をセットする。また、サブフレーム設定部
１０１３は、少なくとも２つのサブフレームセットをセットできる。なお、サブフレーム
パターン設定は、ＥＰＤＣＣＨサブフレーム設定を含む。なお、サブフレーム設定部１０
１３は、端末サブフレーム設定部とも呼称される。
【００８７】
　上位層処理部１０１が備えるスケジューリング情報解釈部１０１５は、受信部１０５を
介して受信したＤＣＩフォーマット（スケジューリング情報）の解釈をし、前記ＤＣＩフ
ォーマットを解釈した結果に基づいて、受信部１０５および送信部１０７の制御を行なう
ために制御情報を生成し、制御部１０３に出力する。
【００８８】
　スケジューリング情報解釈部１０１５は、サブフレーム設定、サブフレームパターン設
定、上りリンク－下りリンク設定、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、下りリンク参照ＵＬ
－ＤＬ設定、および／または、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて、送信処理および受信
処理を行うタイミングを決定する。
【００８９】
　ＣＳＩ報告制御部１０１７は、ＣＳＩ参照リソースを特定する。ＣＳＩ報告制御部１０
１７は、チャネル測定部１０５９に、ＣＳＩ参照リソースに関連するＣＱＩを導き出すよ
う指示する。ＣＳＩ報告制御部１０１７は、送信部１０７に、ＣＱＩを送信するよう指示
をする。ＣＳＩ報告制御部１０１７は、チャネル測定部１０５９がＣＱＩを算出する際に
用いる設定をセットする。
【００９０】
　制御部１０３は、上位層処理部１０１からの制御情報に基づいて、受信部１０５および
送信部１０７の制御を行なう制御信号を生成する。制御部１０３は、生成した制御信号を
受信部１０５および送信部１０７に出力して、受信部１０５および送信部１０７の制御を
行なう。
【００９１】
　受信部１０５は、制御部１０３から入力された制御信号に基づいて、送受信アンテナ１
０９が基地局装置３から受信した受信信号を、分離、復調、復号する。受信部１０５は、
復号した情報を上位層処理部１０１に出力する。
【００９２】
　無線受信部１０５７は、送受信アンテナ１０９が受信した下りリンクの信号を、中間周
波数に変換し（ダウンコンバート: down covert）、不要な周波数成分を除去し、信号レ
ベルが適切に維持されるように増幅レベルを制御し、受信した信号の同相成分および直交
成分に基づいて、直交復調し、直交復調されたアナログ信号をディジタル信号に変換する
。無線受信部１０５７は、変換したディジタル信号からガードインターバル（Guard Inte
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rval: GI）に相当する部分を除去し、ガードインターバルを除去した信号に対して高速フ
ーリエ変換（Fast Fourier Transform: FFT）を行い、周波数領域の信号を抽出する。
【００９３】
　多重分離部１０５５は、抽出した信号から、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、
ＰＤＳＣＨ、および／または下りリンク参照信号を、それぞれ分離する。また、多重分離
部１０５５は、チャネル測定部１０５９から入力された伝搬路の推定値から、ＰＨＩＣＨ
、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、および／またはＰＤＳＣＨの伝搬路の補償を行なう。また
、多重分離部１０５５は、分離した下りリンク参照信号をチャネル測定部１０５９に出力
する。
【００９４】
　復調部１０５３は、ＰＨＩＣＨに対して対応する符号を乗算して合成し、合成した信号
に対してＢＰＳＫ（Binary Phase Shift Keying）変調方式の復調を行ない、復号化部１
０５１へ出力する。復号化部１０５１は、自装置宛てのＰＨＩＣＨを復号し、復号したＨ
ＡＲＱインディケータを上位層処理部１０１に出力する。復調部１０５３は、ＰＤＣＣＨ
および／またはＥＰＤＣＣＨに対して、ＱＰＳＫ変調方式の復調を行ない、復号化部１０
５１へ出力する。復号化部１０５１は、ＰＤＣＣＨおよび／またはＥＰＤＣＣＨの復号を
試み、復号に成功した場合、復号した下りリンク制御情報と下りリンク制御情報が対応す
るＲＮＴＩとを上位層処理部１０１に出力する。
【００９５】
　復調部１０５３は、ＰＤＳＣＨに対して、ＱＰＳＫ（Quadrature Phase Shift Keying
）、１６ＱＡＭ（Quadrature Amplitude Modulation）、６４ＱＡＭ等の下りリンクグラ
ントで通知された変調方式の復調を行ない、復号化部１０５１へ出力する。復号化部１０
５１は、下りリンク制御情報で通知された符号化率に関する情報に基づいて復号を行い、
復号した下りリンクデータ（トランスポートブロック）を上位層処理部１０１へ出力する
。
【００９６】
　チャネル測定部１０５９は、多重分離部１０５５から入力された下りリンク参照信号か
ら下りリンクのパスロスやチャネルの状態を測定し、測定したパスロスやチャネルの状態
を上位層処理部１０１へ出力する。また、チャネル測定部１０５９は、下りリンク参照信
号から下りリンクの伝搬路の推定値を算出し、多重分離部１０５５へ出力する。チャネル
測定部１０５９は、ＣＱＩの算出のために、チャネル測定、および／または、干渉測定を
行なう。チャネル測定部１０５９は、多重分離部１０５５から入力された下りリンク参照
信号から上位層へ通知する測定を行う。チャネル測定部１０５９は、ＲＳＲＰおよびＲＳ
ＲＱの計算を行い、上位層処理部１０１へ出力する。
【００９７】
　送信部１０７は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、上りリンク参照信号
を生成し、上位層処理部１０１から入力された上りリンクデータ（トランスポートブロッ
ク）を符号化および変調し、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、および生成した上りリンク参照信
号を多重し、送受信アンテナ１０９を介して基地局装置３に送信する。
【００９８】
　符号化部１０７１は、上位層処理部１０１から入力された上りリンク制御情報を畳込み
符号化、ブロック符号化等の符号化を行う。また、符号化部１０７１は、ＰＵＳＣＨのス
ケジューリングに用いられる情報に基づいてターボ符号化を行なう。
【００９９】
　変調部１０７３は、符号化部１０７１から入力された符号化ビットをＢＰＳＫ、ＱＰＳ
Ｋ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等の下りリンク制御情報で通知された変調方式または、チャ
ネル毎に予め定められた変調方式で変調する。変調部１０７３は、ＰＵＳＣＨのスケジュ
ーリングに用いられる情報に基づき、空間多重されるデータの系列の数を決定し、ＭＩＭ
Ｏ　ＳＭ（Multiple Input Multiple Output Spatial Multiplexing）を用いることによ
り同一のＰＵＳＣＨで送信される複数の上りリンクデータを、複数の系列にマッピングし
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、この系列に対してプレコーディング（precoding）を行なう。
【０１００】
　上りリンク参照信号生成部１０７９は、基地局装置３を識別するための物理レイヤセル
識別子（physical Cell Identity: PCI、Cell IDなどと称する。）、上りリンク参照信号
を配置する帯域幅、上りリンクグラントで通知されたサイクリックシフト、ＤＭＲＳシー
ケンスの生成に対するパラメータの値などを基に、予め定められた規則（式）で求まる系
列を生成する。多重部１０７５は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、ＰＵ
ＳＣＨの変調シンボルを並列に並び替えてから離散フーリエ変換（Discrete Fourier Tra
nsform: DFT）する。また、多重部１０７５は、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの信号と生成し
た上りリンク参照信号を送信アンテナポート毎に多重する。つまり、多重部１０７５は、
ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの信号と生成した上りリンク参照信号を送信アンテナポート毎に
リソースエレメントに配置する。
【０１０１】
　無線送信部１０７７は、多重された信号を逆高速フーリエ変換（Inverse Fast Fourier
 Transform: IFFT）して、ＳＣ－ＦＤＭＡ方式の変調を行い、ＳＣ－ＦＤＭＡ変調された
ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにガードインターバルを付加し、ベースバンドのディジタル信号
を生成し、ベースバンドのディジタル信号をアナログ信号に変換し、アナログ信号から中
間周波数の同相成分および直交成分を生成し、中間周波数帯域に対する余分な周波数成分
を除去し、中間周波数の信号を高周波数の信号に変換（アップコンバート: up convert）
し、余分な周波数成分を除去し、電力増幅し、送受信アンテナ１０９に出力して送信する
。
【０１０２】
　図８は、本実施形態の基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。図示するよう
に、基地局装置３は、上位層処理部３０１、制御部３０３、受信部３０５、送信部３０７
、および、送受信アンテナ３０９、を含んで構成される。また、上位層処理部３０１は、
無線リソース制御部３０１１、サブフレーム設定部３０１３、スケジューリング部３０１
５、および、ＣＳＩ報告制御部３０１７を含んで構成される。また、受信部３０５は、復
号化部３０５１、復調部３０５３、多重分離部３０５５、無線受信部３０５７とチャネル
測定部３０５９を含んで構成される。また、送信部３０７は、符号化部３０７１、変調部
３０７３、多重部３０７５、無線送信部３０７７、および、下りリンク参照信号生成部３
０７９を含んで構成される。
【０１０３】
　上位層処理部３０１は、媒体アクセス制御（MAC: Medium Access Control）層、パケッ
トデータ統合プロトコル（Packet Data Convergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制
御（Radio Link Control: RLC）層、無線リソース制御（Radio Resource Control: RRC）
層の処理を行なう。また、上位層処理部３０１は、受信部３０５、および送信部３０７の
制御を行なうために制御情報を生成し、制御部３０３に出力する。また、上位層処理部３
０１は、報告（転送）された測定結果を取得する機能を備えている。
【０１０４】
　上位層処理部３０１が備える無線リソース制御部３０１１は、下りリンクのＰＤＳＣＨ
に配置される下りリンクデータ（トランスポートブロック）、システムインフォメーショ
ン、ＲＲＣメッセージ、ＭＡＣ　ＣＥ（Control Element）などを生成し、又は上位ノー
ドから取得し、送信部３０７に出力する。また、無線リソース制御部３０１１は、端末装
置１各々の各種設定情報の管理をする。
【０１０５】
　上位層処理部３０１が備えるサブフレーム設定部３０１３は、サブフレーム設定、サブ
フレームパターン設定、上りリンク－下りリンク設定、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、
下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、および／または、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定の管理を、端
末装置１のそれぞれに対して行なう。サブフレーム設定部３０１３は、端末装置１のそれ
ぞれに対して、サブフレーム設定、サブフレームパターン設定、上りリンク－下りリンク
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設定、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、および／または
、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定をセットする。サブフレーム設定部３０１３は、サブフレーム
設定に関する情報を端末装置１に送信する。なお、サブフレーム設定部３０１３は、基地
局サブフレーム設定部とも呼称される。
【０１０６】
　基地局装置３は、端末装置１に対する、サブフレーム設定、サブフレームパターン設定
、上りリンク－下りリンク設定、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、下りリンク参照ＵＬ－
ＤＬ設定、および／または、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定を決定してもよい。また、基地局装
置３は、端末装置１に対する、サブフレーム設定、サブフレームパターン設定、上りリン
ク－下りリンク設定、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、
および／または、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定を上位ノードから指示されてもよい。
【０１０７】
　例えば、サブフレーム設定部３０１３は、上りリンクのトラフィック量および下りリン
クのトラフィック量に基づいて、サブフレーム設定、サブフレームパターン設定、上りリ
ンク－下りリンク設定、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定
、および／または、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定を決定してもよい。
【０１０８】
　サブフレーム設定部３０１３は、少なくとも２つのサブフレームセットの管理を行なう
ことができる。サブフレーム設定部３０１３は、端末装置１のそれぞれに対して、少なく
とも２つのサブフレームセットをセットしてもよい。サブフレーム設定部３０１３は、サ
ービングセルのそれぞれに対して、少なくとも２つのサブフレームセットをセットしても
よい。サブフレーム設定部３０１３は、ＣＳＩプロセスのそれぞれに対して、少なくとも
２つのサブフレームセットをセットしてもよい。サブフレーム設定部３０１３は、少なく
とも２つのサブフレームセットを示す情報を、送信部３０７を介して、端末装置１に送信
できる。
【０１０９】
　上位層処理部３０１が備えるスケジューリング部３０１５は、受信したチャネル状態情
報およびチャネル測定部３０５９から入力された伝搬路の推定値やチャネルの品質などか
ら、物理チャネル（ＰＤＳＣＨおよびＰＵＳＣＨ）を割り当てる周波数およびサブフレー
ム、物理チャネル（ＰＤＳＣＨおよびＰＵＳＣＨ）の符号化率および変調方式および送信
電力などを決定する。スケジューリング部３０１５は、フレキシブルサブフレームにおい
て下りリンク物理チャネルおよび／または下りリンク物理信号をスケジュールするか、上
りリンク物理チャネルおよび／または上りリンク物理信号をスケジュールするかを決定す
る。スケジューリング部３０１５は、スケジューリング結果に基づき、受信部３０５、お
よび送信部３０７の制御を行なうために制御情報（例えば、ＤＣＩフォーマット）を生成
し、制御部３０３に出力する。
【０１１０】
　スケジューリング部３０１５は、スケジューリング結果に基づき、物理チャネル（ＰＤ
ＳＣＨおよびＰＵＳＣＨ）のスケジューリングに用いられる情報を生成する。スケジュー
リング部３０１５は、ＵＬ－ＤＬ設定、サブフレームパターン設定、上りリンク－下りリ
ンク設定、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、および／ま
たは、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて、送信処理および受信処理を行うタイミング（
サブフレーム）を決定する。
【０１１１】
　上位層処理部３０１が備えるＣＳＩ報告制御部３０１７は、端末装置１のＣＳＩ報告を
制御する。ＣＳＩ報告制御部３０１７は、端末装置１がＣＳＩ参照リソースにおいてＣＱ
Ｉを導き出すために想定する、各種設定を示す情報を、送信部３０７を介して、端末装置
１に送信する。
【０１１２】
　制御部３０３は、上位層処理部３０１からの制御情報に基づいて、受信部３０５、およ
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び送信部３０７の制御を行なう制御信号を生成する。制御部３０３は、生成した制御信号
を受信部３０５、および送信部３０７に出力して受信部３０５、および送信部３０７の制
御を行なう。
【０１１３】
　受信部３０５は、制御部３０３から入力された制御信号に従って、送受信アンテナ３０
９を介して端末装置１から受信した受信信号を分離、復調、復号し、復号した情報を上位
層処理部３０１に出力する。無線受信部３０５７は、送受信アンテナ３０９を介して受信
された上りリンクの信号を、中間周波数に変換し（ダウンコンバート: down covert）、
不要な周波数成分を除去し、信号レベルが適切に維持されるように増幅レベルを制御し、
受信された信号の同相成分および直交成分に基づいて、直交復調し、直交復調されたアナ
ログ信号をディジタル信号に変換する。
【０１１４】
　無線受信部３０５７は、変換したディジタル信号からガードインターバル（Guard Inte
rval: GI）に相当する部分を除去する。無線受信部３０５７は、ガードインターバルを除
去した信号に対して高速フーリエ変換（Fast Fourier Transform: FFT）を行い、周波数
領域の信号を抽出し多重分離部３０５５に出力する。
【０１１５】
　多重分離部１０５５は、無線受信部３０５７から入力された信号をＰＵＣＣＨ、ＰＵＳ
ＣＨ、上りリンク参照信号などの信号に分離する。なお、この分離は、予め基地局装置３
が無線リソース制御部３０１１で決定し、各端末装置１に通知した上りリンクグラントに
含まれる無線リソースの割り当て情報に基づいて行なわれる。また、多重分離部３０５５
は、チャネル測定部３０５９から入力された伝搬路の推定値から、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣ
Ｈの伝搬路の補償を行なう。また、多重分離部３０５５は、分離した上りリンク参照信号
をチャネル測定部３０５９に出力する。
【０１１６】
　復調部３０５３は、ＰＵＳＣＨを逆離散フーリエ変換（Inverse Discrete Fourier Tra
nsform: IDFT）し、変調シンボルを取得し、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの変調シンボルそれ
ぞれに対して、ＢＰＳＫ（Binary Phase Shift Keying）、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４
ＱＡＭ等の予め定められた、または自装置が端末装置１各々に上りリンクグラントで予め
通知した変調方式を用いて受信信号の復調を行なう。復調部３０５３は、端末装置１各々
に上りリンクグラントで予め通知した空間多重される系列の数と、この系列に対して行な
うプリコーディングを指示する情報に基づいて、ＭＩＭＯ　ＳＭを用いることにより同一
のＰＵＳＣＨで送信された複数の上りリンクデータの変調シンボルを分離する。
【０１１７】
　復号化部３０５１は、復調されたＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの符号化ビットを、予め定め
られた符号化方式の、予め定められた、又は自装置が端末装置１に上りリンクグラントで
予め通知した符号化率で復号を行ない、復号した上りリンクデータと、上りリンク制御情
報を上位層処理部１０１へ出力する。ＰＵＳＣＨが再送信の場合は、復号化部３０５１は
、上位層処理部３０１から入力されるＨＡＲＱバッファに保持している符号化ビットと、
復調された符号化ビットを用いて復号を行なう。チャネル測定部３０９は、多重分離部３
０５５から入力された上りリンク参照信号から伝搬路の推定値、チャネルの品質などを測
定し、多重分離部３０５５および上位層処理部３０１に出力する。
【０１１８】
　送信部３０７は、制御部３０３から入力された制御信号に従って、下りリンク参照信号
を生成し、上位層処理部３０１から入力されたＨＡＲＱインディケータ、下りリンク制御
情報、下りリンクデータを符号化、および変調し、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣ
Ｈ、ＰＤＳＣＨ、および下りリンク参照信号を多重して、送受信アンテナ３０９を介して
端末装置１に信号を送信する。
【０１１９】
　符号化部３０７１は、上位層処理部３０１から入力されたＨＡＲＱインディケータ、下
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りリンク制御情報、および下りリンクデータを、ブロック符号化、畳込み符号化、ターボ
符号化等の予め定められた符号化方式を用いて符号化を行なう、または無線リソース制御
部３０１１が決定した符号化方式を用いて符号化を行なう。変調部３０７３は、符号化部
３０７１から入力された符号化ビットをＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等
の予め定められた、または無線リソース制御部３０１１が決定した変調方式で変調する。
【０１２０】
　下りリンク参照信号生成部３０７９は、基地局装置３を識別するための物理レイヤセル
識別子（ＰＣＩ）などを基に予め定められた規則で求まる、端末装置１が既知の系列を下
りリンク参照信号として生成する。多重部３０７５は、変調された各チャネルの変調シン
ボルと生成された下りリンク参照信号を多重する。つまり、多重部３０７５は、変調され
た各チャネルの変調シンボルと生成された下りリンク参照信号をリソースエレメントに配
置する。
【０１２１】
　無線送信部３０７７は、多重された変調シンボルなどを逆高速フーリエ変換（Inverse 
Fast Fourier Transform: IFFT）して、ＯＦＤＭ方式の変調を行い、ＯＦＤＭ変調された
ＯＦＤＭシンボルにガードインターバルを付加し、ベースバンドのディジタル信号を生成
し、ベースバンドのディジタル信号をアナログ信号に変換し、アナログ信号から中間周波
数の同相成分および直交成分を生成し、中間周波数帯域に対する余分な周波数成分を除去
し、中間周波数の信号を高周波数の信号に変換（アップコンバート: up convert）し、余
分な周波数成分を除去し、電力増幅し、送受信アンテナ３０９に出力して送信する。
【０１２２】
　ここで、ＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨは、下りリンク制御情報（ＤＣＩ）を端末装置
へ通知（指定）するために使用される。例えば、下りリンク制御情報には、ＰＤＳＣＨの
リソース割り当てに関する情報、ＭＣＳ（Modulation and Coding scheme）に関する情報
、スクランブリングアイデンティティ（スクランブリング識別子とも呼称される）に関す
る情報、参照信号系列アイデンティティ（ベースシーケンスアイデンティティ、ベースシ
ーケンス識別子、ベースシーケンスインデックスとも呼称される）に関する情報などが含
まれる。
【０１２３】
　以下では、小セルについて説明する。小セルとは、マクロセルに比べて低送信電力の基
地局装置によって構成される、カバレッジが小さなセルの総称である。小セルは、カバレ
ッジが小さく設定することが可能となるため、密に配置して運用することができる。小セ
ルの基地局装置は、マクロセルの基地局装置と異なる場所に配置される。密に配置される
小セル同士は同期され、小セルクラスター（Small cell Cluster）として構成することが
できる。小セルクラスター内の小セル間は、バックホール（光ファイバー、Ｘ２インター
フェース、Ｓ１インターフェース）で接続され、小セルクラスター内の小セルでは、ｅＩ
ＣＩＣ（enhanced Inter-Cell Interference Coordination）、ＦｅＩＣＩＣ（Further e
nhanced Inter-Cell Interference Coordination）、ＣｏＭＰ（Coordinated Multi-Poin
t transmission/reception）などの干渉抑制技術を適用することができる。小セルはマク
ロセルと異周波数帯で運用されてもよい。特に、伝搬路減衰（パスロス）の観点から、小
セルをマクロセルに比べて高周波数帯で運用することで、より小カバレッジで構成するこ
とが容易である。
【０１２４】
　異周波数帯で運用される小セルは、マクロセルとキャリアアグリゲーション技術または
デュアルコネクティビティ技術を用いて運用される。
【０１２５】
　なお、小セルは、マクロセルと同一周波数で運用されてもよい。小セルは、マクロセル
のカバレッジ外で運用されてもよい。また、小セルの基地局装置は、マクロセルの基地局
装置と同一の場所に配置されてもよい。
【０１２６】
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　以下では、キャリアアグリゲーション技術の詳細が説明される。
【０１２７】
　端末装置の能力に依存して、セカンダリーセルはプライマリーセルと一緒にサービング
セルのセットを構成して設定される。端末装置に設定される下りリンクのコンポーネント
キャリアの数は端末装置に設定される上りリンクコンポーネントキャリアの数よりも多い
か同じでなければならず、上りリンクコンポーネントキャリアのみをセカンダリーセルと
して設定することはできない。
【０１２８】
　ＰＵＣＣＨの送信は常にプライマリーセルを用いる。言い換えると、セカンダリーセル
では、ＰＵＣＣＨを送信することができない。
【０１２９】
　セカンダリーセルの再設定／追加／削除はＲＲＣによって行われる。新しいセカンダリ
ーセルを追加するとき、専用ＲＲＣシグナリングによって新しいセカンダリーセルが必要
とされる全てのシステム情報を送信する。すなわち、コネクテッドモードにおいては、報
知によってシステム情報をセカンダリーセルから直接得る必要はない。
【０１３０】
　キャリアアグリゲーションが設定されたとき、セカンダリーセルのアクティベーション
／デアクティベーションの仕組みがサポートされる。プライマリーセルはアクティベーシ
ョン／デアクティベーションは適用されない。セカンダリーセルがデアクティベーション
されたとき、端末装置は関連するＰＤＣＣＨまたはＰＤＳＣＨを受信する必要がなく、関
連する上りリンクで送信できず、そしてＣＱＩ測定を行う必要がない。反対に、セカンダ
リーセルがアクティベーションされたとき、端末装置はＰＤＳＣＨとＰＤＣＣＨを受信し
なければならず、ＣＱＩ測定を行うことができると期待する。
【０１３１】
　アクティベーション／デアクティベーションの仕組みはＭＡＣ　ＣＥとデアクティベー
ションタイマーの組み合わせに基づく。ＭＡＣ　ＣＥはセカンダリーセルのアクティベー
ションとデアクティベーションの情報をビットマップで転送する。１がセットされたビッ
トは、関連するセカンダリーセルのアクティベーションを示し、反対に０がセットされた
ビットは、関連するセカンダリーセルのデアクティベーションを示す。
【０１３２】
　基地局装置は、データを送信しない場合であっても、アイドル状態の端末装置が基地局
装置に接続させるために、ＰＳＳ／ＳＳＳ、ＣＲＳ、ＰＢＣＨ、ＳＩＢなどの同期信号、
参照信号、報知情報を送信する。そのため、それらの信号によりセル間干渉を発生させる
。
【０１３３】
　そこで、基地局装置を起動の状態から停止の状態に遷移させることで、セル間干渉を抑
圧させる。
【０１３４】
　セル／基地局装置が停止の状態とは、ＰＳＳ／ＳＳＳ、ＣＲＳ、ＰＢＣＨ、ＰＤＣＣＨ
、ＰＤＳＣＨが送信されない状態である。例えば、１ハーフフレーム以上（５サブフレー
ム以上）ＰＳＳ／ＳＳＳが送信されない状態である。なお、基地局装置は、停止の状態で
も基地局装置の受信部で受信処理を行ってもよい。
【０１３５】
　セル／基地局装置が起動の状態とは、少なくともＰＳＳ／ＳＳＳ、ＣＲＳが送信される
状態である。例えば、１ハーフフレーム中にＰＳＳ／ＳＳＳが送信される状態である。
【０１３６】
　起動の状態の基地局装置が停止の状態へ遷移するか否かは、例えば、端末装置の接続状
態、前記基地局装置に接続された端末装置のデータリクエスト状況、端末装置からの物理
層の測定の情報、端末装置からのＣＳＩの情報、などに基づいて決定される。
【０１３７】
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　起動の状態の基地局装置が停止の状態へ遷移する手続きの一例が説明される。
【０１３８】
　端末装置が接続している基地局装置（サービングセル）は、端末装置の接続状態、端末
装置のデータの状況、端末装置の測定の情報に基づいて、起動の状態を停止の状態に遷移
させるか否かを決定する。停止の状態に遷移させると判断した基地局装置は、周囲セルの
基地局装置に停止の状態に遷移する情報を送信し、セルの停止準備を行う。なお、起動の
状態を停止の状態に遷移させるか否かの決定、および、停止の状態に遷移する情報の送信
は、サービングセルで行われなくてもよく、例えば、ＭＭＥ（Mobility Management Enti
ty）、Ｓ－ＧＷ（Serving Gateway）で決定および送信されてもよい。セルの停止準備で
は、前記基地局装置に端末装置が接続されている場合に、端末装置に対して周囲セルにハ
ンドオーバーさせる指示を送信、もしくは、デアクティベーションさせる指示を送信、な
どを行う。セルの停止準備によって接続端末装置がいない前記サービングセルは、起動の
状態から停止の状態へ遷移する。
【０１３９】
　端末装置が停止の状態の基地局装置と通信を行う場合に、前記基地局装置は、停止の状
態から起動の状態に遷移する。
【０１４０】
　停止の状態の基地局装置が起動の状態へ遷移するか否かは、例えば、端末装置からの上
りリンク参照信号、端末装置からのセルの検出情報、端末装置からの物理層の測定の情報
、などに基づいて決定される。
【０１４１】
　物理層の測定の情報に基づく停止の状態の基地局装置が起動の状態へ遷移する手続きの
一例が説明される。
【０１４２】
　端末装置が接続している基地局装置（サービングセル）と停止の状態の基地局装置（隣
接セル）は、バックホールを介してＤＲＳの設定を共有する。また、サービングセルは、
前記端末装置に前記ＤＲＳの設定を通知する。隣接セルは、ＤＲＳを送信する。端末装置
は、隣接セルから送信されたＤＲＳを、サービングセルから通知されたＤＲＳの設定に基
づいて検出する。また、端末装置は、隣接セルから送信されたＤＲＳを用いて物理層の測
定を行う。端末装置は、サービングセルに測定結果の報告（転送）を行う。サービングセ
ルは、端末装置からの測定結果の報告に基づいて、停止の状態の基地局装置を起動の状態
に遷移させるか否かの決定を行い、起動の状態に遷移させることが決定した場合はバック
ホールを介して起動を指示する情報を停止の状態の基地局装置に通知する。なお、停止の
状態を起動の状態に遷移させるか否かの決定、および、起動を指示する情報の送信は、サ
ービングセルで行われなくてもよく、例えば、ＭＭＥ（Mobility Management Entity）、
Ｓ－ＧＷ（Serving Gateway）で決定および送信されてもよい。起動を指示する情報を受
けた隣接セルは、停止の状態から起動の状態へ遷移する。
【０１４３】
　物理層の測定の情報に基づく停止の状態の基地局装置が起動の状態へ遷移する手続きの
一例が説明される。
【０１４４】
　端末装置が接続している基地局装置（サービングセル）と停止の状態の基地局装置（隣
接セル）は、バックホールを介して端末装置のＳＲＳの設定を共有する。また、サービン
グセルは、前記端末装置に前記ＳＲＳの設定を通知する。端末装置は、前記ＳＲＳの設定
またはＳＲＳ要求の指示に基づいてＳＲＳを送信する。隣接セルは、端末装置から送信さ
れたＳＲＳを検出する。また、隣接セルは、端末装置から送信されたＳＲＳを用いて物理
層の測定を行う。隣接セルは、ＳＲＳによる測定結果に基づいて、基地局装置を起動の状
態に遷移させるか否かの決定を行い、停止の状態から起動の状態へ遷移する。なお、停止
の状態を起動の状態に遷移させるか否かの決定は、隣接セルで行われなくてもよく、例え
ば、サービングセル、ＭＭＥ（Mobility Management Entity）、Ｓ－ＧＷ（Serving Gate
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way）で決定および送信されてもよい。この場合、隣接セルは、ＳＲＳを用いて物理層の
測定を行った後、サービングセル、ＭＭＥ、Ｓ－ＧＷに測定結果を送信し、起動を指示す
る情報を受信する。
【０１４５】
　サービングセルは、端末装置に対して周囲セルの起動／停止の状態を示す情報を通知し
てもよい。端末装置は、セルの起動の状態または停止の状態を認知することで、端末装置
の振る舞いを切り替える。前記端末装置の振る舞いは、例えば、干渉の測定方法などであ
る。
【０１４６】
　セルの起動／停止の状態を示す情報の通知方法の一例が説明される。
【０１４７】
　対象セルが起動／停止の状態を示す情報は、Ｌ１シグナリング（Layer 1 signalling）
によって通知される。言い換えると、対象セルが起動／停止の状態を示す情報は、ＰＤＣ
ＣＨもしくはＥＰＤＣＣＨによって通知される。対象セルに対応する１ビットが割り当て
られ、０（false、disable）は停止を示し、１（true、enable）は起動を示す。対象セル
に対応するビットは、集合するビットマップとして構成し、同時に複数のセルに対して起
動／停止の状態を通知されてもよい。ビットと対象セルの紐付けは、専用ＲＲＣシグナリ
ングによって通知される。
【０１４８】
　起動／停止の状態を示す情報は、ＤＣＩフォーマット１Ｃで通知される。なお、起動／
停止の状態を示す情報は、ＤＣＩフォーマット３／３Ａで通知されてもよい。なお、起動
／停止の状態を示す情報は、ＤＣＩフォーマット１Ｃと同ペイロードサイズのフォーマッ
トで通知されてもよい。
【０１４９】
　起動／停止の状態を示す情報は、共有サーチスペースによって通知される。共有サーチ
スペースとは、セルで共通のサーチスペースである。また、起動／停止の状態を示す情報
は、端末グループ共有サーチスペースによって通知される。ここで、端末グループ共有サ
ーチスペースとは、端末グループで共通に割り当てられるＲＮＴＩ（ＵＥ－ｇｒｏｕｐ　
Ｃ－ＲＮＴＩ、ＴＰ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ－ＲＮＴＩ、ＳＣＥ－ＲＮＴＩ）を用いてＰＤＣ
ＣＨ候補が配置されるＣＣＥの開始点が決定されるサーチスペースである。
【０１５０】
　起動／停止の状態を示す情報の通知期間は、１無線フレーム単位である。また、起動／
停止の状態を示す情報の通知期間は、専用ＲＲＣシグナリングで設定される。
【０１５１】
　起動／停止の状態を示す情報の通知は、Ｌ１シグナリングを受信した次の無線フレーム
の情報を示す。なお、無線フレーム内で最初のサブフレーム（サブフレーム０）でＬ１シ
グナリングを受信した場合は、受信した無線フレームの情報を示してもよい。
【０１５２】
　セルの起動／停止の状態を示す情報の通知方法の一例が説明される。
【０１５３】
　対象セルが起動／停止の状態を示す情報は、ＤＲＳの構成の変化によって通知される。
起動の状態と停止の状態で、対象セルから送信されるＤＲＳの構成が異なって送信される
。
【０１５４】
　対象セルが起動／停止の状態を示す情報は、１つ以上の次のＤＲＳの構成の変化の具体
例によって通知される。起動の状態で送信されるＤＲＳと停止の状態で送信されるＤＲＳ
は、リソースエレメントの配置が異なる。起動の状態で送信されるＤＲＳと停止の状態で
送信されるＤＲＳは、アンテナポートが異なる。起動の状態で送信されるＤＲＳと停止の
状態で送信されるＤＲＳは、スクランブル系列が異なる。起動の状態で送信されるＤＲＳ
と停止の状態で送信されるＤＲＳは、スクランブル系列の初期値が異なる。起動の状態で
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送信されるＤＲＳと停止の状態で送信されるＤＲＳは、送信電力が異なる。起動の状態で
送信されるＤＲＳと停止の状態で送信されるＤＲＳは、送信されるサブフレーム間隔が異
なる。起動の状態で送信されるＤＲＳと停止の状態で送信されるＤＲＳは、送信帯域幅ま
たはリソースブロック数が異なる。
【０１５５】
　端末装置は、起動の状態を示すＤＲＳの構成と停止の状態を示すＤＲＳの構成の２通り
をモニタする。端末装置は、起動の状態を示すＤＲＳの構成のモニタリングのパターンと
停止の状態を示すＤＲＳの構成のモニタリングのパターンを用いて、２通りをモニタする
。端末装置は、ＤＲＳを検出したモニタリングパターンによって対象セルの起動／停止の
状態の情報を暗示的に取得する。起動の状態を示すＤＲＳの構成のモニタリングのパター
ンと停止の状態を示すＤＲＳの構成のモニタリングのパターンは、予め定義されても良い
。起動の状態を示すＤＲＳの構成のモニタリングのパターンと停止の状態を示すＤＲＳの
構成のモニタリングのパターンは、基地局装置から専用ＲＲＣシグナリングによって通知
されても良い。
【０１５６】
　セルの起動／停止の状態を示す情報の通知方法の一例が説明される。
【０１５７】
　対象セルが起動／停止の状態を示す情報は、ＣＲＳの構成の変化によって通知される。
起動の状態と停止の状態で、対象セルから送信されるＣＲＳの構成が異なって送信される
。
【０１５８】
　対象セルが起動／停止の状態を示す情報は、１つ以上の次のＣＲＳの構成の変化の具体
例によって通知される。起動の状態で送信されるＣＲＳと停止の状態で送信されるＣＲＳ
は、リソースエレメントの配置が異なる。起動の状態で送信されるＣＲＳと停止の状態で
送信されるＣＲＳは、アンテナポートが異なる。起動の状態で送信されるＣＲＳと停止の
状態で送信されるＣＲＳは、スクランブル系列が異なる。起動の状態で送信されるＣＲＳ
と停止の状態で送信されるＣＲＳは、スクランブル系列の初期値が異なる。起動の状態で
送信されるＣＲＳと停止の状態で送信されるＣＲＳは、送信電力が異なる。起動の状態で
送信されるＣＲＳと停止の状態で送信されるＣＲＳは、送信されるサブフレーム間隔が異
なる。起動の状態で送信されるＣＲＳと停止の状態で送信されるＣＲＳは、送信帯域幅ま
たはリソースブロック数が異なる。
【０１５９】
　端末装置は、起動の状態を示すＣＲＳの構成と停止の状態を示すＣＲＳの構成の２通り
をモニタする。端末装置は、起動の状態を示すＣＲＳの構成のモニタリングのパターンと
停止の状態を示すＣＲＳの構成のモニタリングのパターンを用いて、２通りをモニタする
。端末装置は、ＣＲＳを検出したモニタリングパターンによって対象セルの起動／停止の
状態の情報を暗示的に取得する。停止の状態を示すＣＲＳの構成のモニタリングのパター
ンは、予め定義されても良い。停止の状態を示すＣＲＳの構成のモニタリングのパターン
は、基地局装置から専用ＲＲＣシグナリングによって通知されても良い。
【０１６０】
　セルの起動／停止の状態を示す情報の通知方法の一例が説明される。
【０１６１】
　セルの起動／停止の状態を示す情報は、専用ＲＲＣシグナリングによって通知される。
セルの起動／停止の状態を示す情報は、中心周波数とセルＩＤに紐付いてリスト化されて
通知される。
【０１６２】
　端末装置は、上記の通知方法によって対象セルの起動／停止の状態を認知することが可
能となる。以下、端末装置が対象セルの起動／停止の状態によって振る舞いが切り替わる
際、上記の通知方法のいずれかが適用される。
【０１６３】
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　以下では、セル（基地局装置）の検出について説明される。
【０１６４】
　セルの検出とは、当該セルを構成する基地局装置から送信された同期信号または／およ
び参照信号を端末装置で検出することである。セルの検出に用いられる同期信号または／
および参照信号には、セルＩＤの情報が含まれる。端末装置は、当該セルのセルＩＤと同
期信号または／および参照信号の検出基準によって、当該セルを検出する。
【０１６５】
　同期信号または／および参照信号の検出基準の一例が説明される。
【０１６６】
　端末装置は、セルからの同期信号または／および参照信号の受信電力強度または／およ
び受信電力品質に基づいて検出を決定する。端末装置は、同期信号または／および参照信
号の受信電力強度または／および受信電力品質と閾値を比較し、受信強度または／および
受信品質が高い場合は前記セルを検出したと判断する。受信電力強度は、例えば、ＲＳＲ
Ｐなどである。受信品質は、例えば、干渉量、ＲＳＲＱ、ＳＩＮＲなどである。また、セ
ルの検出は、後述する測定のイベントによって判断してもよい。
【０１６７】
　同期信号または／および参照信号の検出基準の一例が説明される。
【０１６８】
　端末装置は、セルからの同期信号または／および参照信号の情報の復号成否に基づいて
検出を決定する。例えば、セルは同期信号または／および参照信号にＣＲＣなどのパリテ
ィ符号を載せて送信する。端末装置は、同期信号または／および参照信号に含まれた前記
パリティ符号を用いて復号を行い、パリティ検出によって正しく復号できたと判断した場
合、前記セルを検出したと判断する。
【０１６９】
　端末装置においてセルを検出した後、端末装置は、接続／活性化するセルの選択、およ
び、切断／非活性化するセルの選択を行う。
【０１７０】
　または、端末装置においてセルを検出した後、端末装置は、検出したセルの情報を接続
している基地局装置に報告する。検出したセルの情報は、セルＩＤ、測定の情報を含む。
【０１７１】
　以下では、ＣＲＳの詳細が説明される。
【０１７２】
　ＣＲＳは、アンテナポート０－３で送信される。
【０１７３】
　ＣＲＳは、非ＭＢＳＦＮサブフレーム（non-MBSFN subframe）である全ての下りリンク
サブフレームに配置される。言い換えると、ＣＲＳは、ＭＢＳＦＮサブフレームを除く全
ての下りリンクサブフレームに配置される。
【０１７４】
　ＣＲＳは、物理セル識別子（ＰＣＩ）に基づいてリソースエレメントおよび信号系列が
決定される。
【０１７５】
　ＣＲＳの構成は図１０に示される。ＣＲＳの信号は、擬似乱数系列を用いて生成される
。前記擬似乱数系列は、例えばGold系列である。前記擬似乱数系列は、物理セル識別子（
ＰＣＩ）に基づいて計算される。前記擬似乱数系列は、ＣＰのタイプに基づいて計算され
る。前記擬似乱数系列は、スロット番号とスロット内のＯＦＤＭシンボル番号に基づいて
計算される。ノーマルＣＰの場合のＣＲＳのリソースエレメントは、図１０のＲ０－３を
用いられる。Ｒ０はアンテナポート０のＣＲＳの配置に対応し、Ｒ１はアンテナポート１
のＣＲＳの配置に対応し、Ｒ２はアンテナポート２のＣＲＳの配置に対応し、Ｒ３はアン
テナポート３のＣＲＳの配置に対応する。１つのアンテナポートで送信されるＣＲＳのリ
ソースエレメントは、周波数軸上で６サブキャリアの周期で配置される。アンテナポート
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０で送信されるＣＲＳとアンテナポート１で送信されるＣＲＳのリソースエレメントは、
３サブキャリア離れて配置される。ＣＲＳは、セルＩＤに基づいて周波数上をセル固有に
シフトされる。アンテナポート０で送信されるＣＲＳとアンテナポート１で送信されるＣ
ＲＳのリソースエレメントは、ノーマルＣＰの場合はＯＦＤＭシンボル０、４に配置され
、拡張ＣＰの場合はＯＦＤＭシンボル０、３に配置される。アンテナポート２で送信され
るＣＲＳとアンテナポート３で送信されるＣＲＳのリソースエレメントは、ＯＦＤＭシン
ボル１に配置される。ＣＲＳは下りリンクで設定された帯域幅で、広帯域に送信される。
【０１７６】
　以下では、ＤＲＳの詳細が説明される。ＤＲＳは、下りリンクの時間領域の同期、下り
リンクの周波数の同期、セル／送信ポイントの特定、ＲＳＲＰの測定、ＲＳＲＱの測定、
端末装置の地理的な位置の測定、など様々な用途で基地局装置から送信される。
【０１７７】
　ＤＲＳは、下りリンクサブフレームで送信される。ＤＲＳは、下りリンクコンポーネン
トキャリアで送信される。
【０１７８】
　ＤＲＳは、基地局装置が停止の状態で送信される。なお、ＤＲＳは、基地局装置が起動
の状態であっても送信してもよい。
【０１７９】
　ＤＲＳは、時間軸上で周期的に送信される。また、ＤＲＳは設定されたサブフレーム分
連続に送信される。例えば、Ｍサブフレーム周期でＮサブフレーム連続に送信される。Ｄ
ＲＳが送信される周期Ｍと、周期内で連続に送信されるサブフレーム数Ｎと、周期内でＤ
ＲＳが配置されるサブフレームＬは、上位層で設定される。なお、周期内で連続に送信さ
れるサブフレーム数Ｎは予め規定されてもよい。サブフレーム周期Ｍを長期で設定すると
、停止の状態の基地局装置が送信する回数が減少し、セル間干渉を低減させることができ
る。なお、ＭとＮとＬは、停止の状態と起動の状態とで異なる設定で送信されてもよい。
【０１８０】
　ＤＲＳは、セルＩＤの情報を含んで送信される。ここで、セルＩＤの情報とは、ＤＲＳ
が送信されるセルを識別するための情報である。例えば、物理セル識別子（physical cel
l ID）、ＣＧＩ（Cell Global Identity）、新しいセル識別子（小セルＩＤ（small cell
 ID）、発見ＩＤ（Discovery ID）、拡張セルＩＤ（extended cell IDなど））である。
なお、上記のセルに関するＩＤをＤＲＳによって複数送信されてもよい。例えば、物理セ
ル識別子では足りない数のセルを配置する環境では、ＤＲＳで物理セル識別子と新しいセ
ル識別子を組み合わせて送信することで、実質的に物理セル識別子を拡張させることがで
きる。
【０１８１】
　ＤＲＳはアンテナポートｐ、・・・、ｐ＋ｎ－１で送信される。ここで、ｎはＤＲＳを
送信するアンテナポートの総数である。ｐ、・・・、ｐ＋ｎ－１の値は、０―２２、１０
７―１１０以外の値である。
【０１８２】
　ＤＲＳの構成の一例を説明する。
【０１８３】
　ＤＲＳの構成の一例は図９に示される。ＤＲＳの信号で用いられる系列は、周波数軸上
のZadoff-Chu系列によって生成される。ＤＲＳは、周波数軸上で連続に配置される。ＤＲ
Ｓは、６リソースブロックを用い、そのうちの６２サブキャリアを用いて送信される。Ｄ
ＲＳは、前記６リソースブロックのうちの１０サブキャリアをゼロ電力で送信される。言
い換えると、ＤＲＳは、前記６リソースブロックのうちの１０サブキャリアを予約し、信
号を送信しない。ＤＲＳは、ＦＤＤ（フレーム構成タイプ１）の場合にスロット番号０と
スロット番号１０の最後のＯＦＤＭシンボルに配置され、ＴＤＤ（フレーム構成タイプ２
）の場合にサブフレーム１とサブフレーム６の３番目のＯＦＤＭシンボルにマップされる
。ＤＲＳは、セルＩＤを特定する情報の一部を含んで送信される。
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【０１８４】
　なお、ＤＲＳは、ＰＳＳと異なるリソースブロックに配置してもよい。なお、ＤＲＳは
、ＰＳＳと異なるリソースブロック数を用いて送信されてもよい。なお、ＤＲＳは、ＰＳ
Ｓと異なるサブキャリア数を用いて送信されてもよい。なお、ＤＲＳは、ＰＳＳと異なる
ＯＦＤＭシンボルに配置されてもよい。なお、ＤＲＳはセルＩＤと異なる情報を含んで送
信されてもよい。
【０１８５】
　ＤＲＳの構成の一例を説明する。
【０１８６】
　ＤＲＳの構成の一例は図９に示される。ＤＲＳの信号で用いられる系列は、２つの長さ
３１のバイナリ系列を連結してインタリーブされる。ＤＲＳの信号の系列は、Ｍ系列に基
づいて生成される。ＤＲＳは、サブフレーム０に配置される信号とサブフレーム５に配置
される信号と異なる。ＤＲＳは、ＦＤＤの場合にスロット番号０とスロット番号１０の６
番目のＯＦＤＭシンボルに配置され、ＴＤＤの場合にスロット番号１とスロット番号１１
の７番目のＯＦＤＭシンボルに配置される。言い換えると、ＦＤＤの場合にスロット番号
０とスロット番号１０の最後から２番目のＯＦＤＭシンボルに配置され、ＴＤＤの場合に
スロット番号１とスロット番号１１の最後のＯＦＤＭシンボルに配置される。ＤＲＳは、
セルＩＤを特定する情報の一部を含んで送信される。
【０１８７】
　なお、ＤＲＳは、ＳＳＳと異なるリソースブロックに配置してもよい。なお、ＤＲＳは
、ＳＳＳと異なるリソースブロック数を用いて送信されてもよい。なお、ＤＲＳは、ＳＳ
Ｓと異なるサブキャリア数を用いて送信されてもよい。なお、ＤＲＳは、ＳＳＳと異なる
ＯＦＤＭシンボルに配置されてもよい。なお、ＤＲＳはセルＩＤと異なる情報を含んで送
信されてもよい。
【０１８８】
　なお、前記ＤＲＳが送信されるサブフレーム数は限定されない。例えば、前記ＤＲＳは
サブフレーム０、１、５、６に送信されてもよい。この場合、多くの情報を前記ＤＲＳに
含めて送信することができる。また、この場合、直交系列数が増加するため、セル間干渉
を抑圧する効果がある。
【０１８９】
　ＤＲＳの構成の一例を説明する。
【０１９０】
　ＤＲＳの構成の一例は図１０に示される。ＤＲＳの信号は、擬似乱数系列を用いて生成
される。前記擬似乱数系列は、例えばGold系列である。前記擬似乱数系列は、セルＩＤに
基づいて計算される。前記擬似乱数系列は、ＣＰのタイプに基づいて計算される。前記擬
似乱数系列は、スロット番号とスロット内のＯＦＤＭシンボル番号に基づいて計算される
。１つのアンテナポートで送信されるＤＲＳのリソースエレメントは、周波数軸上で６サ
ブキャリアの周期で配置される。アンテナポートｐで送信されるＤＲＳとアンテナポート
ｐ＋１で送信されるＤＲＳのリソースエレメントは、３サブキャリア離れて配置される。
ＤＲＳは、セルＩＤに基づいて周波数上をセル固有にシフトされる。アンテナポートｐで
送信されるＤＲＳとアンテナポートｐ＋１で送信されるＤＲＳのリソースエレメントは、
ノーマルＣＰの場合はＯＦＤＭシンボル０、４に配置され、拡張ＣＰの場合はＯＦＤＭシ
ンボル０、３に配置される。アンテナポートｐ＋２で送信されるＤＲＳとアンテナポート
ｐ＋３で送信されるＤＲＳのリソースエレメントは、ＯＦＤＭシンボル１に配置される。
ＤＲＳは下りリンクで設定された帯域幅で、広帯域に送信される。
【０１９１】
　なお、ＤＲＳは、ＣＲＳと異なる擬似乱数系列を用いてもよい。なお、ＤＲＳは、ＣＲ
Ｓと異なる系列の計算方法を用いてもよい。なお、ＤＲＳは、ＣＲＳと異なるサブキャリ
ア周期で周波数上に配置されてもよい。なお、ＤＲＳが送信されるアンテナポートｐとＤ
ＲＳが送信されるアンテナポートｐ＋１のリソースエレメントの配置関係は、アンテナポ
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ート０とアンテナポート１の配置関係と異なってもよい。ＤＲＳは、ＣＲＳと異なる情報
に基づいて周波数上に配置をシフトさせてもよい。なお、ＤＲＳは、ＣＲＳと異なるＯＦ
ＤＭシンボルに配置されてもよい。なお、ＤＲＳは、ＣＲＳと異なる帯域幅で配置されて
もよく、上位層で設定された帯域幅で配置され、狭帯域に送信してもよい。
【０１９２】
　ＤＲＳの構成の一例を説明する。
【０１９３】
　ＤＲＳの構成の一例は図１１に示される。擬似乱数系列を用いて生成される。前記擬似
乱数系列は、例えばGold系列である。前記擬似乱数系列は、セルＩＤに基づいて計算され
る。前記擬似乱数系列は、ＣＰのタイプに基づいて計算される。前記擬似乱数系列は、ス
ロット番号とスロット内のＯＦＤＭシンボル番号に基づいて計算される。１つのアンテナ
ポートで送信されるＤＲＳは、周波数軸上で６サブキャリアの周期で配置される。ＤＲＳ
は、セルＩＤに基づいて周波数上をセル固有にシフトされる。ＤＲＳは、ノーマルＣＰの
場合は、スロット０番目のＯＦＤＭシンボル３、５、６に、スロット１番目のＯＦＤシン
ボル１、２、３、５、６に配置され、拡張ＣＰの場合は、スロット０番目のＯＦＤＭシン
ボル４、５に、スロット１番目のＯＦＤＭシンボル１、２、４、５に配置される。ＤＲＳ
のリソースエレメントは、ｌ番目のＯＦＤＭシンボルとｌ＋Ｌ番目のＯＦＤＭシンボルで
周波数上にＬ分シフトして配置される。ＤＲＳは下りリンクで設定された帯域幅で、広帯
域に送信される。
【０１９４】
　なお、ＤＲＳは、ＰＲＳと異なる擬似乱数系列を用いてもよい。なお、ＤＲＳは、ＰＲ
Ｓと異なる系列の計算方法を用いてもよい。なお、ＤＲＳは、ＰＲＳと異なるサブキャリ
ア周期で周波数上に配置されてもよい。なお、ＤＲＳは、ＰＲＳと異なるＯＦＤＭシンボ
ルに配置されてもよい。なお、ＤＲＳは、ＰＲＳと異なる帯域幅で配置されてもよく、上
位層で設定された帯域幅で配置され、狭帯域に送信してもよい。
【０１９５】
　ＤＲＳの構成の一例を説明する。
【０１９６】
　ＤＲＳの構成の一例は図１０に示される。ＤＲＳの信号は、擬似乱数系列を用いて生成
される。前記擬似乱数系列は、例えばGold系列である。前記擬似乱数系列は、上位層から
の情報に基づいて計算される。前記擬似乱数系列は、上位層からの情報が設定されない場
合にセルＩＤに基づいて計算される。前記擬似乱数系列は、ＣＰのタイプに基づいて計算
される。前記擬似乱数系列は、スロット番号とスロット内のＯＦＤＭシンボル番号に基づ
いて計算される。ＤＲＳが配置されるリソースエレメントは、設定番号（DRS configurat
ion）によって定められ、図１２の表を用いて算出される。ここで、ｋ’はサブキャリア
番号、ｌ’はＯＦＤＭシンボル番号、ｎｓはスロット番号を示し、ｎｓｍｏｄ２はスロッ
ト番号を示す。例えば、設定番号０の場合、ＤＲＳは、スロット番号０、サブキャリア番
号９、ＯＦＤＭシンボル番号５および６のリソースエレメントに配置される。ＤＲＳは下
りリンクで設定された帯域幅で、広帯域に送信される。
【０１９７】
　なお、ＤＲＳは、ＣＳＩ－ＲＳと異なる擬似乱数系列を用いてもよい。なお、ＤＲＳは
、ＣＳＩ－ＲＳと異なる系列の計算方法を用いてもよい。なお、ＤＲＳは、図１２の表に
限らず、ＣＳＩ－ＲＳと異なるリソースエレメントに配置できる。なお、ＤＲＳは、ＣＳ
Ｉ－ＲＳと異なる帯域幅で配置されてもよく、上位層で設定された帯域幅で配置され、狭
帯域に送信してもよい。
【０１９８】
　ＤＲＳの構成の一例を説明する。
【０１９９】
　ＤＲＳの構成の一例は図１０に示される。ＤＲＳが配置されるリソースエレメントは、
設定番号（DRS configuration）によって定められ、図１２の表を用いて算出される。こ
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こで、ｋ’はサブキャリア番号、ｌ’はＯＦＤＭシンボル番号、ｎｓはスロット番号を示
し、ｎｓｍｏｄ２はスロット番号を示す。例えば、設定番号０の場合、ＤＲＳは、スロッ
ト番号０、サブキャリア番号９、ＯＦＤＭシンボル番号５および６のリソースエレメント
に配置される。ＤＲＳは下りリンクで設定された帯域幅で、広帯域に送信される。ＤＲＳ
は、設定されたリソースエレメントにおいてゼロ出力で送信してもよい。言い換えると、
ＤＲＳは、設定されたリソースエレメントにおいて信号を送信しない。
【０２００】
　なお、ＤＲＳは、図１２の表に限らず、ＣＳＩ－ＩＭと異なるリソースエレメントに配
置できる。なお、ＤＲＳは、ＣＳＩ－ＩＭと異なる帯域幅で配置されてもよく、上位層で
設定された帯域幅で配置され、狭帯域に送信してもよい。
【０２０１】
　以上、ＤＲＳの構成を説明したが、上記の一例に限らず、ＤＲＳは上記の一例の組み合
わせで構成される。
【０２０２】
　好ましい組み合わせの具体的な一例を挙げる。ＤＲＳは、Zadoff-Chu系列で構成された
信号とＭ系列に基づいて構成された信号とGold系列に基づいて構成された信号とを組み合
わせて構成される。また、Gold系列に基づいて構成された信号は、Zadoff-Chu系列で構成
された信号と比べて広帯域で構成され、Zadoff-Chu系列で構成された信号は６リソースブ
ロックを用いて送信され、Gold系列に基づいて構成された信号はサブフレームの全帯域で
送信される。
【０２０３】
　好ましい組み合わせの具体的な一例を挙げる。Zadoff-Chu系列で構成された信号とＭ系
列に基づいて構成された信号とGold系列に基づいて構成された信号とゼロ出力で送信され
る信号とを組み合わせて構成される。Gold系列に基づいて構成された信号およびゼロ出力
で送信される信号は、ＤＲＳの設定情報によってリソースエレメントを指定する。また、
Gold系列に基づいて構成された信号は、Zadoff-Chu系列で構成された信号と比べて広帯域
で構成され、Zadoff-Chu系列で構成された信号は６リソースブロックを用いて送信され、
Gold系列に基づいて構成された信号はサブフレームの全帯域で送信される。
【０２０４】
　端末装置は、ＤＲＳの設定を専用ＲＲＣシグナリングによって通知される。前記ＤＲＳ
の設定は、ＲＳを送信するセル間で共通の情報と、ＤＲＳを送信するセル個別の情報が含
まれる。なお、ＤＲＳの設定は、後述する測定対象の設定情報に含めて通知されてもよい
。
【０２０５】
　ＤＲＳを送信するセル間で共通の情報には、帯域の中心周波数の情報、帯域幅の情報、
サブフレームの情報などが含まれる。
【０２０６】
　ＤＲＳを送信するセル個別の情報には、帯域の中心周波数の情報、帯域幅の情報、サブ
フレームの情報、リソースエレメントを指定する情報、セルを特定する情報（セルＩＤ、
ＰＣＩ）、などが含まれる。
【０２０７】
　端末装置は、ＤＲＳの設定により、ＤＲＳが含まれるサブフレームを認知することがで
きるため、ＤＲＳが含まれないサブフレームでは、ＤＲＳの検出処理を行わなくてもよい
。これにより、端末装置の消費電力を低減することができる。
【０２０８】
　以下では、ＣＲＳとＤＲＳの相違点が説明される。
【０２０９】
　ＣＲＳは、ＭＢＳＦＮサブフレーム以外の全サブフレームに配置される。一方で、ＤＲ
Ｓは、設定されるサブフレーム間隔で周期的に配置される。
【０２１０】
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　これにより、ＤＲＳは、時間軸上においてリソースエレメントの密度が小さく、ＣＲＳ
と比較してセル間干渉を抑圧することができる。
【０２１１】
　ＣＲＳは、物理セル識別子（ＰＣＩ）によってリソースエレメントおよび信号系列が決
まる。一方で、ＤＲＳは、物理セル識別子（ＰＣＩ）以外のパラメータによってリソース
エレメントおよび信号系列が決まる。物理セル識別子（ＰＣＩ）以外のパラメータとは、
例えば、ＣＧＩ、拡張セルＩＤ、ＤＲＳ設定インデックス、などである。
【０２１２】
　これにより、ＤＲＳは、物理セル識別子（ＰＣＩ）以上の種類で送信することができる
ため、多くのセルが密集した環境でのセル検出／識別に適する。
【０２１３】
　以下では、物理層の測定の詳細が説明される。端末装置は、上位層に報告される物理層
の測定を行う。物理層の測定には、ＲＳＲＰ（Reference Signal Received Power）、Ｒ
ＳＳＩ（Received Signal Strength Indicator）、ＲＳＲＱ（Reference Signal Receive
d Quality）などがある。
【０２１４】
　以下、ＲＳＲＰの詳細について説明される。ＲＳＲＰは参照信号の受信電力として定義
される。
【０２１５】
　ＲＳＲＰの一例が説明される。
【０２１６】
　ＲＳＲＰは、考慮される測定周波数帯域幅の中に含まれるＣＲＳが送信されるリソース
エレメントの電力を線形平均した値として定義される。ＲＳＲＰの決定において、アンテ
ナポート０のＣＲＳがマッピングされるリソースエレメントが用いられる。端末装置がア
ンテナポート１のＣＲＳを検出可能であれば、ＲＳＲＰの決定のためにアンテナポート０
のＣＲＳがマッピングされるリソースエレメントに加えてアンテナポート１のＣＲＳがマ
ッピングされるリソースエレメントも用いることができる。以下、アンテナポート０のＣ
ＲＳがマッピングされるリソースエレメントを用いて計算されたＲＳＲＰをＣＲＳベース
ＲＳＲＰまたは第１のＲＳＲＰと呼称する。
【０２１７】
　端末装置は、ＲＲＣアイドル（ＲＲＣ＿ＩＤＬＥ）状態でイントラ周波数のセルおよび
／またはインター周波数のセルのＲＳＲＰを測定する。ここで、ＲＲＣアイドル状態のイ
ントラ周波数のセルとは、端末装置がブロードキャストによってシステム情報が受信され
たセルと同じ周波数帯域のセルである。ここで、ＲＲＣアイドル状態のインター周波数の
セルとは、端末装置がブロードキャストによってシステム情報が受信されたセルと異なる
周波数帯域のセルである。端末装置は、ＲＲＣ接続（ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ）状態
でイントラ周波数のセルおよび／またはインター周波数のセルのＲＳＲＰを測定する。こ
こで、ＲＲＣ接続状態のイントラ周波数のセルとは、端末装置がＲＲＣシグナリングまた
はブロードキャストによってシステム情報が受信されたセルと同じ周波数帯域のセルであ
る。ここで、ＲＲＣ接続状態のインター周波数のセルとは、端末装置がＲＲＣシグナリン
グまたはブロードキャストによってシステム情報が受信されたセルと異なる周波数帯域の
セルである。
【０２１８】
　ＲＳＲＰの一例が説明される。
【０２１９】
　ＲＳＲＰは、考慮される測定周波数帯域幅の中に含まれるＣＳＩ－ＲＳが送信されるリ
ソースエレメントの電力を線形平均した値として定義される。ＲＳＲＰの決定において、
ＣＳＩ－ＲＳがマッピングされるリソースエレメントが用いられる。ＣＳＩ－ＲＳが送信
されるリソースエレメントおよびアンテナポートは上位層で通知される。以下、第１のＲ
ＳＲＰで用いたリソースエレメントとは異なるリソースエレメントを用いて計算されたＲ
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ＳＲＰを第２のＲＳＲＰと呼称する。
【０２２０】
　端末装置は、ＲＲＣ接続（ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ）状態でイントラ周波数のセル
および／またはインター周波数のセルのＲＳＲＰを測定する。
【０２２１】
　ＲＳＲＰの一例が説明される。
【０２２２】
　ＲＳＲＰは、考慮される測定周波数帯域幅の中に含まれるＰＳＳが送信されるリソース
エレメントの電力を線形平均した値として定義される。ＲＳＲＰの決定において、ＰＳＳ
がマッピングされるリソースエレメントが用いられる。
【０２２３】
　端末装置は、ＲＲＣアイドル（ＲＲＣ＿ＩＤＬＥ）状態でイントラ周波数のセルおよび
／またはインター周波数のセルのＲＳＲＰを測定する。また、端末装置は、ＲＲＣ接続（
ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ）状態でイントラ周波数のセルおよび／またはインター周波
数のセルのＲＳＲＰを測定する。
【０２２４】
　ＲＳＲＰの一例が説明される。
【０２２５】
　ＲＳＲＰは、考慮される測定周波数帯域幅の中に含まれるＰＳＳおよびＳＳＳが送信さ
れるリソースエレメントの電力を線形平均した値として定義される。ＲＳＲＰの決定にお
いて、ＰＳＳおよびＳＳＳがマッピングされるリソースエレメントが用いられる。
【０２２６】
　端末装置は、ＲＲＣアイドル（ＲＲＣ＿ＩＤＬＥ）状態でイントラ周波数のセルおよび
／またはインター周波数のセルのＲＳＲＰを測定する。また、端末装置は、ＲＲＣ接続（
ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ）状態でイントラ周波数のセルおよび／またはインター周波
数のセルのＲＳＲＰを測定する。
【０２２７】
　ＲＳＲＰの一例が説明される。
【０２２８】
　ＲＳＲＰは、考慮される測定周波数帯域幅の中に含まれるＤＲＳが送信されるリソース
エレメントの電力を線形平均した値として定義される。ＲＳＲＰの決定において、ＤＲＳ
がマッピングされるリソースエレメントが用いられる。ＤＲＳが送信されるリソースエレ
メントおよびアンテナポートは、上位層で通知される。
【０２２９】
　端末装置は、ＲＲＣ接続（ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ）状態でイントラ周波数のセル
および／またはインター周波数のセルのＲＳＲＰを測定する。
【０２３０】
　ＲＳＲＰの一例が説明される。
【０２３１】
　ＲＳＲＰは、考慮される測定周波数帯域幅の中に含まれるＣＲＳまたはＤＲＳが送信さ
れるリソースエレメントの電力を線形平均した値として定義される。ＲＳＲＰの決定にお
いて、上位層からの設定がされた場合にＤＲＳがマッピングされるリソースエレメント、
そうでない場合にアンテナポート０のＣＲＳがマッピングされるリソースエレメントが用
いられる。上位層から設定されない場合に、端末装置がアンテナポート１のＣＲＳを検出
可能であれば、ＲＳＲＰの決定のためにアンテナポート０のＣＲＳがマッピングされるリ
ソースエレメントに加えてアンテナポート１のＣＲＳがマッピングされるリソースエレメ
ントも用いることができる。ＤＲＳが送信されるリソースエレメントおよびアンテナポー
トは、上位層で通知される。
【０２３２】
　ここで、上位層からの設定の一例として、ＤＲＳの設定（DRS-Config）が設定されたか



(33) JP 6523250 B2 2019.5.29

10

20

30

40

50

否かである。
【０２３３】
　または、上位層からの設定の一例として、報告する測定結果を指定するパラメータに紐
付いて設定される。例えば、報告の設定（report Config）に含まれる新しいパラメータ
（report Quantity）に紐付いて設定される。
【０２３４】
　ＲＳＲＰの一例が説明される。
【０２３５】
　ＲＳＲＰは、考慮される測定周波数帯域幅の中に含まれるＣＲＳまたはＤＲＳが送信さ
れるリソースエレメントの電力を線形平均した値として定義される。ＲＳＲＰの決定にお
いて、対象セルが停止の状態を示す情報を受信した場合にＤＲＳがマッピングされるリソ
ースエレメント、対象セルが起動の状態を示す情報を受信した場合にアンテナポート０の
ＣＲＳがマッピングされるリソースエレメントが用いられる。対象セルが起動の状態を示
す情報を受信した場合に、端末装置がアンテナポート１のＣＲＳを検出可能であれば、Ｒ
ＳＲＰの決定のためにアンテナポート０のＣＲＳがマッピングされるリソースエレメント
に加えてアンテナポート１のＣＲＳがマッピングされるリソースエレメントも用いること
ができる。ＤＲＳが送信されるリソースエレメントおよびアンテナポートは、上位層で通
知される。
【０２３６】
　端末装置は、ＲＲＣ接続（ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ）状態でイントラ周波数のセル
および／またはインター周波数のセルのＲＳＲＰを測定する。
【０２３７】
　ＲＳＲＰの一例が説明される。
【０２３８】
　ＲＳＲＰは、考慮される測定周波数帯域幅の中に含まれるＣＲＳまたはＤＲＳが送信さ
れるリソースエレメントの電力を線形平均した値として定義される。ＲＳＲＰの決定にお
いて、ＤＲＳが検出されたら、ＤＲＳがマッピングされるリソースエレメント、そうでな
い場合にアンテナポート０のＣＲＳがマッピングされるリソースエレメントが用いられる
。上位層から設定されない場合に、端末装置がアンテナポート１のＣＲＳを検出可能であ
れば、ＲＳＲＰの決定のためにアンテナポート０のＣＲＳがマッピングされるリソースエ
レメントに加えてアンテナポート１のＣＲＳがマッピングされるリソースエレメントも用
いることができる。ＤＲＳが送信されるリソースエレメントおよびアンテナポートは、上
位層で通知される。
【０２３９】
　ＤＲＳが検出されたか否かの基準は、例えば、ＤＲＳがマッピングされるリソースエレ
メントの受信電力と基準値との比較である。
【０２４０】
　ＤＲＳが検出されたか否かの基準は、例えば、ＤＲＳがマッピングされるリソースエレ
メントの受信電力とアンテナポート０のＣＲＳがマッピングされるリソースエレメントの
受信電力との比較である。
【０２４１】
　なお、ＤＲＳが起動の状態で送信されない場合には、測定対象セルが起動の状態と停止
の状態でＲＳＲＰの種類を切り替えているといえる。
【０２４２】
　以下では、ＲＳＳＩの詳細について説明される。ＲＳＳＩは、受信アンテナを用いて観
測される総受信電力で定義される。
【０２４３】
　ＲＳＳＩの一例が説明される。
【０２４４】
　ＲＳＳＩ（Ｅ－ＵＴＲＡ　ｃａｒｒｉｅｒ　ＲＳＳＩ）は、アンテナポート０に対する
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参照信号を含んでいると想定したＯＦＤＭシンボルのみを観測した総受信電力を線形平均
した値で構成する。言い換えると、ＲＳＳＩは、アンテナポート０のＣＲＳを含んでいる
ＯＦＤＭシンボルのみを観測した総受信電力を線形平均した値で構成する。ＲＳＳＩは、
リソースブロック数Ｎの帯域幅で観測される。ＲＳＳＩの総受信電力は、同一チャネルの
サービングセルや非サービングセルからの電力、隣接チャネルからの干渉電力、熱雑音電
力、などを含む。
【０２４５】
　ＲＳＳＩの一例が説明される。
【０２４６】
　ＲＳＳＩ（Ｅ－ＵＴＲＡ　ｃａｒｒｉｅｒ　ＲＳＳＩ）は、全てのＯＦＤＭシンボルを
観測した総受信電力を線形平均した値で構成する。ＲＳＳＩの総受信電力は、同一チャネ
ルのサービングセルや非サービングセルからの電力、隣接チャネルからの干渉電力、熱雑
音電力、などを含む。
【０２４７】
　ＲＳＳＩの一例が説明される。
【０２４８】
　ＲＳＳＩ（Ｅ－ＵＴＲＡ　ｃａｒｒｉｅｒ　ＲＳＳＩ）は、ＤＲＳを含んでいるリソー
スエレメントのみを観測した総受信電力を線形平均した値で構成する。ＲＳＳＩは、リソ
ースブロック数Ｎの帯域幅で観測される。ＲＳＳＩの総受信電力は、同一チャネルのサー
ビングセルや非サービングセルからの電力、隣接チャネルからの干渉電力、熱雑音電力、
などを含む。ＤＲＳが送信されるリソースエレメントおよびアンテナポートは、上位層で
通知される。
【０２４９】
　ここで、ＲＳＳＩは、ＤＲＳの信号が送信されるリソースエレメントを用いて測定され
てもよい。この場合、第２のＲＳＲＰで計算されたリソースエレメントと、ＲＳＳＩのリ
ソースエレメントは同じである。端末装置は、ＤＲＳが送信されるリソースエレメントの
配置情報が設定される。
【０２５０】
　また、ここで、ＲＳＳＩは、ゼロ出力で送信されるＤＲＳのリソースエレメントを用い
て測定されてもよい。この場合、第２のＲＳＲＰで計算されたリソースエレメントと、Ｒ
ＳＳＩのリソースエレメントは異なる。端末装置は、第２のＲＳＲＰを計算するためのリ
ソースエレメントの配置情報と、ＲＳＳＩを計算するためのリソースエレメントの配置情
報の両方が設定される。
【０２５１】
　以下では、ＲＳＲＱの詳細について説明される。ＲＳＲＱは、ＲＳＲＰとＲＳＳＩの比
で定義され、通信品質の指標である測定対象セルの信号対干渉ノイズ比（ＳＩＮＲ）と同
等の目的で用いられる。ＲＳＲＰとＲＳＳＩの組み合わせは以下の限りではないが、本実
施形態においてＲＳＲＰとＲＳＳＩの好ましい組み合わせについて説明される。
【０２５２】
　ＲＳＲＱの一例が説明される。
【０２５３】
　ＲＳＲＱは、Ｎ×ＲＳＲＰ／ＲＳＳＩの式で計算される比として定義される。ここでＮ
はＲＳＳＩの測定帯域幅のリソースブロック数であり、ＲＳＲＱの分子と分母は同じリソ
ースブロックのセットで構成されなければならない。ここで、ＲＳＲＰは、第１のＲＳＲ
Ｐである。以下、第１のＲＳＲＰを用いて計算されたＲＳＲＱを用いて計算されたＲＳＲ
ＱをＣＲＳベースＲＳＲＱまたは第１のＲＳＲＱと呼称する。
【０２５４】
　ＲＳＳＩ（Ｅ－ＵＴＲＡ　ｃａｒｒｉｅｒ　ＲＳＳＩ）は、アンテナポート０に対する
参照信号を含んでいるＯＦＤＭシンボルのみを観測した総受信電力を線形平均した値で構
成する。言い換えると、ＲＳＳＩは、アンテナポート０のＣＲＳを含んでいるＯＦＤＭシ
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ンボルのみを観測した総受信電力を線形平均した値で構成する。ＲＳＳＩは、リソースブ
ロック数Ｎの帯域幅で観測される。ＲＳＳＩの総受信電力は、同一チャネルのサービング
セルや非サービングセルからの電力、隣接チャネルからの干渉電力、熱雑音電力、などを
含む。ＲＳＲＱの測定を行うための所定のサブフレームが上位層のシグナリングから指定
された場合、ＲＳＳＩは前記指定されたサブフレームにおける全てのＯＦＤＭシンボルか
ら測定される。
【０２５５】
　端末装置は、ＲＲＣアイドル状態でイントラ周波数のセルおよび／またはインター周波
数のセルのＲＳＲＱを測定する。端末装置は、ＲＲＣ接続状態でイントラ周波数のセルお
よび／またはインター周波数のセルのＲＳＲＱを測定する。
【０２５６】
　ＲＳＲＱの一例が説明される。
【０２５７】
　ＲＳＲＱは、Ｎ×ＲＳＲＰ／ＲＳＳＩの式で計算される比として定義される。ここでＮ
はＲＳＳＩの測定帯域幅のリソースブロック数であり、ＲＳＲＱの分子と分母は同じリソ
ースブロックのセットで構成されなければならない。ここで、ＲＳＲＰは、第２のＲＳＲ
Ｐである。以下、第２のＲＳＲＰを用いて計算されたＲＳＲＱを用いて計算されたＲＳＲ
Ｑを第２のＲＳＲＱと呼称する。
【０２５８】
　ＲＳＳＩ（Ｅ－ＵＴＲＡ　ｃａｒｒｉｅｒ　ＲＳＳＩ）は、アンテナポート０に対する
参照信号を含んでいると想定したＯＦＤＭシンボルのみを観測した総受信電力を線形平均
した値で構成する。言い換えると、ＲＳＳＩは、アンテナポート０のＣＲＳを含んでいる
ＯＦＤＭシンボルのみを観測した総受信電力を線形平均した値で構成する。ＲＳＳＩは、
リソースブロック数Ｎの帯域幅で観測される。ＲＳＳＩの総受信電力は、同一チャネルの
サービングセルや非サービングセルからの電力、隣接チャネルからの干渉電力、熱雑音電
力、などを含む。ＲＳＲＱの測定を行うための所定のサブフレームが上位層のシグナリン
グから指定された場合、ＲＳＳＩは前記指定されたサブフレームにおける全てのＯＦＤＭ
シンボルから測定される。
【０２５９】
　端末装置は、ＲＲＣ接続状態でイントラ周波数のセルおよび／またはインター周波数の
セルのＲＳＲＱを測定する。
【０２６０】
　ＲＳＲＱの一例が説明される。
【０２６１】
　上記では、ＲＳＲＱの一例が説明されたが、状況によってＲＳＲＱの定義が変わる場合
がある。例えば、起動の状態と停止の状態では、ＲＳＳＩの精度が大きく変わる。
【０２６２】
　ＲＳＲＱは、対象セルが停止の状態はＮ×ＲＳＲＰ／（ＲＳＳＩ＋Ｎ×ＲＳＲＰ）の式
で計算され、対象セルが起動の状態はＮ×ＲＳＲＰ／ＲＳＳＩの式で計算される比として
定義される。ここでＮはＲＳＳＩの測定帯域幅のリソースブロック数であり、ＲＳＲＱの
分子と分母は同じリソースブロックのセットで構成されなければならない。ここで、ＲＳ
ＲＰは、第２のＲＳＲＰである。
【０２６３】
　ＲＳＳＩ（Ｅ－ＵＴＲＡ　ｃａｒｒｉｅｒ　ＲＳＳＩ）は、アンテナポート０に対する
参照信号を含んでいると想定したＯＦＤＭシンボルのみを観測した総受信電力を線形平均
した値で構成する。言い換えると、ＲＳＳＩは、アンテナポート０のＣＲＳを含んでいる
ＯＦＤＭシンボルのみを観測した総受信電力を線形平均した値で構成する。ＲＳＳＩは、
リソースブロック数Ｎの帯域幅で観測される。ＲＳＳＩの総受信電力は、同一チャネルの
サービングセルや非サービングセルからの電力、隣接チャネルからの干渉電力、熱雑音電
力、などを含む。ＲＳＲＱの測定を行うための所定のサブフレームが上位層のシグナリン
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グから指定された場合、ＲＳＳＩは前記指定されたサブフレームにおける全てのＯＦＤＭ
シンボルから測定される。
【０２６４】
　ＲＳＲＱの一例が説明される。
【０２６５】
　ＲＳＲＱは、Ｎ×ＲＳＲＰ／ＲＳＳＩの式で計算される比として定義される。ここでＮ
はＲＳＳＩの測定帯域幅のリソースブロック数であり、ＲＳＲＱの分子と分母は同じリソ
ースブロックのセットで構成されなければならない。ここで、ＲＳＲＰは、第２のＲＳＲ
Ｐである。
【０２６６】
　ＲＳＳＩ（Ｅ－ＵＴＲＡ　ｃａｒｒｉｅｒ　ＲＳＳＩ）は、ＤＲＳを含んでいるリソー
スエレメントのみを観測した総受信電力を線形平均した値で構成する。ＲＳＳＩは、リソ
ースブロック数Ｎの帯域幅で観測される。ＲＳＳＩの総受信電力は、同一チャネルのサー
ビングセルや非サービングセルからの電力、隣接チャネルからの干渉電力、熱雑音電力、
などを含む。ＲＳＲＱの測定を行うための所定のサブフレームが上位層のシグナリングか
ら指定された場合、ＲＳＳＩは前記指定されたサブフレームから測定される。ＤＲＳが送
信されるリソースエレメントおよびアンテナポートは、上位層で通知される。
【０２６７】
　ＲＳＲＱの一例が説明される。
【０２６８】
　上記では、ＲＳＲＱの一例が説明されたが、状況によってＲＳＲＱの定義が変わる場合
がある。例えば、起動の状態と停止の状態では、ＲＳＳＩの精度が大きく変わる。
【０２６９】
　ＲＳＲＱは、上位層からの設定がされた場合はＮ×ＲＳＲＰ／（ＲＳＳＩ＋Ｎ×ＲＳＲ
Ｐ）の式で計算され、そうでない場合はＮ×ＲＳＲＰ／ＲＳＳＩの式で計算される比とし
て定義される。ここでＮはＲＳＳＩの測定帯域幅のリソースブロック数であり、ＲＳＲＱ
の分子と分母は同じリソースブロックのセットで構成されなければならない。ここで、Ｒ
ＳＲＰは、上位層からの設定に基づいて、第１のＲＳＲＰまたは第２のＲＳＲＰが用いら
れる。
【０２７０】
　ＲＳＳＩ（Ｅ－ＵＴＲＡ　ｃａｒｒｉｅｒ　ＲＳＳＩ）は、アンテナポート０に対する
参照信号を含んでいると想定したＯＦＤＭシンボルのみを観測した総受信電力を線形平均
した値で構成する。言い換えると、ＲＳＳＩは、アンテナポート０のＣＲＳを含んでいる
ＯＦＤＭシンボルのみを観測した総受信電力を線形平均した値で構成する。ＲＳＳＩは、
リソースブロック数Ｎの帯域幅で観測される。ＲＳＳＩの総受信電力は、同一チャネルの
サービングセルや非サービングセルからの電力、隣接チャネルからの干渉電力、熱雑音電
力、などを含む。ＲＳＲＱの測定を行うための所定のサブフレームが上位層のシグナリン
グから指定された場合、ＲＳＳＩは前記指定されたサブフレームにおける全てのＯＦＤＭ
シンボルから測定される。
【０２７１】
　ここで、上位層からの設定の一例として、ＤＲＳの設定（DRS-Config）が設定されたか
否かである。
【０２７２】
　または、上位層からの設定の一例として、報告する測定結果を指定するパラメータに紐
付いて設定される。例えば、報告の設定（report Config）に含まれる新しいパラメータ
（report Quantity）に紐付いて設定される。
【０２７３】
　ＤＬ　ＲＳ　ＴＸ　ｐｏｗｅｒ（Downlink reference signal transmit power）の一例
を説明する。
【０２７４】
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　ＤＬ　ＲＳ　ＴＸ　ｐｏｗｅｒは、システム帯域幅を運用している基地局装置によって
送信されるＣＲＳを運ぶリソースエレメントの電力を線形平均した値として決定される。
【０２７５】
　ＤＬ　ＲＳ　ＴＸ　ｐｏｗｅｒの一例を説明する。
【０２７６】
　ＤＬ　ＲＳ　ＴＸ　ｐｏｗｅｒは、システム帯域幅を運用している基地局装置によって
送信されるＤＲＳを運ぶリソースエレメントの電力を線形平均した値として決定される。
【０２７７】
　第１の測定の手続きについて説明される。第１の測定とは、第１のＲＳＲＰや第１のＲ
ＳＲＱの測定である。
【０２７８】
　端末装置は、物理セル識別子（ＰＣＩ）から、アンテナポート０で送信されるＣＲＳが
配置されるリソースエレメントを認知する。そして、アンテナポート０で送信されるＣＲ
Ｓが配置されるリソースエレメントから第１のＲＳＲＰを測定する。なお、測定に用いら
れるサブフレーム数は限定されず、複数のサブフレームにまたがって測定し、平均値を報
告してもよい。次に、アンテナポート０が含まれるＯＦＤＭシンボルを認知し、ＲＳＳＩ
の測定を行う。そして、第１のＲＳＲＰとＲＳＳＩから、第１のＲＳＲＱの計算を行う。
なお、第１のＲＳＲＰとＲＳＳＩの測定サブフレームは異なってもよい。
【０２７９】
　以下、第１の測定の手続きに基づいて得られた結果（第１のＲＳＲＰ、第１のＲＳＲＱ
）を第１の測定結果と呼称する。
【０２８０】
　第２の測定の手続きについて説明される。第２の測定とは、第２のＲＳＲＰや第２のＲ
ＳＲＱの測定である。
【０２８１】
　端末装置は、ＤＲＳの設定情報から、ＤＲＳが配置されるリソースエレメントを認知す
る。そして、ＤＲＳが配置されるリソースエレメントから第２のＲＳＲＰを測定する。な
お、測定に用いられるサブフレーム数は限定されず、複数のサブフレームにまたがって測
定し、平均値を報告してもよい。次に、ＲＳＳＩの測定を行う。そして、第２のＲＳＲＰ
とＲＳＳＩから、第２のＲＳＲＱの計算を行う。
【０２８２】
　以下、第２の測定の手続きに基づいて得られた結果（第２のＲＳＲＰ、第２のＲＳＲＱ
）を第２の測定結果と呼称する。
【０２８３】
　以下では、第１のＲＳＲＰ／ＲＳＲＱと第２のＲＳＲＰ／ＲＳＲＱの相違点が説明され
る。
【０２８４】
　第１のＲＳＲＰ／ＲＳＲＱは、ＣＲＳに基づいて測定される。一方で、第２のＲＳＲＰ
／ＲＳＲＱは、ＣＲＳ以外のＲＳに基づいて測定される。ＣＲＳ以外のＲＳは、例えば、
ＤＲＳである。
【０２８５】
　これにより、ＣＲＳが送信されない基地局装置でも、ＲＳＲＰ／ＲＳＲＱを測定するこ
とができる。
【０２８６】
　第１のＲＳＲＰは、どのサブフレームを用いて測定してもよい。一方で、第２のＲＳＲ
Ｐは、周期的に配置されるＲＳに基づいて測定されるため、暗示的に測定するサブフレー
ムが指定される。具体的には、基地局装置から通知されたＲＳが配置されるサブフレーム
情報に基づいて、第２のＲＳＲＰは測定される。
【０２８７】
　これにより、端末装置は全サブフレームにおいて測定のためのモニタリングを行う必要
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がなく、消費電力を低減させることができる。
【０２８８】
　第１のＲＳＲＰ／ＲＳＲＱを測定するには、物理セル識別子を必要とする。一方で、第
２のＲＳＲＰを測定するには、物理セル識別子の他の情報も必要とする。他の情報は、Ｒ
Ｓの設定情報であり、例えば、ＲＳが配置されるリソースエレメントを通知する情報、測
定に用いるアンテナポート数を通知する情報である。
【０２８９】
　第１のＲＳＲＰ／ＲＳＲＱは、端末装置が物理セル識別子を認知することで測定が可能
となるため、ＲＲＣアイドル状態およびＲＲＣ接続状態で測定される。一方で、第２のＲ
ＳＲＰ／ＲＳＲＱは、端末装置が物理セル識別子以外の他の情報も必要となり、他の情報
はＲＲＣシグナリングによって通知されるため、ＲＲＣ接続状態のみで測定される。
【０２９０】
　本実施形態の端末装置は、端末装置は基地局装置と通信する端末装置であって、第１の
ＲＳ（ＣＲＳ）に基づいて第１の測定を行い、第２のＲＳ（ＤＲＳ）に基づいて第２の測
定を行う受信部と、前記第１の測定結果と前記第２の測定結果を前記基地局装置に報告す
る上位層処理部と、を備え、第１の状態では、前記第１の測定を行い、第２の状態では、
前記第１の測定または前記第２の測定を行う。前記第２の状態では、前記第１の測定と前
記第２の測定の両方を行ってもよく、また、前記第２の状態では、前記第２の測定のみを
行ってもよい。
【０２９１】
　一例として、前記第１の状態は、前記第２のＲＳの設定情報が通知されていない状態で
あり、前記第２の状態は、前記第２のＲＳの設定情報が前記基地局装置から通知された状
態である。また、一例として、前記第１の状態は、前記第２の測定情報が設定されていな
い状態であり、前記第２の状態は、前記第２の測定情報が前記基地局装置から設定された
状態である。また、一例として、前記第２の状態は、前記第１のＲＳが送信されない状態
である。
【０２９２】
　また、本実施形態の端末装置は、基地局装置と通信する端末装置であって、所定のセル
が第１の状態のときに第１の測定を行い、前記所定のセルが第２の状態のときに第２の測
定を行う受信部と、前記第１の測定または前記第２の測定を前記基地局装置に報告する上
位層処理部と、を備え、前記所定のセルの第１の状態／第２の状態の状態を示す情報に基
づいて、前記第１の測定と前記第２の測定と、を切り替える。
【０２９３】
　一例として、前記所定のセルの第１の状態／第２の状態の状態を示す情報は、前記基地
局装置から通知される。また、一例として、前記所定のセルの第１の状態／第２の状態の
状態を示す情報は、前記所定のセルから送信されるＲＳの構成の変化によって通知される
。
【０２９４】
　一例として、前記第１の測定では、第１のＲＳＲＱの計算式で計算され、前記第２の測
定では、第２のＲＳＲＱの計算式で計算される。また、一例として、前記第１の測定は、
ＣＲＳに基づいて測定され、前記第２の測定は、ＣＲＳとは異なるＲＳに基づいて測定さ
れる。
【０２９５】
　以下では、端末装置で測定された測定値を上位層への報告（転送）する仕組みを説明す
る。
【０２９６】
　測定のモデルについて説明される。図１３は、測定のモデルである。
【０２９７】
　測定部１３０１は、第１層フィルタリング部１３０１１、第３層フィルタリング部１３
０１２、およびリポート基準の評価部１３０１３を含んで構成される。なお、測定部１３
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０１は、受信部１０５および上位層処理部１０１の一部の機能を含んで構成される。具体
的には、第１層フィルタリング１３０１１は受信部１０５に含まれており、第３層フィル
タリング１３０１２、およびリポート基準の評価１３０１３は上位層処理部１０１に含ま
れて構成される。
【０２９８】
　物理層から入力された測定値（サンプル）は、第１層フィルタリング（Layer 1 filter
ing）部１３０１１によってフィルターが掛けられる。第１層フィルタリング部１３０１
１は、例えば複数の入力値の平均、重み付け平均、チャネル特性に追従した平均などが適
用され、その他のフィルター方法を適用してもよい。第１層から報告された測定値は第１
層フィルタリング部１３０１１のあとに第３層に入力される。第３層フィルタリング（La
yer 1 filtering）部１３０１２に入力された測定値はフィルターが掛けられる。第３層
フィルタリングの設定はＲＲＣシグナリングから提供される。第３層フィルタリング部１
３０１２でフィルタリングされて報告される間隔は、入力された測定間隔と同じである。
リポート基準の評価部１３０１３では、実際に測定値の報告が必要かどうかを検査する。
評価は１つ以上の測定のフローに基づいている。例えば、異なる測定値間の比較などであ
る。端末装置は、少なくとも新しい測定結果が報告された度にリポート基準の評価を行う
。リポート基準の設定はＲＲＣシグナリングによって提供される。リポート基準の評価で
測定値の報告が必要だと判断された後、端末装置は、測定報告情報（測定報告メッセージ
）を無線インターフェースによって送る。
【０２９９】
　次に、測定（measurement）について、説明を行う。基地局装置は、端末装置に対して
、ＲＲＣシグナリング（無線リソース制御信号）のＲＲＣ接続再設定（RRC Connection R
econfiguration）メッセージを使って、測定設定（Measurement configuration）メッセ
ージを送信する。端末装置は、測定設定（Measurement configuration）メッセージに含
まれるシステム情報を設定するとともに、通知されたシステム情報に従って、サービング
セル（serving cell）および隣接セル（リストセル（listed cell）および／または検出
セル（detected cell）を含む）に対する測定、イベント評価、測定報告を行う。リスト
セルは、測定対象（Measurement object）にリストされているセル（基地局装置から端末
装置へ隣接セルリストとして通知されているセル）であり、検出セルは、測定対象（Meas
urement object）によって指示された周波数において端末装置が検出したが、測定対象（
Measurement object）にはリストされていないセル（隣接セルリストとして通知されてい
ない端末装置自身が検出したセル）である。
【０３００】
　測定（measurement）には、３つのタイプ（周波数内測定（intra-frequency measureme
nts）、周波数間測定（inter-frequency measurements）、無線アクセス技術間測定（int
er-RAT measurements））がある。周波数内測定（intra-frequency measurements）は、
サービングセルの下りリンク周波数（下りリンク周波数）での測定である。周波数間測定
（inter-frequency measurements）は、サービングセルの下りリンク周波数とは異なる周
波数での測定である。無線アクセス技術間測定（inter-RAT measurements）は、サービン
グセルの無線技術（例えばEUTRA）とは異なる無線技術（例えばUTRA、GERAN，CDMA2000な
ど）での測定である。
【０３０１】
　測定設定（Measurement configuration）メッセージには、測定識別子（meas Id）、測
定対象（Measurement objects）、報告設定（Reporting configurations）の設定の追加
および／または修正および／または削除、数量設定（quantity Config）、測定ギャップ
設定（meas Gap Config）、サービングセル品質閾値（s-Measure）などが含まれる。
【０３０２】
　数量設定（quantity Config）は、測定対象（Measurement objects）がEUTRAの場合、
第３層フィルタリング係数（L3 filtering coefficient）を指定する。第３層フィルタリ
ング係数（L3 filtering coefficient）は、最新の測定結果と、過去のフィルタリング測
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定結果との比（割合）を規定する。フィルタリング結果は、端末装置でイベント評価に利
用される。
【０３０３】
　測定ギャップ設定（meas Gap Config）は、測定ギャップパターン（measurement gap p
attern）の設定や、測定ギャップ（measurement gap）の活性化（activation）／非活性
化（deactivation）を制御するために利用される。測定ギャップ設定（meas Gap Config
）では、測定ギャップを活性化させる場合の情報として、ギャップパターン（gap patter
n）、開始システムフレーム番号（start SFN）、開始サブフレーム番号（start Subframe
 Number）が通知される。ギャップパターン（gap pattern）は、測定ギャップ（measurem
ent gap）として、どのパターンを使うかを規定する。開始システムフレーム番号（start
 SFN）は、測定ギャップ（measurement gap）を開始するSFN（System Frame Number）を
規定する。開始サブフレーム番号（start Subframe Number）は、測定ギャップ（measure
ment gap）を開始するサブフレーム番号を規定する。
【０３０４】
　サービングセル品質閾値（s-Measure）は、サービングセル（serving cell）の品質に
関する閾値を表し、端末装置が測定（measurement）を行う必要があるか否かを制御する
ために利用される。サービングセル品質閾値（s-Measure）は、ＲＳＲＰに対する値とし
て設定される。
【０３０５】
　ここで、測定識別子（meas Id）は、測定対象（Measurement objects）と、報告設定（
Reporting configurations）とをリンクさせるために利用され、具体的には、測定対象識
別子（meas Object Id）と報告設定識別子（report Config Id）とをリンクさせる。測定
識別子（meas Id）には、一つの測定対象識別子（meas Object Id）と一つの報告設定識
別子（report Config Id）が対応付けられる。測定設定（Measurement configuration）
メッセージは、測定識別子（meas Id）、測定対象（Measurement objects）、報告設定（
Reporting configurations）の関係に対して追加・修正・削除することが可能である。
【０３０６】
　meas Object To Remove Listは、指定された測定対象識別子（meas Object Id）および
指定された測定対象識別子（meas Object Id）に対応する測定対象（Measurement object
s）を削除するコマンドである。この際、指定された測定対象識別子（meas Object Id）
に対応付けられたすべての測定識別子（meas Id）は、削除される。このコマンドは、同
時に複数の測定対象識別子（meas Object Id）の指定が可能である。
【０３０７】
　meas Object To Add Modify Listは、指定された測定対象識別子（meas Object Id）を
指定された測定対象（Measurement objects）に修正、または、指定された測定対象識別
子（meas Object Id）と指定された測定対象（Measurement objects）を追加するコマン
ドである。このコマンドは、同時に複数の測定対象識別子（meas Object Id）の指定が可
能である。
【０３０８】
　report Config To Remove Listは、指定された報告設定識別子（report Config Id）お
よび指定された報告設定識別子（report Config Id）に対応する報告設定（Reporting co
nfigurations）を削除するコマンドである。この際、指定された報告設定識別子（report
 Config Id）に対応付けられたすべての測定識別子（meas Id）は、削除される。このコ
マンドは、同時に複数の報告設定識別子（report Config Id）の指定が可能である。
【０３０９】
　meas Id To Remove Listは、指定された測定識別子（meas Id）を削除するコマンドで
ある。この際、指定された測定識別子（meas Id）に対応付けられた測定対象識別子（mea
s Object Id）と報告設定識別子（report Config Id）は、削除されずに維持される。こ
のコマンドは、同時に複数の測定識別子（meas Id）の指定が可能である。
【０３１０】
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　meas Id To Add Modify Listは、指定された測定識別子（meas Id）を指定された測定
対象識別子（meas Object Id）と指定された報告設定識別子（report Config Id）に対応
付けるように修正、または、指定された測定対象識別子（meas Object Id）と指定された
報告設定識別子（report Config Id）を指定された測定識別子（meas Id）に対応付けし
、指定された測定識別子（meas Id）を追加するコマンドである。このコマンドは、同時
に複数の測定識別子（meas Id）の指定が可能である。
【０３１１】
　測定対象（Measurement objects）は、無線アクセス技術（RAT：Radio Access Technol
ogy）および周波数ごとに規定されている。また、報告設定（Reporting configurations
）は、EUTRAに対する規定と、EUTRA以外のRATに対する規定がある。
【０３１２】
　測定対象（Measurement objects）には、測定対象識別子（meas Object Id）と対応付
けられた測定対象EUTRA（meas Object EUTRA）などが含まれる。
【０３１３】
　測定対象識別子（meas Object Id）は、測定対象（Measurement objects）の設定を識
別するために使用する識別子である。測定対象（Measurement objects）の設定は、前述
のように、無線アクセス技術（RAT）および周波数ごとに規定されている。測定対象（Mea
surement objects）は、EUTRA、UTRA、GERAN、CDMA2000に対して別途仕様化されている。
EUTRAに対する測定対象（Measurement objects）である測定対象EUTRA（meas Object EUT
RA）は、EUTRAの隣接セルに対して適用される情報を規定する。また、測定対象EUTRA（me
as Object EUTRA）のなかで異なる周波数のものは異なる測定対象（Measurement objects
）として扱われ、別途測定対象識別子（meas Object Id）が割り当てられる。
【０３１４】
　測定対象の情報の一例が説明される。
【０３１５】
　測定対象EUTRA（meas Object EUTRA）には、EUTRA搬送波周波数情報（eutra-Carrier I
nfo）、測定帯域幅（measurement Bandwidth）、アンテナポート１存在情報（presenceAn
tennaPort1）、オフセット周波数（offset Freq）、隣接セルリスト（neighbour cell li
st）に関する情報、ブラックリスト（black list）に関する情報が含まれる。
【０３１６】
　次に、測定対象EUTRA（meas Object EUTRA）に含まれる情報ついて説明する。EUTRA搬
送波周波数情報（eutra-Carrier Info）は、測定対象とする搬送波周波数を指定する。測
定帯域幅（measurement Bandwidth）は、測定対象とする搬送波周波数で動作する全ての
隣接セル共通な測定帯域幅を示す。アンテナポート１存在情報（presenceAntennaPort1）
は、測定対象とするセルにおいてアンテナポート１を使用しているか否かを示す。オフセ
ット周波数（offset Freq）は、測定対象とする周波数において適用される測定オフセッ
ト値を示す。
【０３１７】
　測定対象の情報の一例が説明される。
【０３１８】
　第２の測定を行うためには、第１の測定とは異なる設定を行う。
【０３１９】
　測定対象EUTRA（meas Object EUTRA）には、EUTRA搬送波周波数情報（eutra-Carrier I
nfo）、測定帯域幅（measurement Bandwidth）、ＤＲＳ設定情報（ＤＳ設定情報、発見信
号測定設定情報）、オフセット周波数（offset Freq）、隣接セルリスト（neighbour cel
l list）に関する情報、ブラックリスト（blacklist）に関する情報が含まれる。
【０３２０】
　次に、測定対象EUTRA（meas Object EUTRA）に含まれる情報ついて説明する。EUTRA搬
送波周波数情報（eutra-Carrier Info）は、測定対象とする搬送波周波数を指定する。測
定帯域幅（measurement Bandwidth）は、測定対象とする搬送波周波数で動作する全ての



(42) JP 6523250 B2 2019.5.29

10

20

30

40

50

隣接セル共通な測定帯域幅を示す。ＤＲＳ設定情報は、端末装置にＤＲＳ設定を検出する
ために必要な周波数帯で共通な設定情報を通知するために用いられ、例えば、測定対象と
するセルにおいて送信されるサブフレーム番号やサブフレーム周期などを示す。オフセッ
ト周波数（offset Freq）は、測定対象とする周波数において適用される測定オフセット
値を示す。
【０３２１】
　隣接セルリストおよびブラックリストに関する情報の一例が説明される。
【０３２２】
　隣接セルリスト（neighbour cell list）に関する情報は、イベント評価や、測定報告
の対象となる隣接セルに関する情報を含む。隣接セルリスト（neighbour cell list）に
関する情報としては、物理セル識別子（physical cell ID）や、セル固有オフセット（ce
ll Individual Offset、隣接セルに対して適用する測定オフセット値を示す）などが含ま
れている。この情報は、EUTRAの場合、端末装置が、既に、報知情報（報知されるシステ
ム情報）から既に取得している隣接セルリスト（neighbour cell list）に対して、追加
・修正または削除を行うための情報として利用される。
【０３２３】
　また、ブラックリスト（black list）に関する情報は、イベント評価や、測定報告の対
象とならない隣接セルに関する情報を含む。ブラックリスト（black list）に関する情報
としては、物理セル識別子（physical cell ID）などが含まれる。この情報は、EUTRAの
場合、端末装置が、既に、報知情報から取得しているブラックセルリスト（black listed
 cell list）に対して、追加・修正または削除を行うための情報として利用される。
【０３２４】
　隣接セルリストおよびブラックリストに関する情報の一例が説明される。
【０３２５】
　第２の測定を行う場合において、物理セル識別子（ＰＣＩ）では足りないケースで用い
られることが想定される。そのため、物理セル識別子を拡張した新しい隣接セルリストお
よび新しいブラックリストが必要となる。
【０３２６】
　新しい隣接セルリスト（隣接小セルリスト（neighbour small cell list））に関する
情報は、イベント評価や、測定報告の対象となる隣接セルに関する情報を含む。新しい隣
接セルリストに関する情報としては、セルＩＤや、セル固有オフセット（cell Individua
l Offset、隣接セルに対して適用する測定オフセット値を示す）、セル固有のＤＲＳ設定
情報などが含まれている。セル固有のＤＲＳ設定情報とは、セル固有に設定されるＤＲＳ
の情報であり、例えば、用いられるＤＲＳのリソースエレメントを示す情報などである。
この情報は、EUTRAの場合、端末装置が、既に、報知情報（報知されるシステム情報）か
ら既に取得している新しい隣接セルリストに対して、追加・修正または削除を行うための
情報として利用される。
【０３２７】
　また、新しいブラックリストに関する情報は、イベント評価や、測定報告の対象となら
ない隣接セルに関する情報を含む。新しいブラックリストに関する情報としては、セルＩ
Ｄなどが含まれる。この情報は、EUTRAの場合、端末装置が、既に、報知情報から取得し
ている新しいブラックセルリスト（ブラック小セルリスト（black listed small cell li
st））に対して、追加・修正または削除を行うための情報として利用される。
【０３２８】
　ここで、セルＩＤは、例えば、物理セル識別子（physical cell ID）、ＣＧＩ（Cell G
lobal Identity）、発見ＩＤ（Discovery ID）であり、ＤＲＳで送信されるセル（送信ポ
イント）ＩＤの情報に基づいて構成される。
【０３２９】
　以下では、第３層フィルタリング（Layer 3 filtering）の詳細が説明される。
【０３３０】
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　端末装置は、リポート基準の評価または測定のリポートで用いられる前に、測定された
結果に下記の式によってフィルターを掛ける。
【０３３１】
　Ｆｎ＝（１―α）×Ｆｎ－１＋α×Ｍｎ

【０３３２】
　ここで、Ｍｎは物理層からの最新受信測定結果、Ｆｎはリポート基準の評価または測定
のリポートで用いられる更新されたフィルター後の測定結果、Ｆｎ－１は前のフィルター
後の測定結果であり、物理層からの最初の測定結果を受信したときのＦ0はＭ１がセット
され、そして、α＝１／２（ｋ／４）であり、ｋは対応する測定量に対するフィルタリン
グ係数である。
【０３３３】
　端末装置は、フィルターを適用することで、異なる入力間隔であっても時間的性質を保
つ。フィルター係数ｋは２００ｍｓと同じサンプル間隔を仮定する。
【０３３４】
　ｋが０とセットされた場合、第３層フィルタリングは適用されない。
【０３３５】
　フィルタリングは、リポート基準の評価または測定のリポートで用いられるドメインと
同じドメインで行われる。例えば、対数の測定値には対数のフィルタリングが行われる。
【０３３６】
　フィルターに入力される間隔は、自由に設定できる。
【０３３７】
　もしリポートされた測定結果と前回リポートされた測定結果とが異なる測定方法であっ
た場合、前のフィルター後の測定結果をリセットする。異なる測定方法とは、例えばリポ
ートされた測定結果Ｍｎが第２の測定結果である場合である。この場合、前のフィルター
後の測定結果をリセットする。すなわち、Ｆｎ－１はＭｎがセットされる。もしくは上記
のフィルターの式の代わりにＦｎ＝Ｍｎの式が適用される。
【０３３８】
　次に、報告設定の詳細が説明される。
【０３３９】
　報告設定（Reporting configurations）には、報告設定識別子（report Config Id）と
対応付けられた報告設定EUTRA（report Config EUTRA）などが含まれる。
【０３４０】
　報告設定識別子（report Config Id）は、測定に関する報告設定（Reporting configur
ations）を識別するために使用する識別子である。測定に関する報告設定（Reporting co
nfigurations）は、前述のように、EUTRAに対する規定と、EUTRA以外のRAT（UTRA、GERAN
、CDMA2000）に対する規定がある。EUTRAに対する報告設定（Reporting configurations
）である報告設定EUTRA（report Config EUTRA）は、EUTRAにおける測定の報告に利用す
るイベントのトリガ条件（triggering criteria）を規定する。
【０３４１】
　また、報告設定EUTRA（report Config EUTRA）には、イベント識別子（event Id）、ト
リガ量（trigger Quantity）、ヒステリシス（hysteresis）、トリガ時間（time To Trig
ger）、報告量（report Quantity）、最大報告セル数（max Report Cells）、報告間隔（
report Interval）、報告回数（report Amount）が含まれる。
【０３４２】
　イベント識別子（event Id）は、イベントトリガ報告（event triggered reporting）
に関する条件（criteria）を選択するために利用される。ここで、イベントトリガ報告（
event triggered reporting）とは、イベントトリガ条件を満たした場合に、測定を報告
する方法である。この他に、イベントトリガ条件を満たした場合に、一定間隔で、ある回
数だけ測定を報告するというイベントトリガ定期報告（event triggered periodic repor
ting）もある。
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【０３４３】
　イベント識別子（event Id）によって指定されたイベントトリガ条件を満たした場合、
端末装置は、基地局装置に対して、測定報告（measurement report）を行う。トリガ量（
trigger Quantity）は、イベントトリガ条件を評価するために利用する量である。すなわ
ち、ＲＳＲＰ、または、ＲＳＲＱが指定される。すなわち、端末装置は、このトリガ量（
trigger Quantity）によって指定された量を利用して、下りリンク参照信号の測定を行い
、イベント識別子（event Id）で指定されたイベントトリガ条件を満たしているか否かを
判定する。ヒステリシス（hysteresis）は、イベントトリガ条件で利用されるパラメータ
である。トリガ時間（time To Trigger）は、イベントトリガ条件を満たすべき期間を示
す。報告量（report Quantity）は、測定報告（measurement report）において報告する
量を示す。ここでは、トリガ量（trigger Quantity）で指定した量、または、ＲＳＲＰお
よびＲＳＲＱが指定される。最大報告セル数（max Report Cells）は、測定報告（measur
ement report）に含めるセルの最大数を示す。報告間隔（report Interval）は、定期報
告（periodical reporting）またはイベントトリガ定期報告（event triggered periodic
 reporting）に対して利用され、報告間隔（report Interval）で示される間隔ごとに定
期報告する。報告回数（report Amount）は、必要に応じて、定期報告（periodical repo
rting）を行う回数を規定する。
【０３４４】
　なお、後述のイベントトリガ条件で利用する閾値パラメータやオフセットパラメータは
、報告設定において、イベント識別子（event Id）と一緒に、端末装置へ通知される。
【０３４５】
　なお、基地局装置は、サービングセル品質閾値（s-Measure）を通知する場合と通知し
ない場合がある。基地局装置がサービングセル品質閾値（s-Measure）を通知する場合、
端末装置は、サービングセル（serving cell）のＲＳＲＰがサービングセル品質閾値（s-
Measure）よりも低いときに、隣接セルの測定と、イベント評価（イベントトリガ条件を
満たすか否か、報告条件（Reporting criteria）の評価とも言う）を行う。一方、基地局
装置がサービングセル品質閾値（s-Measure）を通知しない場合、端末装置は、サービン
グセル（serving cell）のＲＳＲＰによらず、隣接セルの測定と、イベント評価を行う。
【０３４６】
　次に、イベントおよびイベントトリガ条件の詳細が説明される。
【０３４７】
　イベントトリガ条件を満たした端末装置は、基地局装置に対して、測定報告（Measurem
ent report）を送信する。測定報告（Measurement report）には、測定結果（Measuremen
t result）が含まれる。
【０３４８】
　測定報告（measurement report）をするためのイベントトリガ条件には、複数定義され
ており、それぞれ加入条件と離脱条件がある。すなわち、基地局装置から指定されたイベ
ントに対する加入条件を満たした端末装置は、基地局装置に対して測定報告（measuremen
t report）を送信する。一方、イベント加入条件を満たして測定報告（measurement repo
rt）を送信していた端末装置は、イベント離脱条件を満たした場合、測定報告（measurem
ent report）の送信を停止する。
【０３４９】
　以下で説明されるイベントおよびイベントトリガ条件の一例は、第１の測定結果または
第２の測定結果のどちらかが用いられる。
【０３５０】
　イベントの一例が説明される。
【０３５１】
　イベントは、閾値よりもサービングセルの測定結果が改善したときにトリガされる。端
末装置は、条件Ａ１－１を満した場合、その測定報告の送信を行う。端末装置は、条件Ａ
１－２を満した場合、その測定報告の送信を停止する。
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【０３５２】
　加入条件Ａ１－１：Ms - Hys > Threshold
　離脱条件Ａ１－２：Ms + Hys < Threshold
【０３５３】
　ここで、Msはサービングセルに対する第１の測定結果または第２の測定結果（セル特有
の測定オフセット値を考慮しない）、Hysは対象とするイベントに対するヒステリシスパ
ラメータ、Thresholdは対象とするイベントに対して利用される閾値パラメータである。
【０３５４】
　イベントの一例が説明される。
【０３５５】
　イベントは、閾値よりもサービングセルの測定結果が悪化したときにトリガされる。端
末装置は、条件Ａ２－１を満した場合、その測定報告の送信を行う。端末装置は、条件Ａ
２－２を満した場合、その測定報告の送信を停止する。
【０３５６】
　加入条件Ａ２－１：Ms - Hys < Threshold
　離脱条件Ａ２－２：Ms + Hys > Threshold
【０３５７】
　ここで、Msはサービングセルに対する第１の測定結果または第２の測定結果（セル特有
の測定オフセット値を考慮しない）、Hysは対象とするイベントに対するヒステリシスパ
ラメータ、Thresholdは対象とするイベントに対して利用される閾値パラメータである。
【０３５８】
　イベントの一例が説明される。
【０３５９】
　イベントは、プライマリーセルの測定結果よりも周辺セルの測定結果が改善したときに
トリガされる。端末装置は、条件Ａ３－１を満した場合、その測定報告の送信を行う。端
末装置は、条件Ａ３－２を満した場合、その測定報告の送信を停止する。
【０３６０】
　加入条件Ａ３－１：Mn + Ofn + Ocn - Hys > Mp + Ofp + Ocp + Off
　離脱条件Ａ３－２：Mn + Ofn + Ocn + Hys < Mp + Ofp + Ocp + Off
【０３６１】
　ここで、Mnは周辺セルに対する第１の測定結果または第２の測定結果（セル特有の測定
オフセット値を考慮しない）、Ofnは周辺セルの周波数に対する周波数特有の測定オフセ
ット値、Ocnは周辺セルに対するセル特有の測定オフセット値（周辺セルに対して設定さ
れていない場合は０がセットされる）、Mpはプライマリーセルに対する第１の測定結果ま
たは第２の測定結果（セル特有の測定オフセット値を考慮しない）、Ofpはプライマリー
セルの周波数に対する周波数特有の測定オフセット値、Ocpはプライマリーセルに対する
セル特有の測定オフセット値（プライマリーセルに対して設定されていない場合は０がセ
ットされる）、Hysは対象とするイベントに対するヒステリシスパラメータ、Offは対象と
するイベントに対して利用されるオフセットパラメータである。
【０３６２】
　イベントの一例が説明される。
【０３６３】
　イベントは、閾値よりも周辺セルの測定結果が改善したときにトリガされる。端末装置
は、条件Ａ４－１を満した場合、その測定報告の送信を行う。端末装置は、条件Ａ４－２
を満した場合、その測定報告の送信を停止する。
【０３６４】
　加入条件Ａ４－１：Mn + Ofn + Ocn - Hys > Threshold
　離脱条件Ａ４－２：Mn + Ofn + Ocn + Hys < Threshold
【０３６５】
　ここで、Mnは周辺セルに対する第１の測定結果または第２の測定結果（セル特有の測定
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オフセット値を考慮しない）、Ofnは周辺セルの周波数に対する周波数特有の測定オフセ
ット値、Ocnは周辺セルに対するセル特有の測定オフセット値（周辺セルに対して設定さ
れていない場合は０がセットされる）、Hysは対象とするイベントに対するヒステリシス
パラメータ、Thresholdは対象とするイベントに対して利用される閾値パラメータである
。
【０３６６】
　イベントの一例が説明される。
【０３６７】
　イベントは、閾値１よりもプライマリーセルの測定結果が悪化し、かつ、閾値２よりも
周辺セルの測定結果が改善したときにトリガされる。端末装置は、条件Ａ５－１かつ条件
Ａ５－２を満した場合、その測定報告の送信を行う。端末装置は、条件Ａ５－３かつ条件
Ａ５－４を満した場合、その測定報告の送信を停止する。
【０３６８】
　加入条件Ａ５－１：Mp - Hys < Threshold1
　加入条件Ａ５－２：Mn + Ofn + Ocn - Hys > Threshold2
　離脱条件Ａ５－３：Mp + Hys > Threshold1
　離脱条件Ａ５－４：Mn + Ofn + Ocn + Hys < Threshold2
【０３６９】
　ここで、Mpはプライマリーセルに対する第１の測定結果または第２の測定結果（セル特
有の測定オフセット値を考慮しない）、Mnは周辺セルに対する第１の測定結果または第２
の測定結果（セル特有の測定オフセット値を考慮しない）、Ofnは周辺セルの周波数に対
する周波数特有の測定オフセット値、Ocnは周辺セルに対するセル特有の測定オフセット
値（周辺セルに対して設定されていない場合は０がセットされる）、Hysは対象とするイ
ベントに対するヒステリシスパラメータ、Threshold1とThreshold2は対象とするイベント
に対して利用される閾値パラメータである。
【０３７０】
　イベントの一例が説明される。
【０３７１】
　イベントは、セカンダリーセルの測定結果よりも周辺セルの測定結果が改善したときに
トリガされる。端末装置は、条件Ａ６－１を満した場合、その測定報告の送信を行う。端
末装置は、条件Ａ６－２を満した場合、その測定報告の送信を停止する。
【０３７２】
　加入条件Ａ６－１：Mn + Ocn - Hys > Ms + Ocs + Off
　離脱条件Ａ６－２：Mn + Ocn + Hys < Ms + Ocs + Off
【０３７３】
　ここで、Mnは周辺セルに対する第１の測定結果または第２の測定結果（セル特有の測定
オフセット値を考慮しない）、Ocnは周辺セルに対するセル特有の測定オフセット値（周
辺セルに対して設定されていない場合は０がセットされる）、Msはサービングセルに対す
る第１の測定結果または第２の測定結果（セル特有の測定オフセット値を考慮しない）、
Ocsはサービングセルに対するセル特有の測定オフセット値（サービングセルに対して設
定されていない場合は０がセットされる）、Hysは対象とするイベントに対するヒステリ
シスパラメータ、Offは対象とするイベントに対して利用されるオフセットパラメータで
ある。
【０３７４】
　上記のイベントおよびイベントトリガ条件の一例は、第１の測定結果または第２の測定
結果のどちらかを用いてイベントトリガ条件を評価する。そのため、第１の測定結果また
は第２の測定結果のどちらを用いるかを指定する必要がある。
【０３７５】
　以下では、イベントトリガ条件を評価するために利用する測定結果の種類の指定方法の
一例が説明される。
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【０３７６】
　報告設定によって、イベントトリガ条件を評価するために利用する測定結果の種類が指
定される。パラメータによって第１の測定結果または第２の測定結果のどちらかを用いて
イベントトリガ条件を評価する。
【０３７７】
　具体的な一例としては、第１の測定結果か第２の測定結果かは、トリガ量（trigger Qu
antity）によって指定される。トリガ量では、｛第１のＲＳＲＰ、第１のＲＳＲＱ、第２
のＲＳＲＰ、第２のＲＳＲＱ｝と４つの選択欄が規定される。端末装置は、このトリガ量
（trigger Quantity）によって指定された量を利用して、下りリンク参照信号の測定を行
い、イベント識別子（event Id）で指定されたイベントトリガ条件を満たしているか否か
を判定する。
【０３７８】
　具体的な一例としては、第１の測定結果か第２の測定結果かは、トリガ量の他にイベン
トトリガ条件を評価するために利用する測定結果の種類を指定する新しいパラメータ（tr
igger Meas Type）が規定される。前記パラメータは、第１の測定結果を用いてイベント
トリガ条件を評価することを示す情報、または、第２の測定結果を用いてイベントトリガ
条件を評価することを示す情報がセットされる。例えば、前記パラメータに第２の測定結
果を用いてイベントトリガ条件を評価することを示す情報がセットされた場合、端末装置
は、第２の測定を行い、第２の測定結果を用いてイベントトリガ条件を評価する。なお、
前記パラメータは、報告する測定結果の種類を指定するパラメータ（report Meas Type）
と共有してもよい。
【０３７９】
　なお、サービングセルの測定結果と周辺セルの測定結果との比較などの、１つの条件式
に２つ以上の測定結果を用いるイベントトリガ条件においては、それぞれにイベントトリ
ガ条件を評価するために利用する測定結果の種類を指定してもよい。例えば、サービング
セルの測定結果用の新しいパラメータ（trigger Meas Type Serv）と周辺セルの測定結果
用の新しいパラメータ（trigger Meas Type Neigh）が規定されてもよい。
【０３８０】
　以下では、イベントトリガ条件を評価するために利用する測定結果の種類の指定方法の
一例が説明される。
【０３８１】
　報告設定によって、イベントトリガ条件を評価するために利用する測定結果の種類は、
測定を指定する条件に依存して決定される。
【０３８２】
　具体的な一例としては、イベントトリガ条件を評価するために利用する測定結果の種類
は、対象セルの起動／停止の状態に依存して決定される。例えば、対象セルが起動の状態
であれば、第１の測定結果を用いてイベントトリガ条件が評価され、対象セルが停止の状
態であれば、第２の測定結果を用いてイベントトリガ条件が評価される。
【０３８３】
　具体的な一例としては、イベントトリガ条件を評価するために利用する測定結果の種類
は、参照信号の検出に依存して決定される。例えば、ＣＲＳが検出されてＤＲＳが検出さ
れなかった場合、第１の測定結果を用いてイベントトリガ条件が評価され、ＣＲＳが検出
されずＤＲＳが検出された場合、第２の測定結果を用いてイベントトリガ条件が評価され
る。ＣＲＳとＤＲＳの両方が検出された場合、受信電力の高い方の測定結果を用いてイベ
ントトリガ条件が評価される。ＣＲＳとＤＲＳの両方が検出されなかった場合、イベント
トリガ条件は評価されない。
【０３８４】
　以下で説明されるイベントおよびイベントトリガ条件の一例は、第１の測定結果および
第２の測定結果の両方が用いられる。
【０３８５】
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　イベントの一例が説明される。
【０３８６】
　イベントは、閾値よりもサービングセルの測定結果が改善したときにトリガされる。端
末装置は、条件Ｃ１－１かつ条件Ｃ１－１’を満した場合、その測定報告の送信を行う。
端末装置は、条件Ｃ１－２かつ条件Ｃ１－２’を満した場合、その測定報告の送信を停止
する。
【０３８７】
　加入条件Ｃ１－１：Ms - Hys > Threshold
　離脱条件Ｃ１－２：Ms + Hys < Threshold
　加入条件Ｃ１－１’：Ms’ - Hys’ > Threshold’
　離脱条件Ｃ１－２’：Ms’ + Hys’ < Threshold’
【０３８８】
　ここで、Msはサービングセルに対する第１の測定結果（セル特有の測定オフセット値を
考慮しない）、Ms’はサービングセルに対する第２の測定結果（セル特有の測定オフセッ
ト値を考慮しない）、Hysは対象とするイベントに対する第１の測定結果に対するヒステ
リシスパラメータ、Hys’は対象とするイベントに対する第２の測定結果に対するヒステ
リシスパラメータ、Thresholdは対象とするイベントに対する第１の測定結果に対して利
用される閾値パラメータ、Threshold’は対象とするイベントに対する第２の測定結果に
対して利用される閾値パラメータである。
【０３８９】
　イベントの一例が説明される。
【０３９０】
　イベントは、閾値よりもサービングセルの測定結果が悪化したときにトリガされる。端
末装置は、条件Ｃ２－１かつ条件Ｃ２－１’を満した場合、その測定報告の送信を行う。
端末装置は、条件Ｃ２－２かつ条件Ｃ２－２’を満した場合、その測定報告の送信を停止
する。
【０３９１】
　加入条件Ｃ２－１：Ms - Hys < Threshold
　離脱条件Ｃ２－２：Ms + Hys > Threshold
　加入条件Ｃ２－１’：Ms’ - Hys’ < Threshold’
　離脱条件Ｃ２－２’：Ms’ + Hys’ > Threshold’
【０３９２】
　ここで、Msはサービングセルに対する第１の測定結果（セル特有の測定オフセット値を
考慮しない）、Ms’はサービングセルに対する第２の測定結果（セル特有の測定オフセッ
ト値を考慮しない）、Hysは対象とするイベントに対する第１の測定結果に対するヒステ
リシスパラメータ、Hys’は対象とするイベントに対する第２の測定結果に対するヒステ
リシスパラメータ、Thresholdは対象とするイベントに対する第１の測定結果に対して利
用される閾値パラメータ、Threshold’は対象とするイベントに対する第２の測定結果に
対して利用される閾値パラメータである。
【０３９３】
　イベントの一例が説明される。
【０３９４】
　イベントは、プライマリーセルの測定結果よりも周辺セルの測定結果が改善したときに
トリガされる。端末装置は、条件Ｃ３－１かつ条件Ｃ３－１’を満した場合、その測定報
告の送信を行う。端末装置は、条件Ｃ３－２かつ条件Ｃ３－２’を満した場合、その測定
報告の送信を停止する。
【０３９５】
　加入条件Ｃ３－１：Mn + Ofn + Ocn - Hys > Mp + Ofp + Ocp + Off
　離脱条件Ｃ３－２：Mn + Ofn + Ocn + Hys < Mp + Ofp + Ocp + Off
　加入条件Ｃ３－１’：Mn’ + Ofn’ + Ocn’- Hys’ > Mp’ + Ofp’+ Ocp’ + Off’
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　離脱条件Ｃ３－２’：Mn’ + Ofn’ + Ocn’+ Hys’ < Mp’ + Ofp’+ Ocp’ + Off’
【０３９６】
　ここで、Mnは周辺セルに対する第１の測定結果（セル特有の測定オフセット値を考慮し
ない）、Mn’は周辺セルに対する第２の測定結果（セル特有の測定オフセット値を考慮し
ない）、Ofnは周辺セルの周波数に対する第１の測定結果に対する周波数特有の測定オフ
セット値、Ofn’は周辺セルの周波数に対する第２の測定結果に対する周波数特有の測定
オフセット値、Ocnは周辺セルに対する第１の測定結果に対するセル特有の測定オフセッ
ト値（周辺セルに対して設定されていない場合は０がセットされる）、Ocn’は周辺セル
に対する第２の測定結果に対するセル特有の測定オフセット値（周辺セルに対して設定さ
れていない場合は０がセットされる）、Mpはプライマリーセルに対する第１の測定結果（
セル特有の測定オフセット値を考慮しない）、Mp’はプライマリーセルに対する第２の測
定結果（セル特有の測定オフセット値を考慮しない）、Ofpはプライマリーセルの周波数
に対する第１の測定結果に対する周波数特有の測定オフセット値、Ofp’はプライマリー
セルの周波数に対する第２の測定結果に対する周波数特有の測定オフセット値、Ocpはプ
ライマリーセルに対する第１の測定結果に対するセル特有の測定オフセット値（プライマ
リーセルに対して設定されていない場合は０がセットされる）、Ocp’はプライマリーセ
ルに対する第２の測定結果に対するセル特有の測定オフセット値（プライマリーセルに対
して設定されていない場合は０がセットされる）、Hysは対象とするイベントに対する第
１の測定結果に対するヒステリシスパラメータ、Hys’は対象とするイベントに対する第
２の測定結果に対するヒステリシスパラメータ、Offは対象とするイベントに対する第１
の測定結果に対して利用されるオフセットパラメータ、Off’は対象とするイベントに対
する第２の測定結果に対して利用されるオフセットパラメータである。
【０３９７】
　イベントの一例が説明される。
【０３９８】
　イベントは、閾値よりも周辺セルの測定結果が改善したときにトリガされる。端末装置
は、条件Ｃ４－１かつ条件Ｃ４－１’を満した場合、その測定報告の送信を行う。端末装
置は、条件Ｃ４－２かつ条件Ｃ４－２’を満した場合、その測定報告の送信を停止する。
【０３９９】
　加入条件Ｃ４－１：Mn + Ofn + Ocn - Hys > Threshold
　離脱条件Ｃ４－２：Mn + Ofn + Ocn + Hys < Threshold
　加入条件Ｃ４－１’：Mn’ + Ofn’ + Ocn’- Hys’ > Threshold’
　離脱条件Ｃ４－２’：Mn’ + Ofn’ + Ocn’+ Hys’ < Threshold’
【０４００】
　ここで、Mnは周辺セルに対する第１の測定結果（セル特有の測定オフセット値を考慮し
ない）、Mn’は周辺セルに対する第２の測定結果（セル特有の測定オフセット値を考慮し
ない）、Ofnは周辺セルの周波数に対する第１の測定結果に対する周波数特有の測定オフ
セット値、Ofn’は周辺セルの周波数に対する第２の測定結果に対する周波数特有の測定
オフセット値、Ocnは周辺セルに対する第１の測定結果に対するセル特有の測定オフセッ
ト値（周辺セルに対して設定されていない場合は０がセットされる）、Ocn’は周辺セル
に対する第２の測定結果に対するセル特有の測定オフセット値（周辺セルに対して設定さ
れていない場合は０がセットされる）、Hysは対象とするイベントに対する第１の測定結
果に対するヒステリシスパラメータ、Hys’は対象とするイベントに対する第２の測定結
果に対するヒステリシスパラメータ、Thresholdは対象とするイベントに対する第１の測
定結果に対して利用される閾値パラメータ、Thresholdは対象とするイベントに対する第
２の測定結果に対して利用される閾値パラメータである。
【０４０１】
　イベントの一例が説明される。
【０４０２】
　イベントは、閾値１よりもプライマリーセルの測定結果が悪化し、かつ、閾値２よりも
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周辺セルの測定結果が改善したときにトリガされる。端末装置は、条件Ｃ５－１かつ条件
Ｃ５－２かつ条件Ｃ５－１’かつ条件Ｃ５－２’を満した場合、その測定報告の送信を行
う。端末装置は、条件Ｃ５－３かつ条件Ｃ５－４かつ条件Ｃ５－３’かつ条件Ｃ５－４’
を満した場合、その測定報告の送信を停止する。
【０４０３】
　加入条件Ｃ５－１：Mp - Hys < Threshold1
　加入条件Ｃ５－２：Mn + Ofn + Ocn - Hys > Threshold2
　離脱条件Ｃ５－３：Mp + Hys > Threshold1
　離脱条件Ｃ５－４：Mn + Ofn + Ocn + Hys < Threshold2
　加入条件Ｃ５－１’：Mp’ - Hys’ < Threshold1’
　加入条件Ｃ５－２’：Mn’ + Ofn’ + Ocn’- Hys’ > Threshold2’
　離脱条件Ｃ５－３’：Mp’ + Hys’ > Threshold1’
　離脱条件Ｃ５－４’：Mn’ + Ofn’ + Ocn’+ Hys’ < Threshold2’
【０４０４】
　ここで、Mpはプライマリーセルに対する第１の測定結果（セル特有の測定オフセット値
を考慮しない）、Mp’はプライマリーセルに対する第２の測定結果（セル特有の測定オフ
セット値を考慮しない）、Mnは周辺セルに対する第１の測定結果（セル特有の測定オフセ
ット値を考慮しない）、Mn’は周辺セルに対する第２の測定結果（セル特有の測定オフセ
ット値を考慮しない）、Ofnは周辺セルの周波数に対する第１の測定結果に対する周波数
特有の測定オフセット値、Ofn’は周辺セルの周波数に対する第２の測定結果に対する周
波数特有の測定オフセット値、Ocnは周辺セルに対する第１の測定結果に対するセル特有
の測定オフセット値（周辺セルに対して設定されていない場合は０がセットされる）、Oc
n’は周辺セルに対する第２の測定結果に対するセル特有の測定オフセット値（周辺セル
に対して設定されていない場合は０がセットされる）、Hysは対象とするイベントに対す
る第１の測定結果に対するヒステリシスパラメータ、Hys’は対象とするイベントに対す
る第２の測定結果に対するヒステリシスパラメータ、Threshold1とThreshold2は対象とす
るイベントに対する第１の測定結果に対して利用される閾値パラメータ、Threshold1’と
Threshold2’は対象とするイベントに対する第２の測定結果に対して利用される閾値パラ
メータである。
【０４０５】
　イベントの一例が説明される。
【０４０６】
　イベントは、セカンダリーセルの測定結果よりも周辺セルの測定結果が改善したときに
トリガされる。端末装置は、条件Ｃ６－１かつ条件Ｃ６－１’を満した場合、その測定報
告の送信を行う。端末装置は、条件Ｃ６－２かつ条件Ｃ６－２’を満した場合、その測定
報告の送信を停止する。なお、周辺セルは、前記セカンダリーセルと同じ周波数上のセル
である。
【０４０７】
　加入条件Ｃ６－１：Mn + Ocn - Hys > Ms + Ocs + Off
　離脱条件Ｃ６－２：Mn + Ocn + Hys < Ms + Ocs + Off
　加入条件Ｃ６－１’：Mn’ + Ocn’ - Hys’> Ms’ + Ocs’ + Off’
　離脱条件Ｃ６－２’：Mn’ + Ocn’ + Hys’< Ms’ + Ocs’ + Off’
【０４０８】
　ここで、Mnは周辺セルに対する第１の測定結果（セル特有の測定オフセット値を考慮し
ない）、Mn’は周辺セルに対する第２の測定結果（セル特有の測定オフセット値を考慮し
ない）、Ocnは周辺セルに対する第１の測定結果に対するセル特有の測定オフセット値（
周辺セルに対して設定されていない場合は０がセットされる）、Ocn’は周辺セルに対す
る第２の測定結果に対するセル特有の測定オフセット値（周辺セルに対して設定されてい
ない場合は０がセットされる）、Msはサービングセルに対する第１の測定結果（セル特有
の測定オフセット値を考慮しない）、Ms’はサービングセルに対する第２の測定結果（セ
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ル特有の測定オフセット値を考慮しない）、Ocsはサービングセルに対する第１の測定結
果に対するセル特有の測定オフセット値（サービングセルに対して設定されていない場合
は０がセットされる）、Ocs’はサービングセルに対する第２の測定結果に対するセル特
有の測定オフセット値（サービングセルに対して設定されていない場合は０がセットされ
る）、Hysは対象とするイベントに対する第１の測定結果に対するヒステリシスパラメー
タ、Hys’は対象とするイベントに対する第２の測定結果に対するヒステリシスパラメー
タ、Offは対象とするイベントに対する第１の測定結果に対して利用されるオフセットパ
ラメータ、Off’は対象とするイベントに対する第２の測定結果に対して利用されるオフ
セットパラメータである。
【０４０９】
　次に、測定結果の詳細について説明される。
【０４１０】
　この測定結果（Measurement result）は、測定識別子（meas Id）、サービングセル測
定結果（meas Result serving）、EUTRA測定結果リスト（meas Result List EUTRA）で構
成される。ここで、EUTRA測定結果リスト（meas Result List EUTRA）には、物理セル識
別子（physical Cell Identity）、EUTRAセル測定結果（meas Result EUTRA）が含まれる
。ここで、測定識別子（meas Id）とは、前述のように、測定対象識別子（meas Object I
d）と報告設定識別子（report Config Id）とのリンクに利用されていた識別子である。
また、物理セル識別子（physical Cell Identity）は、セルを識別するために利用する。
EUTRAセル測定結果（meas Result EUTRA）は、EUTRAセルに対する測定結果である。隣接
セルの測定結果は関連するイベントの発生時にのみ含まれる。
【０４１１】
　測定結果の一例が説明される。
【０４１２】
　測定結果は、対象セルに対するＲＳＲＰおよびＲＳＲＱの両方の結果を報告する。１回
で報告されるＲＳＲＰおよびＲＳＲＱは、第１の測定結果または第２の測定結果のどちら
か１つである。
【０４１３】
　具体的な一例を挙げると、第１の測定結果か第２の測定結果かを決定するパラメータに
基づいて、測定結果が報告される。第１の測定結果か第２の測定結果かを決定する基準は
、例えば、新しいパラメータ（report Meas Type）である。前記パラメータは、第１の測
定結果を報告することを示す情報、または、第２の測定結果を報告することを示す情報が
セットされる。例えば、前記パラメータに第２の測定結果を報告することを示す情報がセ
ットされた場合、端末装置は、前記パラメータを認識し、第２の測定を行い、第２の測定
結果を測定報告メッセージに載せて送信を行い、第１の測定結果は送信しない。
【０４１４】
　なお、前記パラメータは、イベントトリガ条件を評価するために利用する測定結果の種
類を指定するパラメータ（trigger Meas Type）と共有してもよい。なお、前記パラメー
タは、測定方法を指定する上位層パラメータと共有してもよい。
【０４１５】
　なお、前記パラメータ（report Quantity）は、ＲＳＲＰに対するパラメータ（report 
Quantity RSRP）とＲＳＲＱに対するパラメータ（report Quantity RSRQ）として、測定
する種類ごとに設定してもよい。例えばreport Quantity RSRPは第１のＲＳＲＰと設定さ
れ、report Quantity RSRQは第２のＲＳＲＱと設定された場合、端末装置は、第１のＲＳ
ＲＰと第２のＲＳＲＱを送信し、第２のＲＳＲＰと第１のＲＳＲＱは送信しない。
【０４１６】
　具体的な一例を挙げると、端末装置は、定期報告またはイベントトリガ定期報告が設定
された場合、第１の測定結果と第２の測定結果は周期的に交互に報告される。例えば、１
回目の報告では第１の測定結果で報告され、２回目の報告では第２の測定結果が報告され
、３回目の報告では第１の測定結果され、４回目の報告では第２の測定結果が報告され、
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以後繰返し交互に報告される。
【０４１７】
　なお、第１の測定結果と第２の測定結果は同頻度で報告されなくてもよい。例えば、第
１の測定結果が２回報告された後に第２の測定結果が１回報告される周期で設定されても
よい。具体的には、１回目の報告および２回目の報告では第１の測定結果で報告され、３
回目の報告では第２の測定結果される。報告の回数は上位層のパラメータで設定される。
【０４１８】
　具体的な一例を挙げると、測定を指定する条件に依存して報告される。
【０４１９】
　例えば、報告される測定結果の種類は、対象セルの起動／停止の状態に依存して決定さ
れる。
【０４２０】
　例えば、報告される測定結果の種類は、参照信号の検出に依存して決定される。例えば
、ＣＲＳが検出されてＤＲＳが検出されなかった場合、第１の測定結果が報告され、ＣＲ
Ｓが検出されずＤＲＳが検出された場合、第２の測定結果が報告される。ＣＲＳとＤＲＳ
の両方が検出された場合、受信電力の高い方の測定結果が報告される。ＣＲＳとＤＲＳの
両方が検出されなかった場合、報告されない、または、最低値が報告される。
【０４２１】
　なお、端末装置は報告された測定結果が第１の測定によって計算された結果か第２の測
定によって計算された結果かを基地局装置に認知させるために、測定結果にどの測定の種
類がセットされたかを明示するパラメータが追加されてもよい。
【０４２２】
　測定結果の報告の一例が説明される。
【０４２３】
　測定結果は、対象セルに対する第１のＲＳＲＰおよび第１のＲＳＲＱ、かつ、第２のＲ
ＳＲＰおよび第２のＲＳＲＱの結果を報告する。
【０４２４】
　端末装置は、第１の測定および第２の測定を行い、測定結果を測定報告メッセージに載
せて送信（転送）を行う。
【０４２５】
　ＣＲＳが検出できなかった場合、端末装置は、第１の測定結果に最低値をセットして報
告する。なお、ＣＲＳが検出できなかった場合、端末装置は、第１の測定結果を報告しな
くても良い。
【０４２６】
　ＤＲＳが検出できなかった場合、端末装置は、第２の測定結果に最低値をセットして報
告する。なお、ＤＲＳが検出できなかった場合、端末装置は、第２の測定結果を報告しな
くても良い。
【０４２７】
　測定結果の報告の一例が説明される。
【０４２８】
　測定結果は、対象セルに対するＲＳＲＰおよびＲＳＲＱ、かつ、セル間干渉測定の結果
を報告する。セル間干渉測定の結果は、例えば、干渉測定リソースで測定した受信電力、
ＳＩＮＲ、ＲＳＳＩなどである。
【０４２９】
　端末装置は、前記パラメータを認識し、測定およびセル間干渉量を行い、測定結果を測
定報告メッセージに載せて送信を行う。
【０４３０】
　上記では、イベント、イベントトリガ条件、および測定結果の報告の一例について説明
された。これらの組み合わせによって、端末装置は、基地局装置に対して第１の測定結果
および／または第２の測定結果を報告する。本実施形態は、イベント、イベントトリガ条
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件、および測定結果の報告の組み合わせは限定されないが、好ましい組み合わせの一例を
以下で説明する。
【０４３１】
　イベント、イベントトリガ条件、および測定結果の報告の組み合わせの一例について説
明される。
【０４３２】
　第１の測定を行う場合には、物理セル識別子が設定される隣接セルリストやブラックリ
ストを含んだ測定対象（meas Object）が設定され、また、第１の測定によってトリガさ
れるイベントおよびイベントトリガ条件が設定される報告設定（report Config）が設定
され、それらがＩＤによって紐付けられることで第１の測定結果（meas Results）を含ん
だ測定報告メッセージが送信される。更に、第２の測定を行う場合には、拡張されたセル
ＩＤが設定される新しい隣接セルリストや新しいブラックリストを含んだ測定対象（meas
 Object）が設定され、また、第２の測定によってトリガされるイベントおよびイベント
トリガ条件が設定される報告設定（report Config）が設定され、それらがＩＤによって
紐付けられることで第２の測定結果（meas Results）を含んだ測定報告メッセージが送信
される。
【０４３３】
　すなわち、端末装置に、第１の測定用の測定対象、報告設定、測定結果と、第２の測定
用の測定対象、報告設定、測定結果が設定される。すなわち、第１の測定結果の報告設定
と第２の測定結果の報告設定がそれぞれ独立に設定される。
【０４３４】
　イベント、イベントトリガ条件、および測定結果の報告の組み合わせの一例について説
明される。
【０４３５】
　第１の測定を行う場合には、物理セル識別子が設定される隣接セルリストやブラックリ
ストを含んだ測定対象（meas Object）が設定され、また、第１の測定によってトリガさ
れるイベントおよびイベントトリガ条件が設定される報告設定（report Config）が設定
され、それらが測定結果（meas Results）とＩＤによって紐付けられる。第２の測定を行
う場合には、拡張されたセルＩＤが設定される新しい隣接セルリストや新しいブラックリ
ストを含んだ測定対象（meas Object）が設定され、また、第２の測定によってトリガさ
れるイベントおよびイベントトリガ条件が設定される報告設定（report Config）が設定
され、それらが前記測定結果（meas Results）とＩＤによって紐付けられる。第１の測定
によってトリガされるイベントが発生した場合、測定結果に第１の測定結果が代入され、
測定報告メッセージによって送信される。第２の測定によってトリガされるイベントが発
生した場合、測定結果に第２の測定結果が代入され、測定報告メッセージによって送信さ
れる。
【０４３６】
　すなわち、第１の測定用の測定対象、報告設定と、第２の測定用の測定対象、報告設定
が設定され、測定結果は第１の測定と第２の測定でフィールドが共有される。イベントに
よって第１の測定結果または第２の測定結果が送信される。
【０４３７】
　これにより、端末装置は、第１の測定結果と第２の測定結果を基地局装置に報告するこ
とができる。
【０４３８】
　本実施形態の端末装置は、基地局装置と通信する端末装置であって、第１のＲＳ（ＣＲ
Ｓ）に基づいて第１の測定を行い、第２のＲＳ（ＤＲＳ）に基づいて第２の測定を行う受
信部と、前記第１の測定結果と前記第２の測定結果を前記基地局装置に報告する上位層処
理部と、を備え、第１の状態では、前記第１の測定結果を前記基地局装置に報告し、第２
の状態では、前記第１の測定結果または前記第２の測定結果を前記基地局装置に報告する
。
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【０４３９】
　一例として、前記第２の状態では、前記第１の測定結果を報告するイベントと前記第２
の測定結果を報告するイベントと、が前記基地局装置によって設定される。また、一例と
して、前記第２の状態では、前記第２の測定を報告するイベントのみが前記基地局装置に
よって設定される。前記第２の測定結果を報告するイベントトリガ条件は、第２の測定結
果を用いて規定される。
【０４４０】
　一例として、前記第１の状態は、前記第２のＲＳの設定情報が通知されていない状態で
あり、前記第２の状態は、前記第２のＲＳの設定情報が前記基地局装置から通知された状
態である。また、一例として、前記第１の状態は、前記第２の測定情報が設定されていな
い状態であり、前記第２の状態は、前記第２の測定情報が前記基地局装置から設定された
状態である。また、一例として、前記第２の状態は、前記第１のＲＳが送信されない状態
である。
【０４４１】
　ＰＵＳＣＨの送信電力やＰＨＲ（Power Headroom）では、パスロスに依存して値が決定
される。以下では、パスロス（伝搬路減衰値）を推定する方法の一例が説明される。
【０４４２】
　サービングセルｃの下りリンクパスロス推定値は、PLc = reference Signal Power - h
igher layer filtered RSRPの式で端末装置によって計算される。ここで、reference Sig
nal Powerは上位層で与えられる。reference Signal Powerは、ＣＲＳの送信電力に基づ
いた情報である。ここで、higher layer filtered RSRPは上位層でフィルタリングされた
参照サービングセルの第１のＲＳＲＰである。
【０４４３】
　もしサービングセルｃがプライマリーセルを含んだＴＡＧに所属している場合、上りリ
ンクプライマリーセルに対して、reference Signal Powerとhigher layer filtered RSRP
の参照サービングセルにはプライマリーセルが用いられる。上りリンクセカンダリーセル
に対して、reference Signal Powerとhigher layer filtered RSRPの参照サービングセル
には上位層のパラメータpath loss Reference Linkingによって設定されたサービングセ
ルが用いられる。もしサービングセルｃがプライマリーセルを含まないＴＡＧに所属して
いる場合、reference Signal Powerとhigher layer filtered RSRPの参照サービングセル
にはサービングセルｃが用いられる。
【０４４４】
　パスロスを推定する方法の一例が説明される。
【０４４５】
　サービングセルｃの下りリンクパスロス推定値は、上位層によって設定された場合PLc 
= discovery Reference Signal Power - higher layer filtered RSRP2の式で、そうでな
ければPLc = reference Signal Power - higher layer filtered RSRPの式で端末装置に
よって計算される。ここで、reference Signal Powerは上位層で与えられる。reference 
Signal Powerは、ＣＲＳの送信電力に基づいた情報である。ここで、higher layer filte
red RSRPは上位層でフィルタリングされた参照サービングセルの第１のＲＳＲＰである。
ここで、discovery Reference Signal Powerは上位層で与えられる。discovery Referenc
e Signal Powerは、ＤＲＳの送信電力に基づいた情報である。ここで、higher layer fil
tered RSRPは上位層でフィルタリングされた参照サービングセルの第２のＲＳＲＰである
。
【０４４６】
　ここで、上位層によって設定された場合とは、例えば、ＤＲＳの設定に基づく。上位層
によって設定された場合とは、例えば、測定の設定に基づく。上位層によって設定された
場合とは、例えば、上りリンク送信電力制御の設定に基づく。
【０４４７】
　もしサービングセルｃがプライマリーセルを含んだＴＡＧに所属している場合、上りリ
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ンクプライマリーセルに対して、discovery Reference Signal Powerとhigher layer fil
tered RSRP2の参照サービングセルにはプライマリーセルが用いられる。上りリンクセカ
ンダリーセルに対して、discovery Reference Signal Powerとhigher layer filtered RS
RP2の参照サービングセルには上位層のパラメータpath loss Reference Linkingによって
設定されたサービングセルが用いられる。もしサービングセルｃがプライマリーセルを含
まないＴＡＧに所属している場合、discovery Reference Signal Powerとhigher layer f
iltered RSRP2の参照サービングセルにはサービングセルｃが用いられる。
【０４４８】
　パスロスを推定する方法の一例が説明される。
【０４４９】
　プライマリーセルの下りリンクパスロス推定値は、PLc = reference Signal Power - h
igher layer filtered RSRPの式で端末装置によって計算される。サービングセルｃが停
止の状態であればPLc = discovery Reference Signal Power - higher layer filtered R
SRP2の式で、サービングセルｃが起動の状態であればPLc = reference Signal Power - h
igher layer filtered RSRPの式で端末装置によって計算される。ここで、reference Sig
nal Powerは上位層で与えられる。reference Signal Powerは、ＣＲＳの送信電力に基づ
いた情報である。ここで、higher layer filtered RSRPは上位層でフィルタリングされた
参照サービングセルの第１のＲＳＲＰである。ここで、discovery Reference Signal Pow
erは上位層で与えられる。discovery Reference Signal Powerは、ＤＲＳの送信電力に基
づいた情報である。ここで、higher layer filtered RSRP2は上位層でフィルタリングさ
れた参照サービングセルの第２のＲＳＲＰである。
【０４５０】
　第２のＲＳＲＰと比較する閾値は、上位層によって設定される。
【０４５１】
　もしサービングセルｃがプライマリーセルを含んだＴＡＧに所属している場合、上りリ
ンクプライマリーセルに対して、reference Signal Power、discovery Reference Signal
 Powerとhigher layer filtered RSRP、higher layer filtered RSRP2の参照サービング
セルにはプライマリーセルが用いられる。上りリンクセカンダリーセルに対して、refere
nce Signal Power、discovery Reference Signal Powerとhigher layer filtered RSRP、
higher layer filtered RSRP2の参照サービングセルには上位層のパラメータpath loss R
eference Linkingによって設定されたサービングセルが用いられる。もしサービングセル
ｃがプライマリーセルを含まないＴＡＧに所属している場合、reference Signal Power、
discovery Reference Signal Powerとhigher layer filtered RSRP、higher layer filte
red RSRP2の参照サービングセルにはサービングセルｃが用いられる。
【０４５２】
　パスロスを推定する方法の一例が説明される。
【０４５３】
　プライマリーセルの下りリンクパスロス推定値は、PLc = reference Signal Power - h
igher layer filtered RSRPの式で端末装置によって計算される。サービングセルｃの下
りリンクパスロス推定値は、サービングセルｃがプライマリーセルを含んだＴＡＧに所属
しておらず、かつ、第２のＲＳＲＰが閾値以上であればPLc = discovery Reference Sign
al Power - higher layer filtered RSRP2の式で、そうでなければPLc = reference Sign
al Power - higher layer filtered RSRPの式で端末装置によって計算される。ここで、r
eference Signal Powerは上位層で与えられる。reference Signal Powerは、ＣＲＳの送
信電力に基づいた情報である。ここで、higher layer filtered RSRPは上位層でフィルタ
リングされた参照サービングセルの第１のＲＳＲＰである。ここで、discovery Referenc
e Signal Powerは上位層で与えられる。discovery Reference Signal Powerは、ＤＲＳの
送信電力に基づいた情報である。ここで、higher layer filtered RSRP2は上位層でフィ
ルタリングされた参照サービングセルの第２のＲＳＲＰである。
【０４５４】
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　第２のＲＳＲＰと比較する閾値は、上位層によって設定される。
【０４５５】
　もしサービングセルｃがプライマリーセルを含んだＴＡＧに所属している場合、上りリ
ンクプライマリーセルに対して、reference Signal Powerとhigher layer filtered RSRP
の参照サービングセルにはプライマリーセルが用いられる。上りリンクセカンダリーセル
に対して、reference Signal Power、discovery Reference Signal Powerとhigher layer
 filtered RSRP、higher layer filtered RSRP2の参照サービングセルには上位層のパラ
メータpath loss Reference Linkingによって設定されたサービングセルが用いられる。
もしサービングセルｃがプライマリーセルを含まないＴＡＧに所属している場合、refere
nce Signal Power、discovery Reference Signal Powerとhigher layer filtered RSRP、
higher layer filtered RSRP2の参照サービングセルにはサービングセルｃが用いられる
。
【０４５６】
　以下では、下りリンク電力制御について説明される。
【０４５７】
　下りリンク電力制御はＥＰＲＥ（Energy Per Resource Element、リソースエレメント
毎のエネルギー）によって決定される。ここで、リソースエレメント毎のエネルギーとは
、ＣＰ（Cyclic Prefix）を挿入する前のエネルギーである。リソースエレメント毎のエ
ネルギーとは、適用された変調方法に対する全てのコンスタレーションポイントを引き継
いだ平均エネルギーである。
【０４５８】
　端末装置は、異なるセル固有の参照信号電力情報を受信するまで、全てのサブフレーム
にまたがって一定の、かつ、下りリンクシステム帯域幅にまたがって一定の、下りリンク
セル固有参照信号のＥＰＲＥを想定する。下りリンクセル固有参照信号のＥＰＲＥは、上
位層によって与えられるパラメータ（reference Signal Power）によって与えられる下り
リンク参照信号送信電力から算出される。下りリンク参照信号送信電力は、運用している
システム帯域幅に含まれるセル固有参照信号を運ぶ全てのリソースエレメントの電力を線
形平均したものとして定義される。
【０４５９】
　端末装置は、所定のポジショニング参照信号の発生の中のポジショニング参照信号を含
む、全てのＯＦＤＭシンボル、かつ、ポジショニング参照信号の帯域幅にまたがって一定
の下りリンクポジショニング参照信号ＥＰＲＥを想定する。
【０４６０】
　サービングセルでＣＳＩ－ＲＳが設定された場合、端末装置は各々のＣＳＩ－ＲＳリソ
ースに対する全てのサブフレームにまたがって一定の、かつ、下りリンクシステム帯域幅
にまたがって一定の下りリンクＣＳＩ－ＲＳ　ＥＰＲＥを想定する。
【０４６１】
　所定のセルでＤＲＳが設定された場合、端末装置は各々のＤＲＳリソースに対する全て
のサブフレームにまたがって一定の、かつ、下りリンクシステム帯域幅にまたがって一定
の下りリンクＤＲＳ　ＥＰＲＥを想定する。
【０４６２】
　以下では、端末装置にＰＤＳＣＨの送信電力を通知する方法の詳細が説明される。以下
では、ＣＲＳの送信電力に基づいて通知する方法の詳細が説明される。
【０４６３】
　各々のＯＦＤＭシンボルに対するＰＤＳＣＨのリソースエレメントのＰＤＳＣＨ　ＥＰ
ＲＥとセル固有ＲＳ　ＥＰＲＥの比はρＡとρＢで示される。ここで、ρＡは、ＣＲＳを
含まないＯＦＤＭシンボルのＰＤＳＣＨ　ＥＰＲＥとセル固有ＲＳ　ＥＰＲＥの比を示す
。ここで、ρＢは、ＣＲＳを含むＯＦＤＭシンボルのＰＤＳＣＨ　ＥＰＲＥとセル固有Ｒ
Ｓ　ＥＰＲＥの比を示す。加えて、ρＡとρＢは、端末固有である。
【０４６４】
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　関連するＰＤＳＣＨが配置されたＰＲＢの中に端末固有ＲＳが存在しない送信モード８
－１０の端末装置、または、送信モード１－７の端末装置において、端末装置は、１６Ｑ
ＡＭ、６４ＱＡＭ、１レイヤよりも多くの空間多重、もしくは、マルチユーザＭＩＭＯ送
信方法に関連したＰＤＳＣＨ送信に対して以下のρＡが想定される。なお、ここで、２５
６ＱＡＭに対しても同様に想定してもよい。
【０４６５】
　端末装置が４セル固有アンテナポートによる送信ダイバーシチのプリコーディングを用
いたＰＤＳＣＨデータ送信を受信した場合、ρＡはδpower-offset＋ＰＡ＋１０ｌｏｇ１

０（２）と等しく、それ以外では、ρＡはδpower-offset＋ＰＡと等しい。ここで、δpo

wer-offsetはマルチユーザＭＩＭＯを除いた全てのＰＤＳＣＨ送信方法に対して０ｄＢで
あり、ＰＡは上位層によって与えられる端末装置固有のパラメータである。
【０４６６】
　セル固有の比ρＡ／ρＢは、ＰＢとＣＲＳのアンテナポート数によって決定される。こ
こで、ＰＢは上位層によって通知されるセル固有のパラメータである。
【０４６７】
　以下では、端末装置にＰＤＳＣＨの送信電力を通知する方法の詳細が説明される。以下
では、ＤＲＳの送信電力に基づいて通知する方法の詳細が説明される。
【０４６８】
　各々のＯＦＤＭシンボルに対するＰＤＳＣＨのリソースエレメントのＰＤＳＣＨ　ＥＰ
ＲＥとＤＲＳ　ＥＰＲＥの比はρＡ’とρＢ’で示される。ここで、ρＡ’は、ＣＲＳを
含まないＯＦＤＭシンボルのＰＤＳＣＨ　ＥＰＲＥとＤＲＳ　ＥＰＲＥの比を示す。ここ
で、ρＢ’は、ＣＲＳを含むＯＦＤＭシンボルのＰＤＳＣＨ　ＥＰＲＥとＤＲＳ　ＥＰＲ
Ｅの比を示す。加えて、ρＡ’とρＢ’は、端末固有である。
【０４６９】
　関連するＰＤＳＣＨが配置されたＰＲＢの中に端末固有ＲＳが存在しない送信モード８
－１０の端末装置、または、送信モード１－７の端末装置において、端末装置は、１６Ｑ
ＡＭ、６４ＱＡＭ、１レイヤよりも多くの空間多重、もしくは、マルチユーザＭＩＭＯ送
信方法に関連したＰＤＳＣＨ送信に対して以下のρＡ’が想定される。なお、ここで、２
５６ＱＡＭに対しても同様に想定してもよい。
【０４７０】
　端末装置が４セル固有アンテナポートによる送信ダイバーシチのプリコーディングを用
いたＰＤＳＣＨデータ送信を受信した場合、ρＡ’はδpower-offset＋ＰＡ’＋１０ｌｏ
ｇ１０（２）と等しく、それ以外では、ρＡ’はδpower-offset＋ＰＡ’と等しい。ここ
で、δpower-offsetはマルチユーザＭＩＭＯを除いた全てのＰＤＳＣＨ送信方法に対して
０ｄＢであり、ＰＡ’は上位層によって与えられる端末装置固有のパラメータである。
【０４７１】
　比ρＡ’／ρＢ’は、ＰＢ’に基づいて決定される。ここで、ＰＢ’は上位層によって
通知されるパラメータである。
【０４７２】
　上記の実施形態の詳細により、基地局装置と端末装置が通信する無線通信システムにお
いて、伝送効率を向上させることができる。
【０４７３】
　本発明に関わる基地局装置３、および端末装置１で動作するプログラムは、本発明に関
わる上記実施形態の機能を実現するように、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等を制
御するプログラム（コンピュータを機能させるプログラム）であっても良い。そして、こ
れら装置で取り扱われる情報は、その処理時に一時的にＲＡＭ（Random Access Memory）
に蓄積され、その後、Ｆｌａｓｈ　ＲＯＭ（Read Only Memory)などの各種ＲＯＭやＨＤ
Ｄ（Hard Disk Drive）に格納され、必要に応じてＣＰＵによって読み出し、修正・書き
込みが行われる。
【０４７４】
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　なお、上述した実施形態における端末装置１、基地局装置３の一部、をコンピュータで
実現するようにしても良い。その場合、この制御機能を実現するためのプログラムをコン
ピュータが読み取り可能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムを
コンピュータシステムに読み込ませ、実行することによって実現しても良い。
【０４７５】
　なお、ここでいう「コンピュータシステム」とは、端末装置１、又は基地局装置３に内
蔵されたコンピュータシステムであって、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものと
する。また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光
磁気ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵される
ハードディスク等の記憶装置のことをいう。
【０４７６】
　さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワー
クや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送信する場合の通信線のように、短時間
、動的にプログラムを保持するもの、その場合のサーバやクライアントとなるコンピュー
タシステム内部の揮発性メモリのように、一定時間プログラムを保持しているものも含ん
でも良い。また上記プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであっても
良く、さらに前述した機能をコンピュータシステムにすでに記録されているプログラムと
の組み合わせで実現できるものであっても良い。
【０４７７】
　また、上述した実施形態における基地局装置３は、複数の装置から構成される集合体（
装置グループ）として実現することもできる。装置グループを構成する装置の各々は、上
述した実施形態に関わる基地局装置３の各機能または各機能ブロックの一部、または、全
部を備えてもよい。装置グループとして、基地局装置３の一通りの各機能または各機能ブ
ロックを有していればよい。また、上述した実施形態に関わる端末装置１は、集合体とし
ての基地局装置と通信することも可能である。
【０４７８】
　また、上述した実施形態における基地局装置３は、ＥＵＴＲＡＮ（Evolved Universal 
Terrestrial Radio Access Network）であってもよい。また、上述した実施形態における
基地局装置３は、ｅＮｏｄｅＢに対する上位ノードの機能の一部または全部を有してもよ
い。
【０４７９】
　また、上述した実施形態における端末装置１、基地局装置３の一部、又は全部を典型的
には集積回路であるＬＳＩとして実現してもよいし、チップセットとして実現してもよい
。端末装置１、基地局装置３の各機能ブロックは個別にチップ化してもよいし、一部、又
は全部を集積してチップ化してもよい。また、集積回路化の手法はＬＳＩに限らず専用回
路、又は汎用プロセッサで実現しても良い。また、半導体技術の進歩によりＬＳＩに代替
する集積回路化の技術が出現した場合、当該技術による集積回路を用いることも可能であ
る。
【０４８０】
　また、上述した実施形態では、端末装置もしくは通信装置の一例として端末装置を記載
したが、本願発明は、これに限定されるものではなく、屋内外に設置される据え置き型、
または非可動型の電子機器、たとえば、ＡＶ機器、キッチン機器、掃除・洗濯機器、空調
機器、オフィス機器、自動販売機、その他生活機器などの端末装置もしくは通信装置にも
適用出来る。
【０４８１】
　以上、この発明の実施形態に関して図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含
まれる。また、本発明は、請求項に示した範囲で種々の変更が可能であり、異なる実施形
態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態についても本発
明の技術的範囲に含まれる。また、上記各実施形態に記載された要素であり、同様の効果
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【産業上の利用可能性】
【０４８２】
　本発明は、電子機器、生活機器などの端末装置もしくは通信装置などに適用できる。
【符号の説明】
【０４８３】
１（１Ａ、１Ｂ、１Ｃ）　端末装置
３　基地局装置
１０１　上位層処理部
１０３　制御部
１０５　受信部
１０７　送信部
３０１　上位層処理部
３０３　制御部
３０５　受信部
３０７　送信部
１０１１　無線リソース制御部
１０１３　サブフレーム設定部
１０１５　スケジューリング情報解釈部
１０１７　ＣＳＩ報告制御部
　３０１１　無線リソース制御部
３０１３　サブフレーム設定部
３０１５　スケジューリング部
３０１７　ＣＳＩ報告制御部
１３０１　測定部
１３０１１　第１層フィルタリング部
１３０１２　第３層フィルタリング部
１３０１３　リポート基準の評価部
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